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会議録 

会議の名称         第 1 回つくば市障害者計画策定懇談会 

開催日時 令和４年７月 14 日（木） 10 時 00 分～11時 42 分 

開催場所 つくば市役所６階第２委員会室 

事務局（担当課） 福祉部障害福祉課 

出

席

者 

委員 五十嵐純子、池田由美、大山真紀子、生井祐介、細田忠博、篠﨑純一、

武田真浩、津梅光子、斉藤秀之、齊藤新吾、森地徹、中島幸則、新谷幹

英、吉田真一 

その他 （株）グリーンエコ東京事業所 児玉健 

事務局  安曽部長、根本次長、岡田課長、中村課長補佐、吉村統括医療技士、

桑名係長、飯田係長、植弘係長、福田室長、近藤主事 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数    ２ 人 

非公開の場合は

その理由 

 

 

議題 （１）つくば市障害者計画策定懇談会について 

（２）第２期つくば市障害者プランの策定概要及びスケジュールについ

て 

（３）第２期つくば市障害者プランの策定に向けたアンケート・ヒアリン

グ案について 

会議録署名人  確定年月日  

会 

議 

次 

第 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 委員紹介 

４ 座長・副座長選出 

５ 議題 

６ その他 

７ 閉会 

議  事  の  経  過 

１．開会 

○事務局 皆さま、おはようございます。定刻となりましたので、令和４年度第１回つくば

市障害者計画策定懇談会を始めたいと思います。本日はお忙しいところ御出席いただき、誠

にありがとうございます。座長の選出まで事務局の方で進行を勤めさせていただきます。ど

うぞよろしくお願いいたします。懇談会の開催に当たりまして、福祉部長の安曽より御挨拶

を申し上げます。 
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２．挨拶 

〇安曽福祉部長 福祉部長の安曽でございます。感染対策のため、失礼して着座にて挨拶を

させていただきます。本日は大変お忙しいところを、本年度第１回のつくば市障害者計画策

定懇談会に御出席を賜りまして、誠にありがとうございます。先週後半ぐらいから新型コロ

ナウイルスの感染拡大が急激になっておりまして、第７波に入ったというふうにも言われて

おります。これまで何度となく、この感染拡大の波が繰り返されてきているわけですが、い

まだに収束に至っていないということで、マスク着用等の基本的な対策は今後も継続して求

められていくのだというふうに考えています。一方で、夏の熱中症対策、これも重要でござ

います。今年は梅雨明けが非常に早くて、６月下旬にはもう明けてしまっていたわけなんで

すが、その後猛暑が続きました。ここにきて梅雨の戻りのような天気にはなってきておりま

すが、今後暑い夏が続くというふうに見込まれていますので、この熱中症対策についても必

要でありますので、この感染症対策と熱中症対策、同時に進めていかなければならないとい

うことで、御不便おかけするところもあると思いますけれども、ぜひ御協力をいただければ

と思っております。 

さて、改めまして、委員の皆さまには日頃から障害者福祉行政に御協力、御理解を賜りま

して、誠にありがとうございます。つくば市におきましては、令和３年３月につくば市障害

者プランを策定いたしました。この計画は、第３次つくば市障害者計画、第６期つくば市障

害福祉計画、第２期つくば市障害児福祉計画、この三つの計画を網羅したものでございます。

本プランの基本理念にあります、「障害の有無に関わらず、安心して自立した生活を送ること

ができる共生社会の実現」を目指しまして、つくば市におきましては、各関係機関と連携を

して、障害福祉サービスや福祉相談、地域生活支援事業などの施策を鋭意実施しているとこ

ろでございます。委員の皆さまには、このプランの進捗についても評価をいただきたいと考

えておりますけれども、合わせまして、つくば市障害者プランの中間見直し、これを令和５

年度に予定をしておりますけれども、この見直しについてもアンケート調査やヒアリング調

査、こういった内容につきまして、率直な御意見をいただきたいと考えておりますので、限

られた時間ではございますけれども、御協力をお願いしたいと思います。以上、簡単ではご

ざいますが、開会に当たりまして、挨拶といたします。よろしくお願いいたします。 

 

〇事務局 委員の紹介の前に事務局から２点ほど御連絡があります。まず１点目です。机上

に封筒を置かせていただいておりますが、中に本懇談会委員の委嘱状が入っておりますので、

氏名、委嘱期間などを御確認くださいますよう、お願いいたします。２点目ですけれども、

マイクの御使用に当たっての注意点をお伝えいたします。マイクは下側に電源ボタンがあり

まして、こちらを１回押していただくと、この真ん中のランプが緑になりますので、緑にな

ったことを確認していただいて発言をしていただければと思います。発言が終わった後は、

もう一度こちらの電源ボタンを押してもらうと、今度はこちらが赤に変わりますので、こち

ら赤に変わったことを確認していただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

マイクですが、お二人で１本お使いいただくような形になっておりまして。今回の新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のために、マイクの御使用後にはテーブルに御用意しております除

菌のウエットティッシュでマイクを拭いていただけますと助かります。ごみに関しては、そ
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の横にある袋に随時入れていっていただければと思いますので、お手数お掛けして申し訳あ

りませんが御協力よろしくお願いいたします。 

 

３．委員紹介 

〇事務局 それでは委員の皆さまから簡単に自己紹介をお願いしたいと思います。資料１-

１、つくば市障害者計画策定懇談会委員名簿を御覧ください。つくば市福祉団体等連絡協議

会の 10 番、後藤様につきましては、本日御欠席の御連絡をいただいております。それでは、

名簿の順番に従い、五十嵐委員から自己紹介をお願いいたします。 

 

～各委員自己紹介～ 

 

〇事務局 ありがとうございます。続きまして、事務局職員の紹介をさせていただきます。

資料１の２を御覧ください。 

 

～事務局、コンサルタント紹介～ 

 

４．座長・副座長選出 

〇事務局 それでは、お手元の資料２、つくば市障害者計画策定懇談会開催要項を御覧くだ

さい。第５条にある通り、座長については委員の互選により定めることとなっております。

座長の選出について、委員の皆さまの御意見をいただきたいと思います。 

 

〇吉田委員 つくば市社会福祉協議会、吉田と申します。僭越でございますが、座長の選出

につきまして、事務局一任でお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

〇事務局 それでは、事務局から提案させていただきます。事務局案といたしましては、座

長を森地委員にお願いしたいと考えますが、いかがでしょうか。大丈夫でしょうか。 

 

（異議なしの発言） 

 

〇事務局 委員の皆さまの御承認をいただきましたので、森地委員に座長をお願いしたいと

思います。森地委員、座長のお席のほうにご移動お願いいたします。さて、先ほど御覧いた

だきました第５条の３項のほうに、座長に事故があるときは、あらかじめ座長が指名する委

員がその職務を代理すると定められております。当該委員について今後は副座長と呼称いた

します。座長には副座長の指名をお願いいたします。 

 

〇森地座長 それでは副座長に中島委員を指名させていただければと思います。よろしくお

願いします。 

 

〇事務局 副座長は中島委員、お願いいたします。よろしくお願いいたします。それでは、
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座長から一言御挨拶をお願いいたします。 

 

〇森地座長 今日の議会の座長を授かりました、森地でございます。今回、第２期障害者プ

ランの策定ということで、特に重要になってくるのが、皆さまに御検討いただくものとして、

第３次つくば市障害者計画の見直しと、あとは、つくば市障害者福祉計画の第７次、同じく、

つくば市障害児福祉計画の第３期。こちらの策定ということになってございます。皆さまい

ろいろと障害支援のお使いのあるところだと思いますので、どうぞ忖度のない御意見をいた

だき、何かいい案が出せればと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〇事務局 ありがとうございました。議題に入る前に、事務局から会議の公開に関する連絡

事項があります。つくば市障害者計画策定懇談会については、市政運営の透明性の向上を図

ることなどを目的とする、「つくば市付属機関の会議および懇談会等の公開に関する条例」に

より、この会議を公開することとしておりますので、よろしくお願いいたします。それでは、

議題に移ります。ここからは座長に進行をお願いしたいと思います。座長、よろしくお願い

いたします。 

 

５．議題（１）つくば市障害者計画策定懇談会について 

〇森地座長 それでは最初の議題のつくば市障害者計画策定懇談会について、事務局より説

明をお願いします。 

 

〇事務局 説明に入らせていただく前に、本日配布させていただいた資料について、資料１-

１から、資料４-３までございます。もし、不足や落丁等ございましたら、予備がございます

ので、随時事務局までお声お掛けください。文言の訂正等については、後ほど質疑応答の時

間を設けさせていただく予定ですので、そのときにお願いいたします。 

それではまず、議題１のつくば市障害者計画策定懇談会について、説明させていただきま

す。お手元にあります資料２の、つくば市障害者計画策定懇談会開催要項を御覧ください。

まず第１条でつくば市は、障害者福祉策に関し必要な検討を行うため、本懇談会を設置する

こととしております。続いて第２条で、本懇談会で協議していただく事項として、１、障害

福祉策の総合的な推進に関すること。２、障害者計画の策定、進行管理および評価に関する

こと。３、障害福祉計画の策定、進行管理および評価に関すること。４、障害児福祉計画の

策定、進行管理および評価に関することとしております。第３条で、本懇談会委員の構成に

ついて、市民、福祉関係者、学識経験のある者のうちから、市長が選任した者 15 人以内とし

ております。第４条で、委員の任期を３年以内としておりまして、本懇談会委員の委嘱期間

は本日から令和７年３月３１日までとしております。議題１の説明は以上になります。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。それでは、議題１について、各委員から御質問等はご

ざいますか。よろしいでしょうか。それでは次の議題、第２期つくば市障害者プランの策定

概要およびスケジュールについて、事務局より説明をお願いします。 

 



5 

 

５．議題（２）第２期つくば市障害者フランの策定概要及びスケジュールについて 

〇事務局 それでは説明に入らせていただく前に、お配りしている資料に訂正がございます

ので、先に説明させていただきます。こちら資料３に限らず、その後の４-１から４-３まで

いたるところに書いてあるんですけれども、第２期障害者プランというふうに書かれている

んですけれども、すみません。こちら、第２期を外して読み替えていただければと思います。

それでは、これから資料３の説明に入らせていただこうと思います。少し長くなりますので、

ここからは着座にて失礼いたします。 

まず、資料３の１ページ目を御覧ください。障害者計画については、障害者基本法に基づ

き、障害者の自立および社会参加の支援等のための施策を総合的かつ計画的に推進し、つく

ば市が取り組むべき課題等を明らかにしたうえで、障害者総合支援法に基づく障害福祉計画、

児童福祉法に基づく障害児福祉計画と整合性を図り、今後の目標や施策等を定めるものであ

り、国、県の基本支援を踏まえ策定いたします。つくば市障害者プランとは、この三つの計

画を一体化したものとなっております。続いて１ページの下の図を御覧ください。障害者計

画等の「位置付け」といたしましては、国および茨城県が策定した関連計画や、つくば市未

来構想、つくば市戦略プラン、つくば市地域福祉計画を上位計画とし、福祉の個別計画との

整合、連携を図り、取り組むべき今後の障害福祉サービス等の基本方向を定めるものとなっ

ております。 

続いて２ページを御覧ください。計画の期間について、第３期障害者計画は令和３年度か

ら令和８年度の６年間を計画期間としておりますが、こちらは３年に一度計画の見直しを行

うこととしておりまして、令和６年度から８年度までの計画については、本懇談会において

見直しを行います。また、第７期障害福祉計画、第３期障害児福祉計画は、６年度から８年

度までの３年間が計画期間となります。その下の図をご覧ください。障害者プランについて

は、ＰＤＣＡサイクルマネジメントによる進捗管理を行います。こちら、つくば市障害者プ

ランの進捗管理については、次回の懇談会で行う予定となっておりますので、よろしくお願

いいたします。 

続きまして３ページを御覧ください。障害者計画については、国の第４次障害者基本計画、

県の第２期新いばらき障害者プランの内容をもとに策定されております。これらの概要につ

いては、このページと次の３ページに載せておりますので、こちらを御参照いただければと

思います。今後については、国の第５次障害者基本計画、県の第３期新いばらき障害者プラ

ンの内容をもとに、見直しを進めていく予定ということになっております。こちらはまだ詳

細が出ておりませんので、概要等を載せることができなかったので、すみません。続いて５

ページを御覧ください。障害福祉計画、障害児福祉計画については、国から示される基本指

針に従い、策定することとなっております。こちらも新しい指針のほうがまだ出ておりませ

んので、参考までに今までの指針の概要と根拠法律をこちらに載せさせていただいておりま

す。 

続いて６ページを御覧ください。こちら計画策定までのスケジュールになっております。

まず、本日の第１回つくば市障害者計画策定懇談会でアンケート、ヒアリングの内容につい

て検討していただき、１０月中にアンケートを発送する予定となっております。１０月から

１１月にアンケートの回収とヒアリング調査を行い、年内にアンケートの報告書およびヒア
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リングの内容分析を行いまして、２０２３年の１月から２月には、第２回計画策定懇談会を

開催する予定となっております。この第２回計画策定懇談会では、アンケートの報告書およ

びヒアリングの分析結果について、委員の皆さまからご意見を頂きたく思っております。ま

た、先ほど説明させていただいた通り、つくば市障害者プランの進捗管理を行います。第３

回計画策定懇談会では、国から示される第７期障害福祉計画、第３期障害児福祉計画の基本

指針をもとに、つくば市障害者プランの構成について検討を行います。開催時期については、

国からの基本指針が示される時期にもよりますが、５月から６月ごろを予定しております。

９月から１０月には第４回計画策定懇談会の開催を予定しております。ここでは、つくば市

障害者プランの素案をこちらで作成いたしますので、構成内容についてご確認いただき、ご

意見を頂ければと思っております。１２月にはパブリックコメントを実施する予定です。そ

の結果についてまとめ、２０２４年１月に第５回計画策定懇談会を開催し、つくば市障害者

プランについて最終検討を行いまして、３月中に完成の予定となっております。議題２の説

明は以上になります。 

 

〇森地座長 ありがとうございました。それでは議題２につきまして、各委員からご質問等

はございますか。よろしいでしょうか。 

ちょっと私から１点確認させていただきたいんですが。この６ページの計画策定のスケジ

ュールというところで、いくつか内容が示されていますが。ここの進捗に沿って、この委員

会も随時開かれるという、そういう認識でよろしいでしょうか。 

 

○事務局 その認識で間違いございません。 

 

〇森地座長 分かりました。ということですので、そういう意味ではそれぞれの時期、やる

ことについて議論、皆さまから御意見頂くということになるかと思います。他に御質問等、

御確認等はございますでしょうか。よろしいですか。 

それでは次の議題、障害者計画等の策定に向けたアンケート、ヒアリング案について、事

務局より説明お願いします。 

 

５．議題（３）第２期つくば市障害者プランの策定に向けたアンケート・ヒアリング案につ

いて 

〇事務局 説明に入らせていただく前に、資料の訂正がございますので、御案内させていた

だきます。資料４-２を御覧ください。６ページを開いていただきますと、一番上に日々の活

動についてというふうに記載されていると思うのですが。すみません。こちら問 18 から始ま

っているのですが、問 19の間違いになっております。それ以降の問は番号が一つずつ後ろに

いきますので、よろしくお願いいたします。それでは資料４の１を御覧ください。まずアン

ケート調査について、対象者 2300 名という数字は前回と同様となっており、身体障害者手帳

所持者、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、難病患者福祉金受給者の中から

抽出を行います。障害種別ごとの対象者数については、前回のアンケート調査と同じ割合で

抽出いたします。変更点について、65 歳以上の方なんですけれども、高齢者福祉計画も同時
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期に策定されまして、障害福祉サービスは介護保険優先のものとなっているため、こちら 300

名のみ調査対象とすることとしております。調査項目については、調査対象者の属性、外出

等について、日々の活動について、差別や疎外感について、災害時の避難等について、親な

きあとの地域での生活について、そのあとは自由記載ということになっております。 

続いて、４-１の裏面を御覧ください。こちら上のほうに変更点書かれておりまして、追加

した内容と設問の番号振ってあるのですけれども、こちらの設問の番号については、４-２の

６ページの問 18のところを 19 に直していただいた訂正後の番号になっております。それで

は資料４-２を御覧いただければと思います。 

まず、障害福祉に関するアンケート調査へ御協力のお願いということで、アンケートの表

紙にアンケートの目的、記入要領、問い合わせ先を記載しております。前回からの変更点と

いたしましては、全体を通して余白部分を少なくすることで、全体的に文字を大きくし、よ

り読みやすくなるように改善しております。 

また、１枚めくっていただきますと、こちらアンケート調査始まるのですが、選択肢の数字

を大きくし、フォントを変更することで、囲むべき箇所を分かりやすくして、選択肢の数字

と文のフォントを別にすることで、選択肢部分の文字も読みやすくなっております。 

アンケートの内容についてなんですが、１ページから３ページまでは調査対象者の属性を

問うものということになっております。こちら、問６から問９の設問に関して、前回から追

加させていただきまして、これで障害種別および等級ごとの集計ができるように改善してお

ります。 

続いて、３ページの問 12から５ページの問 18の（２）までは、外出等に関わる設問にな

っておりまして、外出の頻度、外出のときの同伴者、手段、目的の他、今困っていることを

答えていただくものとなっております。問 14 番に関しては、今回新たに追加した設問になっ

ております。 

続きまして、６ページの問 19から 10 ページの問 22 までは、日々の活動や障害福祉サービ

スについての設問となっております。障害支援区分ごとの集計をすることを考えて、問 21

を新たに追加した他、問 22 番については、地域生活支援事業である日中一時支援、訪問入浴

支援、障害福祉サービスの自立生活援助の選択肢を加えております。こちらが問 22 の 27、

28、29 の選択肢になっております。９ページですね。 

続きまして、10 ページの問 23 番から 11 ページの問 25 番については、障害を持つことに

よる差別や疎外感の有無、相談先の有無を確認するものとなっております。また、知的障害

や精神障害などの理由で判断能力が十分でない方の権利を守るための成年後見制度につい

て、制度の周知具合と需要について、問 26、27 により確認いたします。 

続きまして、12 ページから 13 ページは、災害時の避難に関する設問となっております。

今年度からつくば市自立支援協議会で発行されている防災ガイドブックの周知程度と、現時

点で行っている対策を確認するため、問 28番、問 32番を追加しております。 

14 ページから 15 ページについては、地域生活支援拠点等の整備を進めていくに当たり、

単身生活を想定した際に必要とされるサービスを確認するため、今回新たに加えた設問にな

ります。アンケート案の説明は以上になります。 
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〇森地座長 ありがとうございました。続いては、アンケート案について各委員のほうから

御質問等を頂きたいと存じますが、頂いた資料で、こちらのアンケートについての御意見を

齋藤新吾委員、生井委員連名で頂きましたので、よろしければお二方のどちらか御説明いた

だければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

〇齋藤新吾委員 齋藤新吾ですが、事前に配らせていただいた資料をちょっと読み上げてい

ただきたいと思いますけど。この障害者プランとか障害者アンケート、障害者施策で何が重

要なのかなっていうか。ひとつは、市の政策をしっかりと市民に伝えるっていうアピールの

場だと思うんですけれども。そういう意味では、まずこれだけやってますよっていうことを

しっかりアピールしていただきたいっていうところで、具体的には、数字があるんであれば、

ちゃんと数字を出してもらいたいっていうことがあります。 

あと、これ予算の関係もあるとは思うんですけれども、他の自治体だと、読みやすい版・

やさしい版みたいな、知的障害とかの人でも読めるようなバージョンみたいなのも作ってい

て、まず概要版みたいなのは作ってると思うんですけど、加えてそういうのも検討してみて

もいいのかなというふうに。 

あとは、現代の市政運営ってどうやってもやっぱ市民参加っていうか、市民と協働してや

っていくことがとても大切だと思うんで。これはいわゆる市民に公のものとして提示されて、

それに対して市民がそれぞれの情報をもとに、市民もこの障害者福祉について考えていける

っていう情報提供としても必要なってことじゃないのかなっていうふうに、基本的なとこで

は思っているということです。 

あと、具体的に外出についてなんですけど、設問の 14ですね。何を聞きたいのかがちょっ

とよく分かんなかったっていうのがありまして。徒歩と車いすっていうのは、これなんで分

けられてるのかなっていうのを、ちょっと一度聞きたいんですけれど、ここはどうですか。

先に全部言っちゃったほうがいいですかね。徒歩と車いすって、そんなに差がないかなと思

うんですが、何を聞きたいのか分かんないんですけど。どっちかというと、公共交通機関っ

ていう言い方とか、逆に僕としては、つくタクとか、つくバスとかはどういうふうに利用さ

れてるのかっていうデータを採ったほうがいいんじゃないのかなというふうに。それはつく

ば市として、コミュニティバスっていうのをつくっているわけですから、それを障害を持っ

てる人にどのように利用されているのかっていうのを、しっかりデータとして採ったほうが

いいんじゃないのかなと思いましたということですね。あとは、今年度から新しくＩＣカー

ドの助成制度で、電車とかバスとかの乗車運賃を助成をしていると思うんですけども。そこ

についても、やっぱり新規制度なんで、どれだけ認知されてるのか、どれだけ利用されてる

のか、また利用したいと思っているのかっていうデータは、このアンケートで採れるんであ

れば、採ったほうがいいのかなと。もう一つは、これアンケートを採るのと同時にＣＭにも

なると思うんで、利用の促進ということにもなるのかなというふうに思っています。 

あとは、合理的配慮の助成制度っていうのをつくば市でやっていると思うんですけど、事

業者向けの制度なんで、ちょっとこのアンケートにふさわしいかどうかはちょっと分かんな

いんですけど。ここではなくても、同じように、どういうメニューが必要になって、今の現

状のメニューがニーズに合っているのか、また、他のニーズがあるのかっていうのは、調査
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してみてもいいんじゃないのかなというふうに思っています。 

次が 18 番、就労の辺なんですけど、これ設問がちょっと難しいっていうか。私としては、

就労移行支援、就労継続支援とかサービスがあると思うんですけど、そこに対して、それが

機能しているのかどうかっていうことについても、設問があってもいいのかな。例えば、ち

ょっとここから設問増やすのできるのかどうか分かんないんですけども。別立てに問をして

もいいかもしれないし、ちょっと無理なんであれば、例えば選択肢が今 10あるわけですけれ

ども、例えば就労継続支援の充実みたいな項目を、ちょっと入れ込んでみてもいいんじゃな

いのかなというふうに思いましたということですね。 

あとは、差別や疎外感についてのところ、22 番ですけど。ここの選択肢に、行政機関の相

談窓口って書かれてるんですけど、何聞いてるのかよく分かんないなっていうのがちょっと

ありまして。具体的には、多分茨城県には差別相談室の窓口っていうのが水戸にあるわけで

すけども、具体的にそこに相談していますかとか、行政機関っていうより窓口いうような差

別相談室って書いちゃったほうがいいのかなっていうことと。あとやっぱり今、虐待ってい

うのがすごいクローズアップされて、例えば障害福祉サービスの中の事業所に対しても、虐

待防止ちゃんとしてますかみたいな、してくださいねっていう通知とか県からとか国から降

りてきている状況なので。ここに虐待防止センターとかも機関として、項目として入れてみ

てもいいんじゃないのかなという。虐待されていますかみたいな質問は、ちょっとなかなか

できないと思うので、そういう相談機関があるので、ちゃんとここに明記したほうがいいの

かなというふうに思います。 

あと、問 24 なんですけども、これもちょっとよく分かんなかったんですけど。外出先って

いうのと、余暇活動を楽しむっていうのが、これなんで項目が分かれているのかっていうの、

ちょっと分かんないなというのと。あと、この住んでいる地域っていうのも、何を聞きたい

のかよく分かんなくて。じゃあ、住んでいない地域っていう言い方はあるのかっていうこと

ころも、ちょっと思ったりもしましたっていうので。ちょっと加えてもらいたいなと思うの

が一つ、選挙があるかなと思います。最近選挙があったからというのもあるんですけど。あ

とは、やっぱり市役所の窓口っていうとこも、これは具体的に、市としてもやっぱ知りたい

ところなのかなっていうか、ぜひ聞いてもらいたいなっていうようなところがあって。あと

は、外出先っていうのはちょっとどういうことか分かんないですけど、移動って余暇を楽し

むときと分かれているっていうことが、移動中のことをいっているのかとちょっと思ったり

とかして。であるならば、公共交通機関とかって、具体的に書いちゃったほうがいいのかな

っていうふうに思いましたっていうことですね。 

あとは、やはり障害者、国のほうの施策と、障害者計画とかでも書かれているわけですけ

れども、やっぱり権利のことと、虐待のことっていうのは、障害者施策の抜かせないテーマ

だと思うんで、そこについての。差別についてはちょっとあるんですけど、虐待については

ちょっと設問がないので、なんとか入れたほうがいいんじゃないのかなというふうに思いま

したっていうことで。ちょっと長くなったけど、すみません。以上です。 

 

〇森地座長 ありがとうございました。大変貴重な意見かと思いますが、今頂いた御意見、

あと御質問が一部あったかと思います。その辺りについて、事務局のほうでどうお答えをい



10 

 

ただけるのか。あるいは、質問については、今お答えいただけるようであれば、お答えいた

だければと思います。お願いします。 

 

〇事務局 障害福祉課の岡田です。今頂いた意見というところで、やさしい版のバージョン

とかで検討してもいいじゃないかっていうお話がありました。こちらについては、どのくら

い予算がかかるとかっていうところもあり、契約を済ませているところもあるので、その範

囲でできるかどうかっていうところを、相談してみたいとは思います。なので、今の段階で

はできるとも、できないともっていうところなんですけど、検討はさせていただきます。 

あと、問 14 のところの質問ですね。あなたが外出する際にどのような方法でというところ

なんですけど。こちらについては、何で外出している部分が多いのかっていうところで、こ

の質問を入れていますが、委員の方から御指摘があったように、どのように利用しているの

かっていうところも知りたいなとは思いますので、つくバス、つくタクといった選択肢も加

えていく方向で、修正のほうできればとは思います。 

あともう１点、福祉タクシー券と、ＩＣカードの補助と、自動車税の減免についてという

ところなんですけど、認知度のデータを採ったほうがよいのではという御意見ありまして。

確かに、データの方は欲しいなとは思うんですが、それぞれの制度によって該当する方、し

ない方っていうのは、等級によって違うというところで、そこの説明をしてこの内容は聞く

のか。で、該当しないとかっていう項目もつけるのかとか。あとは、自動車税の減免につい

ては、市のほうでやっているところではないので、その辺がどうかな、と思ったところです。 

あと、合理的配慮の、外出の際にっていうところは、確かにニーズ調査のほうをしてもい

いのかなというのは思いますので、そちらの方は設問に加えていければと考えております。

問 18 の方も回答の項目を増やしていければと思います。あと、問 22 のほうで、差別のとこ

ろを聞いているような設問、相談先なんですけど。指定機関の相談窓口ということで、７番

に記入してあって。それをもうちょっと細かく分けたほうがいいんじゃないかっていう御意

見があったんですけど、委員の皆さまの御意見をお伺いできればと思います。 

あと、問の 24のところで、嫌な思いをしたりっていうのがどのような場でっていうところ

で。回答の方に選挙とか、市役所の窓口とか、公共機関とかっていう選択肢を入れたらって

いうところも御意見にあったので、そちらのほうも委員の皆さまの御意見を頂いて反映して

いければと思います。あと、障害者プランの、お配りした冊子の 44 ページに権利などの充実

っていうのはあるけど、アンケートにはないので、そういうところで虐待防止とか、差別対

象についてアンケートの項目にというお話がありました。差別については、問 23 のほうで、

10 ページのところから差別や疎外感についてというところで、何か嫌な思いをしていないか

っていうところから、差別と虐待を拾っていければなっていうところなんですけど。そちら

も加えたほうがいいかっていうところは、委員の皆さまに御意見を伺いたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

 

〇森地座長 ありがとうございました。それでは、まず今の御回答について、齋藤委員のほ

うから加えて何かあれば、御意見加える、あとは、関連して、先ほど大山委員のほうからご

発言の御希望があったと思いますので、そちらを踏まえて伺いたいと思います。まず齋藤委
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員いかがでしょうか、今の事務局からのお話ですけれども。 

 

〇齋藤新吾委員 ありがとうございます。こっちとしたら挙げてるところもあって、とても

良かったです。予算もあるんで、分かりやすい版とかなかなか簡単にはできないかもしれな

いですけど、そういうのも可能な範囲で、紙面の中とかでももう少し分かりやすく誰でも読

めるように工夫するってことはできていったらいいなと、そういうふうに思っております。

以上です。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。それでは、大山委員、よろしくお願いいたします。 

 

〇大山委員 大山です。２点ほど、御提案といいますか、意見言わせていただきたいと思い

ますけれども。まず、外出等についての問 14 のところなんですけれども、４、つくバス、つ

くタクとするってあるんですけれども、もちろんこれもつくば市のサービスとして行われて

いる公共交通機関、関東鉄道さんがやられてると思うんですけれども。実際に関東鉄道バス

のノンステップバスとか、そういう視覚障害者の方もしくは車いすの方、いろいろな方がノ

ンステップバスを利用したりとか、普通の関東鉄道バスを利用してるケース、私はよく目に

するんですけど。そういった公共交通機関の中に括弧して何かを書くか、公共交通機関、あ

とは電車とかも使われてる視覚障害の方、車いすの方も使われてるのも見ますので、公共交

通機関の項目と別に、つくば市としてやられているつくバス、つくタクという項目を入れる

というのはいかがでしょうか。 

あと、先ほどの問 22 のところなんですけれども。行政機関の相談窓口というのが７番の項

目なんですけども、この行政機関だと、例えば市役所以外にいろんな機関があると思うんで

すけれども。そこに括弧して行政機関の例を挙げてみるとかいうふうにすれば、分かりやす

いのかなというふうに私感じましたので申し上げさせていただきました。ありがとうござい

ます。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。今の御意見に対しまして、事務局のほういかがでしょ

う。 

 

〇事務局 御意見ありがとうございました。確かにおっしゃる通りかと思いますので、公共

交通機関とまた別につくバス、つくタクっていうのを入れる方向で考えていきたいと思いま

す。あともう１点の、行政機関の相談窓口のところなんですが、そちらのほうに例を、どん

なものっていうところをある程度分かりやすい形で対応できればと思います。ありがとうご

ざいました。 

 

〇森地座長 ということですが、大山委員よろしいでしょうか。 

 

〇大山委員 はい。よろしいです。 
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〇森地座長 続いて、先ほどの齋藤委員からの問題提起に関しまして、つくば市のほうから

問の 24 と、あとはつくば市障害者プランのところですかね。委員の皆さまから御意見頂きた

いということでありましたが、何か御意見ある方いらっしゃれば、御確認いただければと思

いますけれど。はい。よろしくお願いします。 

 

〇五十嵐委員 すみません。ちょっと話がもしかして元に戻ってしまうかもしれないんです

が。齋藤さんからお話、質問事項あったところで、私的な意見言わせていただきます。問の

22 の行政機関の相談窓口なんですけども、そちらのほうは、けがの予防というような考え方

をしますと、細かく書かれるのはちょっといいことだと思うんです。こちら他の手続きでき

たときに、それを聞いていくっていうことも、それを専門の方が分かっていて、それからど

んどん問題が昇降していくっていうふうなこともあることを考えると、これで一つ拾ってお

くのもいいのかなと思いました。 

それと、問 24 なんですが、３の住んでいる地域ですね。私、大学病院でよく御家族からの

御相談を受けるときに、転居されて来た方だったり、あとお嫁さんに来て全く違う地域から

いらっしゃった方に関してなんですけども、つくば市は中心部はとても都会的な考えなんで

すけども、その周りの茎崎から、筑波山のところですと、その地域の慣習に基づいた考え方

の方々もたくさんいらっしゃるっていうことで、ちょっと地域性が強いなというのは私自身

も思っていますので、こういった住んでいる地域っていう言葉が出てますと、結構心が助か

る方がいらっしゃるんじゃないかなと思ってます。 

あと親なきあとですね。親なきあとという言葉があるんですけどパートナーという言葉も

つけていただけると、中高年の方々もお互いに支え合って生活していらっしゃいますので、

そういった言葉もついていると、私のとこもそうかもしれないと思ってくれると思いますの

で、よかったらつけていただけるといいなと思いました。以上です。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。ただいまの五十嵐委員からの御意見について、事務局

の方から何かございますか。 

 

〇事務局 すみません。貴重な御意見ありがとうございました。事務局からは特にはないで

す。ありがとうございます。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。今の御意見なんかも十分考慮していただきながら修正

いただければと思います。他に先ほども事務局のほうからの御提案以外でも、このアンケー

トで関係するような部分に関して御意見、御質問等あれば、合わせて答えていただければと

思いますが、いかがですか。どうぞ。 

 

〇池田委員 すみません。問の 21番なんですけれども。現在利用しているものではなくて、

今後利用したいと考えているものはどれですか、とあるんですが、あえて現在利用している

ものを除くっていうのは、どうしてなのかなっていうことで。アンケートとしては、現在利

用しているものと、今後利用したいものが分かれば、どういう流れになっているのかとか、
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将来的にどうなるのかっていうのが、結構見えやすいっていうんでしょうか。わざわざ現在

利用しているものを書かない理由は何なのかなと思って、ちょっと質問させていただきたい

と思います。 

 

〇森地座長 事務局のほう、いかがでしょうか。 

 

〇事務局 今後利用したいものというところで、障害福祉計画で３年間のサービス量の見込

を立ててく中で、指標となるデータを採るための設問というところはありますが、もし御意

見として両方聞いたほうがいいっていうことでしたら、枠をつくって現在のものと今後利用

したいもの両方聞くのもいいのかなとは思いますので、委員の皆さまの意見をお伺いできれ

ばと思います。よろしくお願いします。 

 

〇森地座長 ということですが、いかがでしょう。問の 21に関して。 

 

〇齋藤新吾委員 じゃあ、いいですか。 

 

〇森地座長 お願いします。 

 

〇齋藤新吾委員 僕も思ったんですけど、紙面を実際見るとレイアウトは結構難しいのかな

っていうのがちょっと感じる一因ですね。ここは結構取捨選択が難しいのかなと思っており

ます。もちろん、それは採れたほうがいいかなとは思うんですけど。ただ、実際障害福祉計

画の実績のほうにどれだけ利用されてるのかっていうのは見れば分かるっていうのはあるっ

ていうところで、どういう紙面をつくりたいかによるのかなっていうふうに思ったりするん

ですけど。意見です。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。五十嵐委員どうぞ。 

 

〇五十嵐委員 母親からいたしますと、やはり子どものときからある程度こういった福祉サ

ービスを使って生活している中で、成長過程で変わることだったりとか、家族の変化で使い

たいサービスが変化していく子どももいて。やはり年代別であったり、家庭であったり地域

であったりっていう変化が取れるような気がするので、計画的にアンケートを採るのであれ

ば、すごく重要なところかなと思うんです。丸だったり、四角だったりとかして、使ってい

るものとか、今後使いたいものを表の中につけていけば、そこも大きくレイアウト変えるこ

ともないのかなと思うので、私としては、ぜひここもサービスの変化はつけていただきたい

なと思います。支援学校の中でも、やはりそういったところの指導を受けながら、子どもた

ちのほうも毎日頑張っていますし。大人になってから、家族ではなくて、地域の方に支えて

いただくことを考えると、どういったものが使っていけるのかなって見通しが立ちやすいの

で、ここすごく重要なところじゃないかなと思いました。以上です。 

 



14 

 

〇森地座長 ありがとうございます。それでは、今頂いた御意見踏まえて、少し事務局のほ

うから御検討いただいて、問の 21についての回答方法について、改善等図っていただければ

と思います。委員の方々、よろしいでしょうか。 

 

〇斉藤秀之委員 よろしいでしょうか。 

 

〇森地座長 斉藤委員、お願いします。 

 

〇斉藤秀之委員 すみません。アンケート問の 21に該当するんですが、ヒアリングに該当す

るか分かりませんけれども、共生型サービスっていうか、福祉と介護の両方のサービスみた

いなものっていうのも充足とか、必要性を問うようなことがここに該当しないかなと、一つ

提案というか意見でございます。合わせて関連してですけど、福祉用具とか、日常生活用具

とか、つくばということもあってロボットなどテクノエイド的なものでお困りがないのかな、

それだってどうなってるのかなって気がしますので、一元的なセンターのようなサービスっ

て必要じゃないのかなみたいなこと思ったもので、そういうのを問うような設問っていうの

も、アンケートがいいのかヒアリングがいいか分からないんですけども、いかがかなってい

う提案でございます。 

もう１点が、これはここの設問に該当しないかもしれませんが、保険外のサービスとか民

間のサービスみたいなもので、何かこういうのあったらいいんじゃないかなみたいなことも

聞いてもいい。これはまた容量の問題もあると思うので、今回じゃなくても結構なんですけ

ど、ちょっと思った次第でございます。 

それから問の 22 はちょっと簡単なもので。設問の中に病院ソーシャルワーカーや介護保険

のケアマネージャーとかひとくくりにしてあったと思うんですけど、相談支援事業所は分け

てあるので、これ分けたほうがいいんじゃないかなとちょっと思ったので。上のソーシャル

ワーカーとケアマネージャー、一緒にするとちょっとまたあれかなって気がしましたので、

御検討できればどうかと。それから、かかりつけの医師や看護師っていうところは、多分医

療者に聞くとしていったときに、などっていうのをつけておいていただけると、もう少し幅

広に分かるっていうか、分かりやすいんじゃないかなと思ったので、アンケートの容量もご

ざいますので、そこ検討いただければという、要望というか意見でございます。以上でござ

います。ありがとうございました。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。今の斉藤委員の御意見につきまして、事務局のほうい

かがでしょうか。 

 

〇事務局 共生型サービスという、問 21 ですかね、そこはちょっと、検討させていただけれ

ばと思います。あと、保険外のサービスでこういうのがあったらいいなっていうのは、聞く

設問を加えることは可能かと思いますので、そちらもちょっと検討していきたいと思います。

あとは問 22 のところですかね。８番のソーシャルワーカーと介護保険のケアマネージャーを

分けるっていうのも可能かと思いますので、そちらもちょっと分ける方向で検討したいと思
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います。あとは、４番のところの医師や看護師などっていうのは、などのほうをつけさせて

いただければと思います。ありがとうございました。 

 

〇斉藤秀之委員 ありがとうございます。よろしくお願いします。了解しました。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。他にいかがでしょうか。生井委員、お願いします。 

 

〇生井委員 私のサイドで出した意見の表のページに、合理的配慮として、外出の際はよく

使うと便利なもの聞くっていうのを付け足しまして、事務局のほうで、アンケートに追加し

ていただけるって回答頂いたんですけれども。スロープ、点字メニュー、筆談ボード、トイ

レの手すりは、現状つくば市の合理的配慮としてすでにあって。次から、多目的トイレのユ

ニバーサルベッドとか、ホテルのシャワーチェアとかって載せているのですが、私がネット

で調べてちょっと書いたものなんで、本日委員で参加されてる皆さまも、さまざま障害をお

持ちの方とかいらっしゃいますので、もし、この場で追加で意見、項目として付け加えるも

のがあれば、出していただければいいのかなと思いました。 

 

〇森地委員 ありがとうございます。という生井委員のほうからのご意見でしたが、いかが

でしょう。この合理的配慮に関して、付け加えるものがあれば、お出しいただければと思い

ます。あるいは今すぐ出てこないということであれば、出てきたときに事務局のほうまで連

絡をしていただくということも含めてということでよろしいですか。もちろん、今すぐ出て

きますっていうのがあれば、ここで御質問いただければと思いますが。では、そうしました

ら、恐らくこれ非常に重要なことなので、少し持ち帰って検討していただいて。そしたら、

追加して加えるものがあれば、事務局のほうまで御連絡いただければと存じます。よろしい

でしょうか。他にいかがでしょうか。お願いします。 

 

〇細田委員 すみません。時間限られてるところ、申し訳ないんですけども。差別や疎外感

っていう問 22のところで、私のちょっと個人的な所見のところで大変恐縮なんですけども。

設問のこの 14 から 19 のところに関してなんですが、相談先のところ、自分の経験から相談

できないっていうことがありまして。相談先があっても、できない、さまざまな理由によっ

て。自分のことでいえば、自分の両親にも理解できてもらえてないとか、そういった場合も

往々にしてあるかなと思うんですけども。そういったときに、相談したいんだけどできない

っていう。できないってアンケートでいわれてしまうと、もうどうしようもないみたいなこ

とも、もしかしたらあるかもしれないんですけど、差別や疎外感についてっていうところで

あれば、そういったところもあるのかなと思いまして、発言させてもらいました。 

 

〇森地委員 ありがとうございます。それでは、こちらも事務局のほうで御検討いただくと

いうことで、よろしいでしょうか。あるいは、場合によると、今のような細田委員からの問

題提起いただいたようなことで、項目追加すべきことがあるようであれば、委員の皆さまの

ほうから事務局のほうまで御連絡。今御確認いただいても結構ですけれども。ということに
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させていただければと思います。よろしいでしょうか。他にいかがでしょうか。大体よろし

いでしょうか。 

 

〇齋藤新吾委員 ちょっとここで振り出しに戻ってしまうは誠に申し訳ないんですけど。こ

れは意見として聞いていただければと思うんですけど。この団体ヒアリングのほうっていう

のもあるわけなんですけども。そっちは多分、この福祉計画の基本目標を軸にしてアンケー

トをしているのかなと思うんですけれども。今、障害持ってる本人っていうか、家族の、そ

ちらのほうのニーズ調査的なものになっていて。これなんで一緒にしないのかなっていうか、

なぜ別々にしてるのかって、もしあったらちょっと理由を教えていただきたいっていうこと

です。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。事務局のほう、いかがでしょうか。 

 

〇事務局 ありがとうございます。アンケートとヒアリングを別にしていますところなんで

すけど。団体の方には当事者だけではなく、御家族とかの団体さんがいたりとか、いろいろ

な団体さんがいたりするので、そういう方のお声も聞きたいなっていうところで、アンケー

トと別に、ヒアリングのほうをさせていただきたいなと考えております。 

 

〇齋藤新吾委員 言い方がよくなかったかもしれないんですけど。僕としては、個人のその

アンケートのほう、ヒアリングじゃなくて、同じ基本目標を軸にして質問しちゃったほうが

整合性は取れるのかなっていうふうに思ったってことです。もちろん、ニーズ調査っていう

のはしてもらったほうがいいと思うんですけれども、例えば就労に向けた支援っていうとこ

ろで、この差別のとこですけど。４番の権利擁護の充実っていうとこがあって、「いつまでも

自分らしく暮らすことを目指して」があるんですけど。これを目標にしてるんですよ。ここ

を実現するためにどういうことが必要ですかっていうことを、多分質問してもらいたいって

いうか、質問したほうがいいのかなと思いますけど。そうじゃなくて、個人のほうは何困っ

てますかっていう質問になっちゃってるわけですよね。それ、ちょっと違和感があるかなと

思ってて。基本目標っていうのが、ここにちゃんと計画あるんであれば、個人のほうにもど

ういう施策をもっと充実させたらいいですかとか、例えばつくば市はこういう施策をやって

いるけども、これだけで十分ですかみたいな質問が本当はあったほうがいいんじゃないのか

なっていうふうに思ったっていうことで。ただ、今からそれを引っくり返してくださいって

いうのは多分無理だと思うんで、ただの御意見として言ったのと、もし、そうなっていない

理由があるのであれば教えてもらえれば。例えば団体ヒアリングでそこ聞いているので大丈

夫ですとかっていうのであれば、そういうことは出るんですけれどもっていうか。質問の意

味、大丈夫ですかね、伝わりますか。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。事務局のほう、いかがでしょうか。 

 

〇事務局 個人へのアンケートに関しては、御協力のお願いが表紙にも載ってるんですけれ
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ども。一応、プランの策定だけではく、障害福祉施策の推進に役立てるためのものっていう

形で調査させていただいてるものですので。一応、広く皆さんに、個人が考えているという

か、生活上で不便を感じているところですとか、そういったものを伺うような形になってい

て。こちら、ヒアリングに関しては、障害者プラン策定に向けて聞くような形になってるん

で、設問的に基本目標に沿ったような形でお伺いしているような形なのかなと、そういうふ

うな立て付けになっております。 

 

〇森地 齋藤委員、いかがでしょうか。 

 

〇齋藤新吾委員 それはそれとして、一応ニーズ調査をしたいってことの、現状調査ってい

うか個人のアンケートってなると、必要だと思うんですけど。僕の感覚だと、ヒアリングの

ほうで、団体ヒアリングってだけで基本目標についてのプランをチェック、ＰＤＣＡだとＣ

に当たるかと思うんですけど。それができているのかっていうのとちょっと。団体に所属し

ていない人、かなりの方いらっしゃることを考えると、それだけじゃちょっと実は不十分な

んじゃないのかなっていうのが私の考えです。やるならば、個人のほうよりも、やっぱり団

体ヒアリングと同じようなフォーマットで意見を伺う。それがパブリックコメントってこと

になっちゃうのかもしれないですけれども、もうちょっとパブリックコメントにも評価され

ていくような気がするということですね。やっぱりそれがないと、まず市民との対話になっ

ていないって、意見になってなくはないか。もうちょっと市民と対話できるような仕組みを

ちょっと強化してみてもいいんじゃないのかなっていうのは、ちょっと私の意見として。た

だ、ちょっと何度も言いますけど、今年度の予算とか、この計画の中で入れ込むのは難しい

ことかもしれないんで、ただの意見です。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。それも御意見だと思いますので、ちょっと事務局のほ

うでも今回に反映させていただくのか、あるいは今後もこういった調査っていうのはやられ

ると思いますので、そういうところに反映していただくのか、検討していただければと思い

ます。他にいかがでしょうか。 

ちょっと私、今回何点かアンケートのレイアウトのところで気になったところあったんで、

最後にそこだけ指摘させていただければと思います。６ページですね。旧の問番号で申し上

げます。先ほど訂正がありましたけれども。ちょっと問 19のところで、丸４に障害者相談員

や民生委員、児童委員からというか、福祉サービス、福祉制度の情報をどこから得ています

かって話ですね。そこに障害者相談員っていうのは、身体障害者相談員とか、知的障害者相

談員っていうことでもしあればなんですけれども。その相談支援事業所が抜けてるんじゃな

いかなと。入所、通所施設はありますけど、ちょっと相談支援事業所から情報を入手するっ

ていうのがあると思うので、そこはあったほうがいいのかなとは思いました。 

あと、10 ページ、問 22 なんですけれども、差別、疎外感への相談ということで、１から

13 までは具体的な相談相手があって、15 以降がある種の意見ですか、そういう理由とかとい

うことになっていますけれども。ちょっとそこ分けて、例えば「日常生活の中で困ってるこ

とや悩みを相談してますか。」「してる、してない。」「してる場合には、誰に相談してます。」
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とかにして、それをしてない場合、できてない場合には、どういう理由か聞くかみたいな形

で、それが 15以降になるのかなという。ちょっと項目が混在してて、これでいいのかなと、

ちょっと思いました。 

それと、これはケアレスミスだと思うんですけど。12 ページの問 30 の４ですね。救助を

求めることの、「求める」のところがルビが振ってないので、これは振ってあげたほうがいい

のかなというところ。 

それと、14 ページの問 33ですね。これ、問の 36とも関係するんですけれども、親なきあ

との話で、選択肢の２、入居施設とあって、（グループホーム）って書いてあるんですけど、

入居施設とグループホームは分けたほうがいいんじゃないかなと思いますので、ちょっと御

検討いただければというところで。これは同じというか、問 36 のところで、設問５で、グル

ープホームなどの入所施設って書いてありますけど、グループホームと入所施設はイコール

ではないと思いますので、ちょっとそこは御検討いただければというところで。 

それとあと、これ細かいところなんですけど、問 34 ですね。親なきあとで、将来の自宅で

の生活を希望する理由ということで、これは前提として頼る家族がいないことを想定してく

ださいということなので、そういう家族以外という話だと思うんですけど。そこ踏まえて、

現在自宅で介護してくれている人と良い関係を築けているからっていうことになると、この

現在自宅で介護してくれている人っていうのは、家族以外の人っていうことになると思うの

で、そんな人いるのかなっていう。家族以外で、自宅で。で、これ事業者っていうことでも

ないので、ちょっとこれどういうことなのかなっていうのが気になります。すみません。ち

ょっとこれは気になったところですので、特に御回答ということではなく、御検討というこ

とだと思っていただければと思います。すみません。時間取らせてしまって申し訳ありませ

んでした。他にいかがでしょうか。よろしいですか。お願いします。 

 

〇池田委員 これ、アンケートのお願いで、障害福祉施策推進に役立てるためのアンケート

っていう趣旨が書かれているんですけれども。これ、対象がもし障害児、小さなお子さんで

したら、多分いろいろ悩みとか持たれてるのは御家族であったり、一緒に暮らされてる方。

そこら辺、せっかくこのアンケートをもし採るんであれば、一番サポートされている方の悩

みとか、困りごととか、そういうものもせっかくだったら拾い上げるいい機会なのかなって、

ちょっと思って。これ全部、障害者自身っていうか、この方が困ってることを書いてくださ

いっていうことなんですけれども。多分、同じように御家族ももしかしたらそういう思いな

のかなっていうのが、もし拾い出されればいいのかなって思いましたので、意見として言わ

せていただきました。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。その辺り、事務局はいかがですか。 

 

〇事務局 ありがとうございました。サポートしている方の悩みも拾い出せるとっていう御

意見を伺ったので、検討させていただきますっていうところと。あと、アンケートの一番最

後に自由記載欄を設けさせていただいているんですが、こちらに取組だけじゃなく、ちょっ

と文面を加えて、何か御意見を頂くとかっていうのも、考えていければと思います。ありが
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とうございました。 

 

〇森地座長 ありがとうございました。他にいかがでしょう。よろしいでしょうか。すみま

せん。ちょっと時間が押しています。それでは続きましてヒアリングのほうの説明をいただ

いてもよろしいでしょうか。 

 

〇事務局 それでは資料４－１の裏面と、４－３を御覧ください。ヒアリングについて、調

査対象は市内の障害者団体で、約 20 団体にお願いする予定となっております。こちら、４－

３の調査票については郵便、または電子メールで配布し、団体の希望に応じてヒアリング調

査を行っていこうと思っております。項目については、４-１に記載の通りなんですが、団体

の情報、つくば市の障害者施策に求めること、今後の活動方針について、その他意見、要望

となっておりまして、２番のつくば市の障害者施策に求めることについては、活動上の問題、

障害や障害者への理解と交流、共生のまちづくりについて、生活環境について、安全・安心

な暮らしについて、差別の解消・権利擁護について、障害福祉サービスについて、相談・情

報提供について、医療・保険について、教育・保育・療育について、雇用・就労について、

生涯学習・文化・スポーツ活動について、地域生活支援拠点等の整備についてという 12 項目

について御意見伺う予定となっております。前回からの変更点につきましては、括弧 12の地

域生活支援拠点等の整備についてということについては、新しく拠点の整備に向けて追加さ

せていただいた項目となっておりまして、その他は前回の調査と同様となっております。駆

け足でしたが、ヒアリング案の説明は以上となります。 

 

〇森地座長 ありがとうございました。では、ヒアリング案について、委員のほうから御質

問等ございますでしょうか。よろしいでしょうか。１点、すみません。 

ちょっと私のほうで気になったことなんですけれども。これ各団体のほうに配布して、そ

れぞれ記入してもらうことになってると思うんですけど、それヒアリングっていうよりもア

ンケートなのかなっていう。ヒアリングって各事業所に行って、市の職員の方が話聞かれた

りとかっていうような、そういう形なのかななんていうふうにちょっと思いましたので。 

 

〇事務局 ヒアリングなんですが、このヒアリングの用紙を事前に団体のほうに配布しまし

て、希望する団体にはヒアリングをする機会を設けまして、お話を伺う予定でおります。 

 

〇森地座長 なるほど。実際的に、直接対面なりオンラインなりで御意見伺う場合もあると

いうことなんですね。分かりました。他にいかがでしょうか。よろしいですか。それでは、

その他委員の皆さまや、事務局から何かございますか。齋藤委員、お願いします。 

 

６．その他 

〇齋藤新吾委員 １回確認なんですけど、視覚障害の方にはどういう形でアンケートは配ら

れるんですか。点字とかデータとか。 
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〇森地座長 そういうことですが、事務局のほうでいかがでしょうか。 

 

〇事務局 視覚障害の方なんですけども、基本的にはこれでお送りする方が、ある程度選出

されるようになった段階で、視覚障害の方の状況を確認しまして、介助者とかそういった方

がいらっしゃれば、ちょっと御協力をお願いするような形を取りたいと思っております。そ

れも困難な方がいらっしゃる場合は、やはり点字等の対応とか、御本人が御希望されるよう

な形をこちらで対応させていただいたうえで、御回答いただくような形を取りたいと考えて

おります。 

 

〇齋藤新吾委員 分かりました。 

 

〇森地座長 ありがとうございます。他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。その他、

特になければ議事進行を終了させていただきます。 

 

〇事務局 今いろいろな御意見のほうを委員の皆さまから頂いて、ありがとうございました。

こちらのほうを事務局で修正させていただいて、また委員の皆さまに見ていただいて御意見

のほうを、これでいいかというところ等伺えればと思います。よろしくお願いします。最終

的に頂いた意見をまとめて、これでいいかっていうところの最終確認は座長のほうにお願い

したいと思うんですが、皆さまそれでよろしいでしょうか。 

 

〇委員一同 よろしいです。 

 

〇事務局 それでは、意見がまとまりましたら、座長と相談させていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

７．閉会 

〇事務局 では、森地座長、ありがとうございました。次回の開催については、来年１月か

ら２月ごろを予定しております。日程が決まり次第、委員の皆さまに御連絡をいたします。

なお、駐車場の無料の処理、お済みでない委員の方いらっしゃいましたら、お帰りの際に事

務局までお声掛けいただければと思います。それでは以上をもちまして、令和４年度第１回

つくば市障害者計画策定懇談会を閉会いたします。本日はどうもありがとうございました。 

 

〇一同 ありがとうございました。 

 

                                      （了） 

 

                                       

 



令和４年度第１回つくば市障害者計画策定懇談会 次第 
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１ 開会 

 

２ 挨拶 
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４ 座長・副座長選出 

 

５ 議題 

（1） つくば市障害者計画策定懇談会について      

（2） 第２期つくば市障害者プランの策定概要及びスケジュールについて   

（3） 第２期つくば市障害者プランの策定に向けたアンケート・ヒアリング案に
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つくば市障害者計画策定懇談会開催要項       

 

 （開催） 

 第１条 市長は、障害者福祉施策に関し必要な検討を行うため、福祉関係や学識経験の

ある者の参集を求め、つくば市障害者計画策定懇談会（以下「懇談会」という。）を

開催する。 

  （検討事項） 

  第２条 懇談会は、次の各号に掲げる事項について検討する。 

    （１）障害福祉施策の総合的な推進に関すること。 

    （２）障害者計画の策定、進行管理及び評価に関すること。 

    （３）障害福祉計画の策定、進行管理及び評価に関すること。 

  （４）障害児福祉計画の策定、進行管理及び評価に関すること。 

 （構成） 

 第３条 懇談会は、市民、福祉関係、学識経験のある者のうちから、市長が選任した者

15 人以内をもって構成する。 

 （任期） 

 第４条 委員の任期は、３年以内とする。ただし、委員が欠けた場合における後任者の

任期は、前任者の残任期間とする。 

 ２ 委員は、再任されることができる。 

 （座長） 

 第５条 懇談会に座長を置き、委員の互選により定める。 

 ２ 座長は、懇談会を代表し会務を総理する。 

 ３ 座長に事故があるときは、あらかじめ座長が指名する委員がその職務を代理する。 

 （会議） 

 第６条 懇談会の会議（以下「会議」という。）は、座長が招集する。 

 ２ 座長は、会議の議長となる。 

 ３ 座長は、会議の開催が困難であると認めるときは、全ての委員に対し書面又は電子

メールにより意見を求めることにより、会議の開催に代えることができる。 

 （庶務） 

 第７条 懇談会の庶務は、福祉部障害福祉課において処理する。 

 

附 則 

この要項は、令和４年４月１日から施行する。 

資料２ 
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第２期障害者プランの策定概要及びスケジュールについて 

■ 障害者の福祉に関する計画 

障害のある方に関する福祉の計画は以下の通りです。また、いずれの計画も、法律で市町

村に策定が義務づけられた計画です。 

 

計画の種類 根拠法 計画の性格 市の計画 

障害者計画 
障害者基本法 

（第11条第3項） 

国の「障害者基本計画」及び茨城県の「新い

ばらき障害者プラン」を踏まえて策定される、

障害者施策を総合的に定める計画 

第３次つくば市 

障害者計画  

障害福祉計画 

障害者総合 

支援法 

（第88条第1項） 

各年度における障害福祉サービス・相談支援

等の必要な見込量を盛り込んだ、1期3年の

実施計画 

つくば市 

障害福祉計画 

（第６期） 

障害児福祉計画 
児童福祉法 

（第33条の20） 

各年度における、障害児を対象とした通所支

援や相談支援等の必要な見込量を盛り込ん

だ、1期3年の実施計画 

つくば市 

障害児福祉計画 

（第２期） 

 

■ 計画の位置づけ 

各計画の位置づけ・関係は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

つくば市未来構想・つくば市戦略プラン 

つくば市地域福祉計画 

つくば市障害福祉計画 

つくば市障害児福祉計画 

（事業量・給付） 

つくば市障害者計画（障害者施策全般） ・つくば市高齢者福祉計画 

・つくば市子ども・子育て

支援プラン など 

障害者基本法 

障害者総合支援法 

児童福祉法 

（国）障害者基本計画 

（県）新いばらき障害者プラン 

まちづくりの理念 

連携・整合 
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■ 障害者プランの期間及び進捗管理について 

「つくば市障害者プラン」とは、障害者基本法に基づく「つくば市障害者計画」、障害者

総合支援法に基づく「つくば市障害福祉計画」、児童福祉法に基づく「つくば市障害児福祉

計画」の３計画を一体化したものです。 

今回策定する「第２期つくば市障害者プラン」は、見直しを行う「第３次つくば市障害者

計画」と、新たに策定する「第７期つくば市障害福祉計画」・「第３期つくば市障害児福祉

計画」を一体化するもので、期間は令和６年度～令和８年度となります。 

 

「つくば市障害者プラン」の進捗管理については、毎年度その進捗を把握し、分析・評価

のうえ「つくば市障害者計画策定懇談会」に報告し、課題等がある場合には随時対応し、必

要があると認められるときには計画を変更し、その他の必要な措置を講じます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本懇談会で策定 

ＰＬＡＮ（計画）

各事業、目標値を設定するととも
に、その確保方策等を定める

ＤＯ（実行）

計画の内容を踏まえて、事業を
実行する。

ＣＨＥＣＫ（確認、評価）

事業の実施状況を検証し、達成状
況の分析、評価を行う。

ＡＣＴＩＯＮ（改善）

年度評価等の結果を踏まえ、必要
があると認めるときは、計画の変更
や事業の見直し等を実施する。

第２次つくば市障害者計画
後期計画

PDCAサイクル

つくば市障害者プラン 進捗管理

（PDCAサイクル） 
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■ 計画策定にあたり踏まえるべき内容 

 「第３次つくば市障害者計画」は、国の「第４次障害者基本計画」、茨城県の「第２期新い

ばらき障害者プラン」に基づき、策定されています。今後は、国の「第５次障害者基本計画」、

茨城県の「第３期新いばらき障害者プラン」に基づき、見直しを進めていきます。 

 「第７期障害福祉計画」・「第３期障害児福祉計画」については、障害者総合支援法・児童

福祉法に基づく国の基本指針に基づき、県の障害福祉計画・障害児福祉計画との整合性を図り

ながら策定することとなります。 

 

＜参考＞  

国「第４次障害者基本計画」の概要 
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資料：内閣府 

茨城県「第2期 新いばらき障害者プラン」の概要 

（1）計画の性格 

・障害者基本法に定める「都道府県障害者計画」、障害者総合支援法に定める「都道府県障害福祉計画」及び児童福祉

法に定める「都道府県障害児福祉計画」として策定するもの。 

・茨城県の障害者施策推進の基本的方向や目標を明らかにするとともに、障害福祉サービスの提供体制に関して計画的

な整備を進めるための方策を定め、障害者施策の総合的な推進を図るもの。 

・「茨城県総合計画」の部門計画として位置付けられるもので、「茨城県保健医療計画」、「いばらき高齢者プラン 21」、

「茨城県地域福祉支援計画」など、関連する他の計画との調和に配慮。 

（2）計画の期間 

・平成30（2018）年度から令和5（2023）年度までの6か年。 

・令和2（2020）年度に、それまでの達成状況や地域の実情を踏まえて、計画の見直しを実施した。 

（3）計画の基本理念 

 

（4）基本目標 

視点Ⅰ ひとりひとりが尊重される

社会をめざして 

視点Ⅱ 質の高い保健・医療・福祉の

充実をめざして 

視点Ⅲ 快適に暮らせる社会をめざ

して 

基本目標 

1 思いやりと助け合いの心づくり 

2 権利擁護の推進 

3 地域生活への移行の促進 

4 教育・育成の充実 

5 就労機会の拡大 

6 文化芸術・スポーツ・レクリエー

ション活動の充実 

基本目標 

7 保健・医療の充実 

8 福祉の充実 

9 障害児支援の提供体制の整備 

10 人材の確保・育成 

11 地域共生社会の実現に向けた

取組 

基本目標 

12 人にやさしいまちづくり 

13 外出支援の充実 

14 安全・安心な暮らしの確保 

15 行政サービス等における配慮 

 

資料：茨城県 

「ノーマライゼーション」と「完全参加」 
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障害福祉計画・障害児福祉計画の「基本指針」の概要 

 

※第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画の基本指針については今後国から示される予定 

 

 

障害者総合支援法（抜粋） 

 

第87 条 厚生労働大臣は、障害福祉サービス及び相談支援並びに市町村及び都道府県の地域 

生活支援事業の提供体制を整備し、自立支援給付及び地域生活支援事業の円滑な実施を確保 

するための基本的な指針を定めるものとする。 

 

第88 条 市町村は、基本指針に即して、障害福祉サービスの提供体制の確保その他この法律 

に基づく業務の円滑な実施に関する計画（市町村障害福祉計画）を定めるものとする。 

 

第89 条 都道府県は、基本指針に即して、市町村障害福祉計画の達成に資するため、各市町 

村を通ずる広域的な見地から、障害福祉サービスの提供体制の確保その他この法律に基づく 

業務の円滑な実施に関する計画（都道府県障害福祉計画）を定めるものとする。 

 

 

 

（児童福祉法抜粋） 

 

第33 条 厚生労働大臣は、障害児通所支援、障害児入所支援及び障害児相談支援の提供体制を整

備し、障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本的な指針を定めるものとする。 

 

第33 条の20 市町村は、基本指針に即して、障害児通所支援及び障害児相談支援の提供体制の確

保その他障害児通所支援及び障害児相談支援の円滑な実施に関する計画（市町村障害児福祉計画）

を定めるものとする。 

 

第33 条の22 都道府県は、基本指針に即して、市町村障害児福祉計画の達成に資するため、 

各市町村を通ずる広域的な見地から、障害児通所支援等の提供体制の確保その他障害児通所 

支援等の提供体制の確保その他障害児通所支援等の円滑な実施に関する計画（都道府県障害児福祉

計画）を定めるものとする。 
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■ 計画策定までのスケジュール 

計画策定までのスケジュールは、次のとおり予定しています。 

 

年 月 日 内 容 

2022 

７月14日（木） 

 

第１回計画策定懇談会 

・計画の策定について 

・アンケート調査の内容について 

・ヒアリングシートの内容について 

・スケジュールについて 

 

10月～11月 

 

アンケート調査の実施 

ヒアリング調査の実施 

 

11～12月 

 

アンケート集計 

ヒアリングまとめ 

報告書作成 

 

2023 

１～２月 

 

第2回計画策定懇談会 

・アンケート調査結果について 

・ヒアリング結果について 

 ・「第１期つくば市障害者プラン」の進捗管理について 

 

５～６月 

 

第3回計画策定懇談会 

・「第２期つくば市障害者プラン」の構成案について 

 

９～10月 
第４回計画策定懇談会 

 ・「第２期つくば市障害者プラン」の素案について 

12月 パブリック・コメントの実施 

2024 

１月 

第５回計画策定懇談会 

・パブリック・コメントの結果について 

・計画最終案について 

3月 計画完成 

 

 

 



 

アンケート・団体ヒアリング調査について 

 

１．調査の目的 

   つくば市内の障害のある方等の障害福祉に関する意識、意向等をアンケートにより把握す

るとともに、障害者等の関連団体からの意見を聴収し、第２期つくば市障害者プラン策定の

基礎資料とすることを目的とする。 

 

２．アンケート調査の概要 

 調査対象：市内にお住まいの障害者手帳をお持ちの方、難病患者福祉金を受給して   

いる方の中から、無作為に抽出された 65 歳未満の 2,000 名の方と 65 歳以上の 300 名の

方 

   【内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査方法：郵便配布・郵送回収 

 調査時期：令和４年 10月～11月（予定） 

 調査項目：① 調査対象者の属性（性別・年齢・世帯構成・障害の状況） 

     ② 外出について 

     ③ 日々の活動について 

     ④ 差別や疎外感について 

     ⑤ 災害時の避難等について 

     ⑥ 親なきあとの地域での生活について 

     ⑦ 自由記載 

障害種別等 送付者数 
対象者数 

（R4.3.31 現在） 

身体障害者手帳所持者 1,340 人 5,106 人 

視覚障害 85 人 325 人 

聴覚・平衡機能障害 125 人 467 人 

音声・言語機能障害 10 人 53 人 

肢体不自由 590 人 2,245 人 

内部機能障害 530 人 2,016 人 

療育手帳所持者 370 人 1,392 人 

精神障害者保健福祉手帳所持者 440 人 1,658 人 

難病患者福祉金受給者 150 人 1,578 人 

計 2,300 人 9,734 人 

資料４―１ 



 変 更 点：前回調査票から全体の文字サイズを拡大。設問文・選択肢内容が区別できる 

     ようフォントやサイズをそれぞれ分けた。 

    ・障害種別・等級別の集計を行うため、それを問う設問を追加（問６～９） 

    ・外出時の移動手段を問う設問を追加（問 14） 

    ・福祉サービスに関わる設問及び選択肢を追加（問 21、問 22 の選択肢 27～） 

        ・災害時の避難等について、関連する設問を追加（問 28、問 32） 

・地域生活支援拠点等の整備に向け、関連する設問を追加（問 34～37） 

         

         

３．ヒアリング調査の概要 

 ヒアリング対象：市内の障害者関連団体 約 20団体 

 ヒアリング時期：令和４年 10月～令和４年 11 月（予定） 

 ヒアリング方法：事前にヒアリング調査票を郵便配布し、団体からの回答を回収すると 

        ともに、インタビューも行う。 

 ヒアリング項目：① 団体情報（団体名・連絡先・対象・活動内容等） 

     ② つくば市への障害者施策に求めること 

（１）活動上の問題 

（２）障害や障害者への理解と交流、共生のまちづくりについて 

（３）生活環境について 

（４）安全・安心な暮らしについて 

（５）差別の解消・権利擁護について 

（６）障害福祉サービスについて 

（７）相談・情報提供について 

（８）医療・保健について 

（９）教育・保育・療育について 

（10）雇用・就労について 

（11）生涯学習、文化・スポーツ活動について 

（12）地域生活支援拠点等の整備について 

     ③ 今後の活動方針について 

     ④ 意見・要望 

  変 更 点 ：地域生活支援拠点等の整備に向け、関連する調査項目を追加（②-（12）） 

 

４．調査結果の取りまとめ（集計）について 

 アンケート調査：単純集計のほかに、年齢別・障害別等の属性ごとの集計とともに、 

        設問間のクロス集計を行う。 

 ヒアリング調査：団体ごとのレポートを作成。 



障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

へのご協
きょう

力
りょく

のお願
ねが

い 

日頃
ひ ご ろ

よりつくば市
し

の福祉
ふ く し

行政
ぎょうせい

にご理解
り か い

とご協 力
きょうりょく

をいただき、ありがとうございます。 

つくば市
し

では現在
げんざい

、令和
れ い わ

６年度
ね ん ど

を初年度
しょねんど

とする「第
だい

２期
き

つくば市
し

障害
しょうがい

者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

」の策定
さくてい

に向
む

けた取
と

り組
く

みを進
すす

めています。そのため、市民
し み ん

の皆
みな

さまの福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の利用
り よ う

実態
じったい

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かん

する意識
い し き

、意向
い こ う

などをお聞
き

きし、プラン
ぷ ら ん

の策定
さくてい

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

推進
すいしん

に

役立
や く だ

てるためのアンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

を実施
じ っ し

することになりました。 

調査
ちょうさ

の対象者
たいしょうしゃ

は、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

福祉
ふ く し

金
きん

を受
じゅ

給
きゅう

している方
かた

  

から無作為
む さ く い

に選
えら

ばせていただきました。 

この調査
ちょうさ

は、無記名
む き め い

でご回答
かいとう

いただきますので、回答
かいとう

された方
かた

が特定
とくてい

されたり、個人
こ じ ん

の

回答
かいとう

内容
ないよう

が明
あき

らかにされたりすることはありません。調査票
ちょうさひょう

は「つくば市
し

個人
こ じ ん

情報
じょうほう

保護
ほ ご

条例
じょうれい

」にしたがい、適切
てきせつ

に管理
か ん り

いたします。 

ご回答
かいとう

いただいた内容
ないよう

は、統計的
とうけいてき

な処理
し ょ り

を行い、プラン
ぷ ら ん

の策定
さくてい

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

推進
すいしん

の

ための基礎
き そ

資料
しりょう

として使用
し よ う

させていただきます。その他
た

の目的
もくてき

で使
つか

われることは一切
いっさい

あ

りません。調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき、ご協 力
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

いいたします。 

令和
れ い わ

４年
ねん

１０月
がつ

 つくば市
し

 

 

＜記入
きにゅう

要領
ようりょう

＞ 

・宛名
あ て な

のご本人
ほんにん

が直接
ちょくせつ

回答
かいとう

していただくことが難
むずか

しい場合
ば あ い

には、家族
か ぞ く

や介護者
かいごしゃ

の方
かた

などが、 

ご本人
ほんにん

の意向
い こ う

を尊重
そんちょう

して記入
きにゅう

してください。 

・このアンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

では、１０月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。 

・質問
しつもん

への回答
かいとう

方法
ほうほう

は、それぞれ質問
しつもん

文
ぶん

に記載
き さ い

していますので、質問
しつもん

文
ぶん

をよく読
よ

んでお答
こた

え  

ください。 

・記入
きにゅう

が終
お

わりましたら、〇月
がつ

〇日
にち

(〇)までに同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

を使
つか

ってご返送
へんそう

ください。 

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

） 

・このアンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

へのご質問
しつもん

などは、下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 

【問合
といあわ

せ先
さき

】 つくば市
し

 福祉部
ふ く し ぶ

 障 害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

  担当
たんとう

：飯田
い い だ

、近藤
こんどう

 

電話
で ん わ

 029-883-1111（内線
ないせん

2220） 

ファックス
ふ ぁ っ く す

 029-868-7544 

 

資料４－２ 
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障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

 

問
とい

１ お答
こた

えいただくのは、どなたですか。（○は１つだけ） 

１．本人
ほんにん

（この調査票
ちょうさひょう

が郵送
ゆうそう

された宛名
あ て な

の方
かた

） 

２．本人
ほんにん

の家族
か ぞ く

 

３．家族
か ぞ く

以外
い が い

の方
かた

（                      ） 

※これ以降
い こ う

、この調査票
ちょうさひょう

が郵送
ゆうそう

された宛名
あ て な

の方
かた

を「あなた」とお呼
よ

びしますので、ご本人
ほんにん

（この調査票
ちょうさひょう

の対象者
たいしょうしゃ

：障害
しょうがい

のある方
かた

）の状 況
じょうきょう

などについて、お答
こた

えください。 

 

あなた（宛名
あ て な

の方
かた

）と介助
かいじょ

について 

問
とい

２ あなたの年齢
ねんれい

をお答
こた

えください。（令和
れ い わ

４年
ねん

１０月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

満
まん

  歳
さい

 

問
とい

３ あなたの性別
せいべつ

をお答
こた

えください。（○は１つだけ） 

１．男性
だんせい

 ２．女性
じょせい

 ３．その他
た

（           ） 

問
とい

４ 現在
げんざい

、あなたが一緒
いっしょ

に暮
く

らしている人は、どなたですか。（あてはまるものすべ

てに○） 

１．父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 

２．配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

または妻
つま

） 

３．子
こ

ども 

４．その他
た

（          ） 

５．いない（一人
ひ と り

で暮
く

らしている） 

 

問
とい

５ あなたの障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

について、該当
がいとう

するものをお答
こた

えください。（あてはま

るものすべてに○） 

１．身体
しんたい

障害
しょうがい

 

２．知的
ち て き

障害
しょうがい

 

３．精神
せいしん

障害
しょうがい

 

４．難病
なんびょう

 

５．発達
はったつ

障害
しょうがい

 

６．高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい
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問
とい

６ あなたは身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。（○は１つだけ） 

１．１級
きゅう

 

５．５級
きゅう

 

２．２級
きゅう

 

６．６級
きゅう

 

３．３級
きゅう

 

７．持
も

っていない 

４．4級
きゅう

 

 

問
とい

７ 身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの場合
ば あ い

、該当
がいとう

する障害
しょうがい

をお答
こた

えください。（あてはま

るものすべてに○） 

１．視覚
し か く

障害
しょうがい

 

２．聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

・平衡
へいこう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

３．音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく機能
き の う

障害
しょうがい

 

４．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（上肢
じょうし

） 

５．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（下肢
か し

） 

６．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（体
たい

幹
かん

） 

７．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（移動
い ど う

機能
き の う

） 

８．内部
な い ぶ

障害
しょうがい

（１～７以外
い が い

） 

問
とい

８ あなたは療育
りょういく

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。（○は１つだけ） 

１． 判定
はんてい

 ２．A判定
はんてい

 ３．B判定
はんてい

 ４．C判定
はんてい

 ５．持
も

っていない 

問
とい

９ あなたは精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。（○は１つだけ） 

１．１級
きゅう

 ２．２級
きゅう

 ３．３級
きゅう

 ４．持
も

っていない  

問
とい

10 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

で、次
つぎ

のことをどのようにしていますか。①から⑩のそれぞれに   

お答
こた

えください。（①から⑩それぞれに○を１つ） 

項目
こうもく

 
ひとりで 

できる 

一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が 

必要
ひつよう

 

全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が 

必要
ひつよう

 

① 食事
しょくじ

 １ ２ ３ 

② トイレ
と い れ

 １ ２ ３ 

③ 入浴
にゅうよく

 １ ２ ３ 

④ 衣服
い ふ く

の着脱
ちゃくだつ

 １ ２ ３ 

⑤ 身
み

だしなみ １ ２ ３ 

⑥ 家
いえ

の中
なか

の移動
い ど う

 １ ２ ３ 

⑦ 外出
がいしゅつ

 １ ２ ３ 

⑧ 家族
か ぞ く

以外
い が い

の人
ひと

との意思
い し

疎通
そ つ う

 １ ２ ３ 

⑨ お金
かね

の管理
か ん り

 １ ２ ３ 

⑩ 薬
くすり

の管理
か ん り

 １ ２ ３ 

 Ａ 
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【問
とい

11は、問
とい

10で「一部
いちぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」または「全部
ぜんぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」を選
えら

んだ方
がた

にお聞
き

きします。】 

問
とい

11 あなたを介助
かいじょ

してくれる方
かた

は主
おも

に誰
だれ

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 

２．配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

または妻
つま

） 

３．子
こ

ども 

４．ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

や施設
し せ つ

の職員
しょくいん

 

５．その他
た

（         ） 

 
 

 

外出
がいしゅつ

等
とう

について 

問
とい

12 あなたは、１週間
しゅうかん

にどの程度
て い ど

外出
がいしゅつ

しますか。（○は１つだけ） 

１．ほぼ毎日
まいにち

外出
がいしゅつ

する 

２．１週間
しゅうかん

に数回
すうかい

外出
がいしゅつ

する 

３．めったに外出
がいしゅつ

しない 

４．全
まった

く外出
がいしゅつ

しない 

問
とい

13 あなたが外出
がいしゅつ

する際
さい

の主
おも

な同伴者
どうはんしゃ

は誰
だれ

ですか。（○は１つだけ） 

１．父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 

２．配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

または妻
つま

） 

３．子
こ

ども 

４．ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

や施設
し せ つ

の職員
しょくいん

 

５．その他
た

（         ） 

６．一人
ひ と り

で外出
がいしゅつ

する 

問
とい

14 あなたが外出
がいしゅつ

する際
さい

、主
おも

にどのような方法
ほうほう

で外出
がいしゅつ

しますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

１．徒歩
と ほ

 

２．自転車
じてんしゃ

 

３．自家用車
じ か よ う し ゃ

（他
ほか

の人
ひと

が運転
うんてん

） 

４．自家用車（自分
じ ぶ ん

で運転
うんてん

） 

４．車
くるま

いす 

５．公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

 

６．その他
  た

（          ） 

 

問
とい

15 あなたは、どのような目的
もくてき

で外出
がいしゅつ

することが多
おお

いですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．通勤
つうきん

・通学
つうがく

・通所
つうしょ

 

２．訓練
くんれん

やリハビリ
り は び り

に行
い

く 

３．医療
いりょう

機関
き か ん

へ受
じゅ

診
しん

 

４．買
か

い物
もの

に行
い

く 

５．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

に会
あ

う 

６．趣味
し ゅ み

やスポーツ
す ぽ ー つ

をする 

７．グループ
ぐ る ー ぷ

活動
かつどう

に参加
さ ん か

する 

８．散歩
さ ん ぽ

に行
い

く 

９．その他
た

（           ） 
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問
とい

16 外 出
がいしゅつ

する時
とき

に困
こま

ることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

が少
すく

ない（ない） 

２．列車
れっしゃ

やバス
ば す

の乗
の

り降
お

りが困難
こんなん

（できない） 

３．道路
ど う ろ

や駅
えき

に階段
かいだん

や段差
だ ん さ

が多
おお

い 

４．切符
き っ ぷ

の買
か

い方
かた

や乗
の

り換
が

えの方法
ほうほう

が分
わ

かりにくい（分からない） 

５．外出先
がいしゅつさき

の建物
たてもの

の設備
せ つ び

が不便
ふ べ ん

（道路
ど う ろ

、トイレ
と い れ

、エレベーター
え れ べ ー た ー

など） 

６．介助者
かいじょしゃ

が確保
か く ほ

できない 

７．外出
がいしゅつ

にお金
かね

がかかる 

８．周囲
しゅうい

の目
め

が気
き

になる 

９．発作
ほ っ さ

など突然
とつぜん

の体調
たいちょう

の変化
へ ん か

が心配
しんぱい

 

10．困
こま

った時
とき

にどうすればいいのか心配
しんぱい

 

11．その他
た

（                         ） 

12．特
とく

にない 

問
とい

17 あなたは、平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

を主
おも

にどのように過
す

ごしていますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

１．会社
かいしゃ

勤
づと

めや、自営業
じえいぎょう

、家業
かぎょう

などで収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしている 

２．ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

など、収 入
しゅうにゅう

を得
え

ない仕事
し ご と

をしている 

３．専業
せんぎょう

主婦
し ゅ ふ

（主夫
し ゅ ふ

）をしている 

４．福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

に通
かよ

っている（就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ型
えーがた

も含
ふく

む） 

５．病院
びょういん

などのデイケア
で い け あ

に通
かよ

っている 

６．リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

を受
う

けている 

７．自宅
じ た く

で過
す

ごしている 

８．入所
にゅうしょ

している施設
し せ つ

や病院
びょういん

等
とう

で過
す

ごしている 

９．大学
だいがく

、専門
せんもん

学校
がっこう

、職 業
しょくぎょう

訓練校
くんれんこう

などに通
かよ

っている 

10．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（小 中 高
しょうちゅうこう

等部
と う ぶ

）に通
かよ

っている 

11．一般
いっぱん

の高校
こうこう

、小中学校
しょうちゅうがっこう

に通
かよ

っている 

12．幼稚園
ようちえん

、保育所
ほいくしょ

等
とう

に通
かよ

っている 

13．障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

施設
し せ つ

（放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

など）に通
かよ

っている 

14．その他
た

 （                                    ） 
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【問
とい

18-（1）は、問
とい

17で「９～13」のいずれかを選
えら

んだ方
かた

にお聞
き

きします。】    

問
とい

18-（1）施設
し せ つ

・学校
がっこう

・保育所
ほいくしょ

等
とう

に通
かよ

うにあたって、困
こま

ることは何
なん

ですか。（あては

まるものすべてに○） 

１．通
かよ

うのに付
つ

き添
そ

いが必要
ひつよう

 

２．送迎
そうげい

を頼
たの

める人
ひと

がいない（サービス
さ ー び す

がない） 

３．設備
せ つ び

などが配慮
はいりょ

されていない 

４．学
がっ

校内
こうない

や園内
えんない

での介助
かいじょ

が十分
じゅうぶん

でない 

５．医療的
いりょうてき

ケア
け あ

が受
う

けられない 

６．周囲
しゅうい

の理解
り か い

が得
え

られない 

７．課題
か だ い

や授業
じゅぎょう

についていけない 

８．友
とも

だちができない 

９．その他
た

（                               ） 

10．特
とく

にない 

 

【問
とい

18-（2）は、すべての方
かた

にお聞
き

きします。】                  

問
とい

18-（2）障害
しょうがい

のある人
ひと

が就
しゅう

労
ろう

するために、どのような配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

だと思
おも

い 

ますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

の障害
しょうがい

への理解
り か い

 

２．短時間
たんじかん

勤務
き ん む

や勤務
き ん む

日数
にっすう

等
とう

の配慮
はいりょ

 

３．通勤
つうきん

手段
しゅだん

の確保
か く ほ

 

４．仕事
し ご と

についての職場外
しょくばがい

での相談
そうだん

対応
たいおう

、支援
し え ん

 

５．就労後
しゅうろうご

のフォロー
ふ ぉ ろ ー

など職場
しょくば

と支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

 

６．職場
しょくば

で介助
かいじょ

や援助
えんじょ

等
とう

が受
う

けられること 

７．在宅
ざいたく

勤務
き ん む

の拡充
かくじゅう

 

８．勤務
き ん む

場所
ば し ょ

におけるバリアフリー
ば り あ ふ り ー

等
とう

の配慮
はいりょ

 

９．企業
きぎょう

ニーズ
に ー ず

に合
あ

った就労
しゅうろう

訓練
くんれん

 

10．その他
た

（                          ） 
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日々
ひ び

の活動
かつどう

について 

問
とい

18 あなたは、家族
か ぞ く

以外
い が い

に、一緒
いっしょ

に出
で

かけたり、連絡
れんらく

を取り合う
と  あ  

人
ひと

が近所
きんじょ

にいます

か。（○は１つだけ） 

１．家
いえ

を行
い

き来
き

する人
ひと

がいる 

２．会
あ

えば親
した

しく話
はな

す人
ひと

がいる 

３．挨拶
あいさつ

する程度
て い ど

の人
ひと

がいる 

４．誰
だれ

もいない 

問
とい

19 あなたは、福祉
ふ く し

サービスや福祉
ふ く し

制度
せ い ど

の情報
じょうほう

を現在
げんざい

どこから得
え

ていますか。また、

今後
こ ん ご

はどこから得
え

たいですか。（現在
げんざい

得
え

ているところ、今後
こ ん ご

得
え

ることを希望
き ぼ う

す

るところ、それぞれ該当
がいとう

する番号
ばんごう

に○） 

 現在
げんざい

 今後
こ ん ご

 

 

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

を
得え

て
い
る 

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

を
得え

て
い
な
い 

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

を
得え

る 

こ
と
を
希
望

き

ぼ

う

す
る 

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

を
得え

る 

こ
と
を
希
望

き

ぼ

う

し
な
い 

①市
し

や県
けん

などの窓口
まどぐち

から １ ２ １ ２ 

②市
し

や県
けん

の広報紙
こうほうし

やチラシ
ち ら し

、ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

などから １ ２ １ ２ 

③障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

から １ ２ １ ２ 

④障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

や民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

から １ ２ １ ２ 

⑤障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

から １ ２ １ ２ 

⑥家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

から １ ２ １ ２ 

⑦入所
にゅうしょ

・通所
つうしょ

している福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の職員
しょくいん

から １ ２ １ ２ 

⑧福祉
ふ く し

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

や福祉
ふ く し

団体
だんたい

から １ ２ １ ２ 

⑨ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

や訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

などから １ ２ １ ２ 

⑩病院
びょういん

・診療所
しんりょうじょ

・薬局
やっきょく

などから １ ２ １ ２ 

⑪学校
がっこう

・職場
しょくば

から １ ２ １ ２ 

⑫新聞
しんぶん

・雑誌
ざ っ し

から １ ２ １ ２ 

⑬テレビ
て れ び

・ラジオ
ら じ お

から １ ２ １ ２ 

⑭インターネット
い ん た ー ね っ と

から １ ２ １ ２ 

⑮その他
た

（          ）から １ ２ １ ２ 

⑯特
とく

にない １ ２ １ ２ 
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問
とい

20 あなたは、障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。認定
にんてい

を受
う

けている場合
ば あ い

、  

区分
く ぶ ん

はどちらですか。（○は１つだけ） 

１．区分
く ぶ ん

１ 

２．区分
く ぶ ん

２ 

３．区分
く ぶ ん

３ 

４．区分
く ぶ ん

４ 

５．区分
く ぶ ん

５ 

６．区分
く ぶ ん

６ 

７．非該当
ひがいとう

 

８．認定
にんてい

を受
う

けていない 

９．わからない 

問
とい

21 あなたが次
つぎ

のサービス
さ ー び す

のうち、現在
げんざい

利用
り よ う

しているものを除
のぞ

き、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい

と考
かんが

えているものはどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

※次
つぎ

のサービス
さ ー び す

の説明
せつめい

について、わからないことがあれば障 害
しょうがい

福祉課
ふくしか

までお問
と

い合
あ

わせください。 

サービス
さ ー び す

の種類
しゅるい

と説明
せつめい

（今後
こ ん ご

利用
り よ う

したいものに○） 

１．居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

） 

必要
ひつよう

時
じ

に、自宅
じ た く

で入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの介護
か い ご

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

２．重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

重度
じゅうど

の障害
しょうがい

があり常
つね

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な方
かた

に、自宅
じ た く

内
ない

での長期的
ちょうきてき

な見守り
み ま も り

、入浴
にゅうよく

・排
はい

せつ・食事
しょくじ

などの介助
かいじょ

や外出
がいしゅつ

時
じ

の移動
い ど う

の介護
か い ご

などを行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

３．同行
どうこう

援護
え ん ご

 

視覚
し か く

障害
しょうがい

により移動
い ど う

が 著
いちじる

しく困難
こんなん

な方
かた

に、ガイドヘルパー
が い ど へ る ぱ ー

として外出
がいしゅつ

に必要
ひつよう

な

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や移動
い ど う

の介護
か い ご

などを行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

４．行動
こうどう

援護
え ん ご

 

知的
ち て き

障害
しょうがい

や精神
せいしん

障害
しょうがい

により行動
こうどう

に 著
いちじる

しい困難
こんなん

を有
ゆう

する方
かた

に、行動
こうどう

するとき必要
ひつよう

な介助
かいじょ

や外出
がいしゅつ

時
じ

の移動
い ど う

の介護
か い ご

などを行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

５．重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 

常
つね

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な方
かた

で、介護
か い ご

の必要度
ひつようど

が 著
いちじる

しく高
たか

い方
かた

に、居宅
きょたく

介護
か い ご

をはじめと  

した複数
ふくすう

のサービス
さ ー び す

を包括的
ほうかつてき

に提
てい

供
きょう

するサービス
さ ー び す

です。 

６．生活
せいかつ

介護
か い ご

 

施設
しせつ

で入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
かいご

や創作的
そうさくてき

活動
かつどう

などの機会
きかい

を提
てい

供
きょう

するサービス
さ ー び す

です。 

７．自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

） 

自立
じ り つ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

ができるよう、一定
いってい

の期間
き か ん

における身体
しんたい

機能
き の う

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

（リハビリ
り は び り

）を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

８．自立
じ り つ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

自立
じ り つ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

ができるよう、一定
いってい

の期間
き か ん

における生活
せいかつ

能力
のうりょく

向上
こうじょう

の

ために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

（リハビリ
り は び り

）を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 
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（つづき） 

サービス
さ ー び す

の種類
しゅるい

と説明
せつめい

（今後
こ ん ご

利用
り よ う

したいものに○） 

９．就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

を希望
き ぼ う

する方
かた

に、一定
いってい

の期間
き か ん

、就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

及
およ

び能力
のうりょく

の向上
こうじょう

の  

ための訓練
くんれん

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

10．就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ
えー

型
がた

（雇用
こ よ う

契約
けいやく

あり） 

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

することが困難
こんなん

な方
かた

に、雇用
こ よ う

契約
けいやく

によって一定
いってい

の給 料
きゅうりょう

を支払
し は ら

いながら、

就労
しゅうろう

の機会
き か い

の提供
ていきょう

や生産
せいさん

活動
かつどう

その他
た

の活動
かつどう

の機会
き か い

の提供
ていきょう

、知識
ち し き

や能力
のうりょく

の向上
こうじょう

の 

ための訓練
くんれん

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

11．就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ｂ
びー

型
がた

（雇用
こ よ う

契約
けいやく

なし） 

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

することが困難
こんなん

な方
かた

に、就労
しゅうろう

の機会
きかい

の提供
ていきょう

や生産
せいさん

活動
かつどう

その他
た

の活動
かつどう

の機会
きかい

の提供
ていきょう

、知識
ち し き

や能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

12．就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

等
とう

を利用
り よ う

して一般
いっぱん

就労
しゅうろう

した方
かた

に、就労
しゅうろう

の継続
けいぞく

を図
はか

るための支援
し え ん

を 

提供
ていきょう

するサービス
さ ー び す

です。 

13．療養
りょうよう

介護
か い ご

 

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な方
かた

で、常
つね

に介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする方
かた

に、主
しゅ

に昼間
ひ る ま

に病院
びょういん

等
とう

において

機能
き の う

訓練
くんれん

、療 養 上
りょうようじょう

の管理
か ん り

、看護
か ん ご

などを提供
ていきょう

するサービス
さ ー び す

です。 

14．短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

） 

在宅
ざいたく

の障害者
しょうがいしゃ

（児
じ

）を介護
か い ご

する方
かた

が病気
びょうき

の場合
ば あ い

などに、障害者
しょうがいしゃ

（児
じ

）が入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

等
とう

を短期間
たんきかん

利用
り よ う

し、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
か い ご

などを行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

15．共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

） 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

を 行
おこな

う住居
じゅうきょ

に 入
にゅう

居
きょ

した方
かた

に、日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援助
えんじょ

や相談
そうだん

を 行
おこな

う

サービス
さ ー び す

です。 

16．施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

した方
かた

に、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
か い ご

などの支援
し え ん

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

17．計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

などを申請
しんせい

した方
かた

について、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

、及
およ

び 

支給
しきゅう

決定後
けっていご

のサービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の見直
み な お

し（モニタリング
も に た り ん ぐ

）を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

18．地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している方
かた

や精神科
せいしんか

病院
びょういん

に入院
にゅういん

している方
かた

に対
たい

し、住
す

まいの確保
か く ほ

や 

地域
ち い き

生活
せいかつ

に移行
い こ う

するための相談
そうだん

や支援
し え ん

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 
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（つづき） 

サービス
さ ー び す

の種類
しゅるい

と説明
せつめい

（今後
こ ん ご

利用
り よ う

したいものに○） 

19．地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

一人暮
ひ と り ぐ

らしの方
かた

に対
たい

して、常時
じょうじ

の連絡
れんらく

体制
たいせい

を確保
か く ほ

するとともに、障害
しょうがい

の特性
とくせい

により

生
しょう

じた緊
きん

急時
きゅうじ

の際
さい

に、相談
そうだん

や訪問
ほうもん

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

20．児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

未就学児
みしゅうがくじ

に対
たい

して、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
ど う さ

の指導
し ど う

、知識
ち し き

技能
ぎ の う

の付与
ふ よ

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

などの支援
し え ん

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

21．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

 

学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

終了後
しゅうりょうご

や休校
きゅうこう

日
び

に、生活
せいかつ

能力
のうりょく

向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

や、社会
しゃかい

との

交流
こうりゅう

の促進
そくしん

などの支援
し え ん

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

22．保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

保育所
ほいくしょ

等
とう

を訪問
ほうもん

し、障害
しょうがい

のある児童
じ ど う

に対
たい

して、障害
しょうがい

のある児童
じ ど う

以外
い が い

の児童
じ ど う

との  

集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

のための専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

などを行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

23．居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

障害
しょうがい

のある児童
じ ど う

の居宅
きょたく

を訪問
ほうもん

し、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
ど う さ

の指導
し ど う

、知識
ち し き

  

技能
ぎ の う

の付与
ふ よ

等
とう

の支援
し え ん

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

24．医療型
いりょうがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

上肢
じょうし

、下肢
か し

又
また

は体
たい

幹
かん

の機能
き の う

障害
しょうがい

がある児童
じ ど う

に対
たい

して、発達
はったつ

支援
し え ん

と治療
ちりょう

を 行
おこな

う   

サービス
さ ー び す

です。 

25．障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

 

障害
しょうがい

のある児童
じ ど う

が障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

を利用
り よ う

するにあたり、障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

や、支援
し え ん

開始後
か い し ご

、一定
いってい

期間
き か ん

ごとの見直
み な お

し（モニタリング
も に た り ん ぐ

）を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

26．移動
い ど う

支援
し え ん

 

屋外
おくがい

での移動
い ど う

が困難
こんなん

な方
かた

に外出
がいしゅつ

のための支援
し え ん

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

27．日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

 

   在宅
ざいたく

の障害者
しょうがいしゃ

（児
じ

）を一時的
いちじてき

（宿泊
しゅくはく

を伴
ともな

わない）に施設
し せ つ

で預
あず

かり、その介護
か い ご

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

28．訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

支援
し え ん

 

   自宅
じ た く

で入浴
にゅうよく

することが困難
こんなん

な重度
じゅうど

の身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

について、その方
かた

の居宅
きょたく

を訪問
ほうもん

し、専用
せんよう

の浴槽
よくそう

を提供
ていきょう

して入浴
にゅうよく

の介護
か い ご

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 

29．自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

   自宅
じ た く

で一人
ひ と り

暮
ぐ

らしをしている方
かた

に対
たい

して、継続
けいぞく

して自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を営
いとな

むことが 

できるよう、定期的
ていきてき

な巡回
じゅんかい

訪問
ほうもん

や、必要
ひつよう

時
じ

の訪問
ほうもん

・相談
そうだん

等
とう

を行
おこな

うサービス
さ ー び す

です。 
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差別
さ べ つ

や疎外感
そがいかん

について 

問
とい

22 あなたは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の中
なか

で困
こま

っていることや悩
なや

みを誰
だれ

（どこ）に相談
そうだん

して   

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．家族
か ぞ く

や親
しん

せき 

２．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

３．近所
きんじょ

の人
ひと

 

４．かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

５．施設
し せ つ

の指導員
しどういん

など 

６．職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

 

７．行政
ぎょうせい

機関
き か ん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

８．病院
びょういん

のソーシャルワーカー
そ ー し ゃ る わ ー か ー

や介護
か い ご

保険
ほ け ん

のケアマネジャー
け あ ま ね じ ゃ ー

 

９．訪問
ほうもん

介護員
かいごいん

（ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

）などサービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

の人
ひと

 

10．通園
つうえん

施設
し せ つ

や保育所
ほいくじょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

の先生
せんせい

 

11．障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

や家族会
かぞくかい

 

12．相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

などの民間
みんかん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

13．民生
みんせい

委員
い い ん

児童
じ ど う

委員
い い ん

 

14．その他
た

（                          ） 

15．相談先
そうだんさき

がわからない 

16．相談
そうだん

できる人
ひと

がいない 

17．相談
そうだん

しても仕方
し か た

がない 

18．相談
そうだん

したいことがない 

19．特
とく

に困
こま

っていることや悩
なや

みがない 
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問
とい

23 あなたは、障害
しょうがい

があることで嫌
いや

な思
おも

いをしたり、差別
さ べ つ

を感
かん

じたことがあり    

ますか。（○は１つだけ） 

１．いつも感
かん

じる 

２．たまに感
かん

じる 

３．ほとんど感
かん

じることはない 

４．わからない 
 

【問
とい

24は、問
とい

23で「１」または「２」を選
えら

んだ方
かた

にお聞
き

きします。】                  

問
とい

24  それはどのような場面
ば め ん

で感
かん

じましたか。（あてはまるものすべてに○） 

１．外出先
がいしゅつさき

 

２．学校
がっこう

・職場
しょくば

 

３．住
す

んでいる地域
ち い き

 

４．仕事
し ご と

を探
さが

すとき 

５．余暇
よ か

を楽
たの

しむとき 

６．病院
びょういん

などの医療
いりょう

機関
き か ん

 

７．その他
た

 

 （           ） 

問
とい

25 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

についてお聞
き

きします。成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

とは、知的
ち て き

障害
しょうがい

や精神
せいしん

障害
しょうがい

などの理由
り ゆ う

により、判断
はんだん

能力
のうりょく

が十分
じゅうぶん

でない方
かた

の財産
ざいさん

などの権利
け ん り

を守
まも

る制度
せ い ど

  

です。あなたは、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

を知
し

っていましたか。（○は１つだけ） 

１．内容
ないよう

などをよく知
し

っている 

２．詳
くわ

しくは分
わ

からないが、概要
がいよう

は知
し

っている 

３．名前
な ま え

を聞
き

いたことがある程度
て い ど

 

４．名前
な ま え

を聞
き

いたことはないし、内容
ないよう

も知
し

らない 

問
とい

26 あなたは、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

についてどのように思
おも

われますか。（○は１つだけ） 

１．既
すで

に利用
り よ う

している 

２．今
いま

すぐ利用
り よ う

したい 

３．必要
ひつよう

になれば利用
り よ う

したい 

４．将来的
しょうらいてき

には利用
り よ う

することも考
かんが

えられる 

５．利用
り よ う

は考
かんが

えていない 
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災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

等
とう

について 

問
とい

27 あなたは、つくば市
し

自立
じりつ

支援
しえん

協
きょう

議会
ぎかい

で発行
はっこう

している「障害
しょうがい

がある人
ひと

と支援
しえん

を行
おこな

う人
ひと

のための防災
ぼうさい

ガイドブック」を読
よ

んだことがありますか。（○は１つだけ） 

１．読
よ

んだことがある 

２．読
よ

んだことはないが、存在
そんざい

は知
し

っている 

３．存在
そんざい

を知
し

らない 

問
とい

28 あなたは、火事
か じ

や地震
じ し ん

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に一人
ひ と り

で避難
ひ な ん

できますか。（○は１つだけ） 

１．できる ２．できない ３．わからない 

問
とい

29 家族
か ぞ く

が不在
ふ ざ い

の場合
ば あ い

や一人暮
ひ と り ぐ

らしの場合
ば あ い

、近所
きんじょ

にあなたを助
たす

けてくれる人
ひと

は  

いますか。（○は１つだけ） 

１．いる ２．いない ３．わからない 

問
とい

30 火事
か じ

や地震
じ し ん

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に困
こま

ることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．投薬
とうやく

や治療
ちりょう

が受
う

けられない 

２．補
ほ

装具
そ う ぐ

の使用
し よ う

が困難
こんなん

になる 

３．補
ほ

装具
そ う ぐ

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の入手
にゅうしゅ

ができなくなる 

４．救助
きゅうじょ

を求めることができない 

５．安全
あんぜん

なところまで、迅速
じんそく

に避難
ひ な ん

することができない 

６．被害
ひ が い

状 況
じょうきょう

、避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

などの情報
じょうほう

が入手
にゅうしゅ

できない 

７．周囲
しゅうい

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

がとれない 

８．避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

の設備
せ つ び

（トイレ
と い れ

など）や生活
せいかつ

環境
かんきょう

が不安
ふ あ ん

 

９．その他
た

（                          ） 

10．特
とく

にない 
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問
とい

31 災害
さいがい

時
じ

など緊急
きんきゅう

に避難
ひ な ん

しなければならなくなったときに備
そな

えて、現在
げんざい

対策
たいさく

を

行
おこな

っていることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．避難
ひ な ん

しやすい避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

や避難
ひ な ん

ルート
る ー と

の確認
かくにん

 

２．避難
ひ な ん

時
じ

の介助者
かいじょしゃ

などの確保
か く ほ

 

３．薬
くすり

・ケア
け あ

用品
ようひん

などの予備
よ び

の確保
か く ほ

 

４．飲食物
いんしょくぶつ

の予備
よ び

の確保
か く ほ

 

５．持ち出し
も  だ  

品
ひん

の準備
じゅんび

 

６．発
はつ

電機
で ん き

などの電源
でんげん

確保
か く ほ

 

７．病院
びょういん

や福祉
ふ く し

事業所
じぎょうしょ

との話合
はなしあ

い 

８．その他
た

（                          ） 

９．特
とく

にない 

問
とい

32 災害
さいがい

時
じ

など緊急
きんきゅう

に避難
ひ な ん

しなければならなくなったときに備
そな

えて、今後
こ ん ご

どのよう

な対策
たいさく

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．避難
ひ な ん

しやすい避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

の確保
か く ほ

 

２．避難
ひ な ん

時
じ

の設備
せ つ び

（トイレ
と い れ

など）の整備
せ い び

 

３．日頃
ひ ご ろ

から避難
ひ な ん

方法
ほうほう

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

う 

４．地域
ち い き

で助
たす

け合
あ

える体制
たいせい

の整備
せ い び

 

５．避難
ひ な ん

時
じ

の介助者
かいじょしゃ

などを確保
か く ほ

する 

６．避難
ひ な ん

訓練
くんれん

等
とう

に参加
さ ん か

できるようにする 

７．その他
た

（                          ） 

８．特
とく

にない 
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親
おや

なきあとの地域
ち い き

での生活
せいかつ

について 

※問
とい

33～問
とい

36は、頼
たよ

ることができる家族
か ぞ く

がいないことを想定
そうてい

して回答
かいとう

してください。                  

問
とい

33 あなたは将来
しょうらい

、どこで生活
せいかつ

したいと考えて
かんが    

いますか。（○は１つだけ） 

１．自宅
じ た く

 

２．入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

など） 

３．どちらでもいい 

４．その他
た

（                         ） 

 

【問
とい

34は、問
とい

33で「１．自宅
じ た く

」を選
えら

んだ方
かた

にお聞
き

きします。                 

問
とい

34 あなたが将
しょう

来
らい

、自宅
じ た く

での生活
せいかつ

を希望
き ぼ う

する理由
り ゆ う

を教えて
おし    

ください。（あて

はまるものすべてに○） 

１．住み慣
す  な

れているため、安心
あんしん

できるから 

２．一人
ひ と り

でいると落ち着く
お  つ  

から  

３．現在
げんざい

自宅
じ た く

で介護
か い ご

してくれている人
ひと

と良い
よ  

関係
かんけい

を築
きず

けているから 

４．現在
げんざい

自宅
じ た く

で一人
ひ と り

暮
ぐ

らしをしており、不自由
ふ じ ゆ う

なく過
す

ごせているから 

５．病院
びょういん

や商店
しょうてん

など必要
ひつよう

な施設
し せ つ

が近
ちか

くにあり、生活
せいかつ

しやすいから  

６．慣れた
な   

環境
かんきょう

から離れる
はな    

ことが不安
ふ あ ん

だから 

７．周り
まわ  

に人
ひと

がいると落ち着かない
お  つ    

から 

８．新
あたら

しい人間関係
にんげんかんけい

を構築
こうちく

するのが大変
たいへん

だから 

９．施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

するとお金
かね

がかかりそうだから  

10．施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

すると行動
こうどう

が大
おお

きく制限
せいげん

されそうだから 

11．施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

するために必要
ひつよう

な手続
てつづき

がわからないから 

12．施設
し せ つ

の選び方
えら  かた

が分
わ

からず、不安
ふ あ ん

が大きい
おお    

から 

13．その他
た

（                         ） 
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【問
とい

35は、問
とい

33で「２．入所
にゅうしょ

施設
しせつ

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

など）」を選
えら

んだ方
かた

にお聞
き

きします。 

 問
とい

35 あなたが将
しょう

来
らい

、入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

での生活
せいかつ

を希望
き ぼ う

する理由
り ゆ う

を教えて
おし    

ください。

（あてはまるものすべてに○） 

１．支援
し え ん

をしてくれる人
ひと

がいるため、安心
あんしん

できるから 

２．周り
まわ  

に人
ひと

がいる環境
かんきょう

だと安心
あんしん

できるから  

３．体験
たいけん

利用
り よ う

などを経て
へ  

、信頼
しんらい

できる入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

を見
み

つけているから  

４．現在
げんざい

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

で生活
せいかつ

しており、現状
げんじょう

に満足
まんぞく

しているから 

５．常
つね

に支援
し え ん

をしてくれる人
ひと

が傍
そば

にいないと、生活
せいかつ

できないから 

６．入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

に対する
たい    

不安
ふ あ ん

はあるものの、自宅
じ た く

での単独
たんどく

生活
せいかつ

の方
ほう

が、不安
ふ あ ん

が大きい
おお    

から 

７．その他
た

（                          ） 

問
とい

36  あなたは将来
しょうらい

、地域
ち い き

での生活
せいかつ

においてどのようなことが必要
ひつよう

になると

思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．在宅
ざいたく

で医療
いりょう

ケア
け あ

（導
どう

尿
にょう

、経管
けいかん

栄養
えいよう

、たんの吸引
きゅういん

など）が適切
てきせつ

に受
う

けら

れること 

２．必要
ひつよう

な在宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

が適切
てきせつ

に利用
り よ う

できること 

３．自分
じ ぶ ん

の障害
しょうがい

に適
てき

した住居
じゅうきょ

の確保
か く ほ

 

４．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

などの入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の充実
じゅうじつ

 

５．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

などの入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の体験
たいけん

利用
り よ う

や見学
けんがく

が行
おこな

えること 

６．生活
せいかつ

訓練
くんれん

などの充実
じゅうじつ

 

７．経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

 

８．相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

９．緊急
きんきゅう

時
じ

の相談先
そうだんさき

の充実
じゅうじつ

 

10．地域
ち い き

住民
じゅうみん

などの理解
り か い

 

11．コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

についての支援
し え ん

 

12．サービス
さ ー び す

利用
り よ う

に係る
かか   

手続
てつづき

の簡略化
かんりゃくか

 

13．その他
た

（                          ） 
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質問
しつもん

は以上
いじょう

です。最後
さ い ご

に、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

や行政
ぎょうせい

の取組
とりくみ

について、何
なに

か    

ご意見
い け ん

がありましたら、自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

ください。計画
けいかく

策定
さくてい

に向
む

けて、参考
さんこう

にさせて 

いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力
きょうりょく

ありがとうございました。 



第２期つくば市障害者プラン 

策定に向けたヒアリング調査票 

 

 

- はじめに - 

 

 

- ご記入に当たって – 

 

 

 

 
◎ この調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

 

つくば市 福祉部 障害福祉課 担当：飯田・近藤 

TEL： 029-883-1111（代表） 内線 2220 

FAX： 029-868-7544 

メール： wef020@city.tsukuba.lg.jp 

  

この調査票は、障害者関係団体の皆様のご意見をお聞きし、「第２期つくば

市障害者プラン」策定の基礎資料とさせていただくものです。お忙しいところ恐

れ入りますが、 ご回答にご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

○それぞれ該当する項目に記入してください。 

○調査票の質問事項に基づいてご回答ください。自由記述の形式は特に問いません。 

○この調査票はマイクロソフト Word で作成しています。手書きではなく、電子データでの  

回答を希望される場合は、下記の連絡先までお申し出ください。様式データをご提供   

します。 

○回答は、●月●日（●）までに障害福祉課へご提出ください。 

資料４－３ 
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１．貴団体について 

団体名  

代表者  

記入者及び記入日 

■記入者：  

■記入日： 令和４年  月  日 

連絡先 

■電 話 ：  

■e-mail：  

対象 

※該当するものすべてに○ 

１．身体 ２．知的 ３．精神 ４．障害児 

５．その他（                                      ） 

活動期間 

※わかる範囲で 
約                      年  または 設立年度  年 

活動対象圏域 

主な活動場所・拠点 

※該当するものすべてに○ 

■圏域： １．市全域 ２．大穂 ３．豊里 ４．谷田部東 

 ５．谷田部西 ６．桜 ７．筑波 ８．茎崎 

 ９．その他（                                   ） 

■活動場所・拠点：  

活動内容 

■活動目的： 

 

■主な活動・行事内容： 

 

■活動の頻度（該当するものに○）： 

 １．週５～７回 ２．週２～４回 ３．月３～４回 

 ４．月１～２回 ５．年６～11 回 ６．年１～５回 

 ７．その他 （                                       ） 

構成員の状況 

※令和４年 10 月１日現在 

■構成員：  人  およその平均年齢  歳 

■５年前からの構成員の数の変化： 

 １．増えた（約  人） ２．減った（約  人） 

 ３．変わらない 
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２．貴団体の状況や今後の障害者施策に求めるものについて 

（１）～（12）の項目についてご意見をお聞かせください。 

（１）活動上の問題について 

※該当するものすべてに○ 

１．新規メンバーの加入が少ない 

２．メンバーの高齢化や世代の偏りがある 

３．メンバーが仕事・家事などで忙しい 

４．活動メンバーの専門性が不足している 

５．役員のなり手がいない 

６．会議や活動場所の確保で苦労している 

７．活動がマンネリ化している 

８．活動資金が不足している 

９．活動に必要な情報が集まらない 

10．情報発信する場や機会が乏しい 

11．障害者のニーズに合った活動ができていない 

12．他の団体と交流する機会が乏しい 

13．その他  下の欄に具体的な内容をご記入ください 

14．特に困ったことはない 

 

 

 

 

 

 

 

（２）障害や障害者への理解と交流、共生のまちづくりについて 

障害や障害のある人に対する周りの理解と地域社会のあり方、障害のある人とない人との交流

に関すること 等 
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（３）生活環境について 

公共交通機関などの移動手段や施設のバリアフリー化に関すること、住まいや住宅に関すること 等 

 

 

 

 

 

 

 

（４）安全・安心な暮らしについて 

防災対策・避難所、防犯対策に関すること 等 

 

 

 

 

 

 

 

（５）差別の解消・権利擁護について 

障害を理由とする差別の解消や合理的配慮、権利擁護に関すること 等 

 

 

 

 

 

 

 

（６）障害福祉サービスについて 

在宅のサービスや通所・入所サービスについて 等 

 

 

 

 

 

 
 



4 

（７）相談・情報提供について 

相談支援に関すること、サービスなどに関する情報提供について 等 

 

 

 

 

 

 

 

（８）医療・保健について 

疾病の予防や早期発見・対応などに関すること、医療に関すること 等 

 

 

 

 

 

 

 

（９）教育・保育・療育について 

学校教育に関すること、保育・就学前教育、療育などに関すること 等 

 

 

 

 

 

 

 

（10）雇用・就労について 

就労支援や定着支援、就労先や雇用現場に関すること 等 

 

 

 

 

 

 
 



5 

（11）生涯学習、文化・スポーツ活動について 

生涯学習、文化活動、スポーツ活動及び余暇活動に関すること 等 

 

 

 

 

 

 

 

（12）地域生活支援拠点等の整備について 

障害者等の地域生活を支える相談体制や支援拠点の整備に関すること 等 

 

  ※「地域生活支援拠点等」とは、障害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据えた、居住支援

のための機能をもつ場所や体制のことです。以下の「５つの柱」から構成されます。 

     

１．相談  ２．緊急時の受け入れ・対応  ３．体験の機会・場 

       ４．専門的人材の確保・養成  ５．地域の体制づくり 
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３．今後の活動方針について 

（１）今後取り組みたい、または充実したい活動について 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（２）上記の活動を進めるにあたって必要な行政支援、市民や地域の協力 等 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画策定にあたってのご意見・ご要望 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で質問項目は終了です。ご協力ありがとうございました。 
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会議録 

会議の名称         第２回つくば市障害者計画策定懇談会 

開催日時 令和５年３月 20日（月）午前 10時 00分開会・午前 11時 33分閉会 

開催場所 つくば市役所２階２０３会議室 

事務局（担当課） 福祉部障害福祉課 

出

席

者 

委員 森地 徹、五十嵐 純子、池田 由美、大山 真紀子、生井 祐介、 

細田 忠博、篠﨑 純一、武田 真浩、後藤 真紀、齊藤 新吾、 

中島 幸則、吉田 真一 

その他 （株）グリーンエコ東京事業所 児玉健 

事務局 福祉部：     部長 安曽 貞夫、次長 根本 祥代、 

障害福祉課：   課長 岡田 治美、課長補佐 中村 央子 

         統括医療技士 吉村 千賀子、係長 飯田 強 

         係長 植弘 康嗣、主事 近藤 秀将 

障害者地域支援室：室長 福田 学 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数    ４ 人 

非公開の場合は

その理由 

 

 

議題 （１）つくば市障害者プランの進捗評価について 

（２）アンケート・ヒアリング調査報告について 

会議録署名人  確定年月日  

会 

議 

次 

第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議題 

４ その他 

５ 閉会 

議  事  の  経  過 

１．開会 

 

２．座長挨拶 

 

３．議題 

（１）つくば市障害者プランの進捗状況について 

・事務局より資料１-１、１-２、２、３、４-１、４-２を説明 

【質疑応答】 

（委員）アンケートについて、郵送のみではなく、ネット経由でも回答する選択があっても
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良いのではないか。ネット回答もできるようになればもっと回答数が増えたのではないか。

ネット回答があれば無作為抽出ではなく全員に配ることができるのではないか。経費の面で

もペーパーレス化ができるのでは。 

（事務局）実際に他市町村でもウェブ回答を進めているケースはあるので検討させていただ

く。 

 

（委員）紙媒体では、郵送ができにくい人などもいると思うので、ＱＲコードからネットで

回答ができるのはよいと思う。ただ、ネット環境がない方もいると思うので両方できるよう

に、アンケート調査を行っていただきたい。 

（事務局）ペーパーレス化を進めていく一方で、答えられないという人が出てこないように

配慮させていただく。 

 

（委員）資料１-１P16「97.障害児の総合的な支援体制の整備」「101.障害児の保育所の受入

れ体制の整備」について、幼稚園の受け入れに関しては、障害の程度によって、毎日通える

お子さんがいる一方で、週に２回しか通えないお子さんもいると聞いている。ほとんど昔と

受入体制が変わっていないので、実態を把握したうえでの評価なのか確認したい。 

また、資料１-１P17「110.学校教育の充実」について、実際に、特別支援教育の中で、子

どもが先生の対応によりパニック状態になったケースがあるが、全職員に研修や周知がされ

ていたのか。 

（事務局）福祉支援センターの利用の件に関しては昨年度から、幼稚園、保育所に出向いて

情報連携を進め、より幼稚園、保育所で適切に支援を受けられるようしている。今後も、幼

稚園、保育所で、障害を持っているお子さんに関して、支援がより適切に受けられるような

体制を作らせていただきたい。 

 

（委員）実際にお子さんが週に２回しか幼稚園に通えてないということがあるということに

ついてどう思うか。「２日しか来ないでください」「来たら早く帰ってください」と言われた

りで、お母さんのメンタルは悪化すると思われる。 

（委員）十数年前と全く変わらない状況とはいえ、市長に障害だったり病気をお持ちのお子

さんに知見のある方を配置するようお願いし、それから少し進んだかなとは思う。幅広い

方々をコーディネートするところに、多岐にわたって相談に乗ってくれるような方がいない

と、子どもの場合はこれから活動を広げていくところなので、大人になっていく道筋が立た

ない。つくば市独自のものが大事なところで、実際に生活している方々に届かないところが

ある限りは、入り込んだほうが良い。 

 

（委員）「来ないで」というのは、完全にその障害を理由とした差別に入ってくると思う。

このような件は一つずつ解消していくしかない。差別解消法の中に差別解消地域支援協議会

の設置を求めているが、つくば市は自立支援協議会がそれを担っている。ただ、自立支援協

議会の中で差別の事例を検討したことは一度もなく、機能していない。既存の仕組みの中に

組み込まれているにも関わらずそこが機能していないということが、大きな課題なのかなと
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思う。障害者自立支援協議会がＢ評価になっており、大人部会と子ども部会でそれぞれ検討

してると思うが、差別解消地域支援協議会が機能する仕組みを作っていき、つくば市で差別

を無くしていくための啓発や周知をしてもらいたい。 

（事務局）差別解消地域支援協議会を障害者自立支援協議会の中でどのように開催していく

か検討したい。 

 

（委員）例えば幼稚園、保育園の担当するクラスの先生とか、上の先生とかだけの認識では

障害児に対する対応ができないときもあると思う。園内での研修でもかまわないのでそうい

うことは進めていくことを促したほうが良い。 

（事務局）幼稚園、保育所で受け入れる側の先生方の支援、その知識・技術・質の向上は非

常に大事なところ。今後検討していきたい。 

 

（委員）50 番の合理的配慮事業の整備で、合理的配慮の民間事業者の利用状況から見て、な

ぜこれがＢになるのか。実態として令和３年度０件、累計でも７件となっている。 

（事務局）令和３年度は実績がないが、昨年度末から今年度にかけて周知に取り組んで、件

数としては今年度９月末現在では２件で、10 月以降相談等受けて実績は少し出ている。実績

としてはあってしかるべきだが、実績が増えてきているという状況での評価としているとこ

ろ。 

 

（委員）アンケートを見ると、障害を持っており、孤立している人たちが多いという印象を

受けた。また、相談支援員への期待感があると思われるが、そこに応えられていないのでは。

相談支援の充実、必要な情報にアクセスしやすい環境づくりにつくば市全体として計画的に

取り組んでいくということが、障害を持っている人が安心して生活していくため必要だと思

う。また、差別解消地域支援協議会について、来年の４月から民間事業者の合理的配慮が義

務化になる。その上でつくば市として、これからは民間事業者に対する周知、研修、理解等

を進めていく取組を実施していかなければならない。そのためには計画が必要になるので、

差別解消地域支援協議会の役割を持つ自立支援協議会が、リーダーシップを取り、アイデア

を出していく機関として必要になってくると思う。 

（事務局）貴重な御意見であり、差別解消地域支援協議会の開催・活用について、考えてい

きたいと思う。 

 

 

（２）アンケート・ヒアリング調査報告について 

・事務局より資料５-１、５-２、６を説明 

【質疑応答】 

・委員より委員配布資料の説明 

（事務局）指摘いただいたことについてアンケートから読み取れたので、他の課とも情報共

有しつつ、つくば市として何ができるか検討させていただきたい。 
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（委員）23 ページの問 17 で、つくば市障害者プランの合理的配慮支援事業と重なる部分も

あると思うが、外出時にあると良いもので、障害者専用駐車場、洋式トイレ、多目的トイレ

等は合理的配慮助成事業の中の工事費等で対応できると思うが、ホテルのシャワーチェア、

音声誘導、音声案内、介護用ベッドとか、貸し出し用の車いす、ユニバーサルベッド、読み

がな付きメニュー等は、おそらく合理的配慮の助成制度で民間事業者の方に合理的配慮とし

て提供できるものになるのかなと思う。今現在の合理的配慮の助成事業の対象にさらに加え

てもらうようにしていただきたい。 

（事務局）合理的配慮の支援事業については、商工会を通じてのお知らせや、中小事業者向

けの広報等で周知をしている。そこから問い合わせがあるが、実際どこまでの工事ができる

のかなどの細かいところについては、個別に状況を確認していくしかない。これまでの実績

を参考に、こちらから提案させていただいたり、案内の記載内容を細かくしたりなど、検討

していければと思う。 

 

（委員）通学、通勤、外出での移動について、身体障害者の方には様々なサービスがあると

思うが、精神障害の場合も、例えば向精神薬や抗うつ剤を使用し、躁などの色々な副作用が

ある中で、車を運転したり、公共交通機関を利用している人がおり、それも一人でそういう

ことをしないといけない場面があるので、精神障害でもそのようなサポートがあれば非常に

助かる。また昔、１級にタクシーの券を渡していたと思うが、２級でも精神障害に関する薬

をたくさん飲んでる方もいるので、その辺り配慮をいただきたい。 

（事務局）障害のある方々の外出を支援するための移動手段の選択肢の拡充というところ

で、今年度、いわゆる交通系のＩＣカードを、電車とかバスに対してもご利用できるという

状況まで拡充した。周知も必要だというようなアンケート結果もあるので、その方に合った

移動手段を選べるように丁寧な周知は引き続きしていく。その方に合った移動手段というと

ころもあり、さまざまな支援制度のご案内がまず必要だと考えている。 

 

（委員）資料５-１の P28、学校等で困ったことで、「課題や授業についていけない」割合が

高い。実際小学校から中学校に上がる場合に、義務教育学校は小中学校が同一敷地内なので

小学生の様子も見れるが、ほかの小中学校は校舎が完全に別なので、小学校から中学校に上

がってきたときに初めてその子の障害の状況や必要な支援を初めから見なくてはいけない

ため、確認するまでに時間がかかる。中学に上がった時点で授業が難しくなって、ついてい

けないというのが出てるのかなと思うので小中の連携がもっと密になれば子どもにとって

も先生にとってもスムーズに移行できるのでは。中学校で初めて学習障害が判明する子がい

てこの子たちは小学校のときには多分大変だっただろうなと感じる。早い段階から気づいて

支援があればもっと楽だったんじゃないかなと感じ。 

（事務局）具体的にどうしていくかは、この場では答えることができないが、非常に貴重な

お話だと思うので担当課とも共有する。 

 

（委員）障害理解と啓発について、精神科クリニック、大学病院等では精神障害、例えば統

合失調症と学習障害等でも差別を受けることはないが、個人クリニックでは差別を受けるこ
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とがあり、つらい思いをすることもあると聞く。医師の中でも専門外だというのはわかるが、

医師会とか、医師に対しての啓発活動もお願いしたい 

（事務局）医師会の協力など、具体的なものはまだだが、是非、取り組んでいきたいと思う。 

 

（委員）資料１P17、106 障害児相談支援事業について、障害児の相談支援員をつけたいニ

ーズが高まっている。障害者、障害児の両方をやっていると大変だったりするのかと思った

り、障害児の相談支援が増えると障害者の相談支援の回数が減ってしまうのではとか思う。

障害児の相談支援の体制をもっと増やしてもらいたいという声がある 

（事務局）相談事業の開設の相談がいくつか来ており、まずは障害者からというところがあ

るが、なるべく障害児のほうの指定も取っていただくようお願いしている。今年に入ってか

ら開設されたところもあり、そちらも、障害児もやっていただけるような状況。足りてはい

ないと思うが、徐々に増えている。 

 

（委員）国連の障害者権利条約の中でも女性の障害の項目があり、女性特有のデータがない

というのが国連の中でも課題になっている。できれば、アンケートの結果として男女別デー

タが欲しい。 

また、事業評価については計画書に掲載されていない。市がどういう評価をしているのか 

わからない中で、市民として意見も言いようがないし、検討もできないと感じている。他の

自治体では事業評価が記載されており、これから市民が行政に参加するのは必須だと思うの

で、市民に今どういう評価であったっていうことを伝えるってことを検討していただきた

い。 

（事務局）障害持った女性のデータの公開については、慎重に検討する。事業評価について

はこの懇談会の議事録等で公開はしてはいるが、障害者プランに記載することで、より周知

されやすいという御意見と思うので、検討させていただく。 

 

（委員）検討するということだが、それは載せたほうが良いということか。それとも、担当

課が載せるか載せないかを決めるのか。 

（事務局）この場で決定ということは難しいということで御理解いただきたい。ただ、貴重

な意見なので、「検討」という言葉にはなってしまうが、しっかり考えさせていただきたい。 

 

（委員）男女別のデータも慎重に検討ということだと思うが、少なくとも担当課のでは男女

別の違いは認識しているのか。データとして把握しているのか 

（事務局）現状ではまだ細かい集計ができていない。これから集計作業を進める。 

 

（委員）資料６のヒアリング調査まとめの（３）ヒアリング結果のまとめで団体の活動上の

問題について、⑥「会議や活動場所の確保に苦労している」は市で御協力いただける内容か

なと思う。コロナになってからコミュニティ棟が使えなくなった。コミュニティ棟は交流セ

ンターと同じ扱いで今、一番小さいサイズで１個しか使えない状態でいつ開放になるのか。

キッズスペースに段ボールとかを置き始めており、もう空けてくれる気がないのかなと思っ
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ている。コミュニティ棟が使えないならどこかに建ててもらわないと。ただ、新しくできた

ところでも行きにくい場所だったりと、障害当事者だと公共交通機関でも行きにくかったり

することがある。これからもっと場所が足りなくて苦労する人の声が増えると思う。交流セ

ンターは多いが、南や北ではやりにくいため、中心部でやるほうが良い。大きめの会議室だ

と２階が多く、古い交流センターではエレベーターもなくて苦労している。 

（事務局）設備の計画の内容になってくるため、今お答えするということが難しく、担当課

等に話をする。 

 

（委員）資料５の「すてっぷのーとあゆむ」についての回答で、８割近い方が存在を知らな

い。発達障害、知的障害、精神障害を持つ方々も生活をしやすいようなかたちの、自分の自

己管理のノートみたいなものを作れるようなアプリとかになると良い。実際に内容を見ると

何書いたらいいかわからない、自分に当てはまるものがない。自身でカスタマイズできるよ

うなものを、つくば市内にベンチャー企業が多いのでそういったところにつくば市が提案を

して作ってもらえばよいのでは。普通の子育てであったり、生活をしていく中で特殊性があ

るのを、障害がある、病気を持っていると言うところだと思うので、これからできると良い

と思う。 

（事務局）あゆむの形式の中で改善したほうがいいのではないかという意見もいただいてい

る。自立支援協議会で今年度、あゆむの内容を改善していこうと委員さんの方々から御意見

をいただき、本人が必要な内容をカスタマイズできるような様式に改訂をしていくことを進

めている。やはり関係機関への周知や、書き方が難しいことが、あゆむの広まり方が少ない

原因ではないかという指摘もあったので、関係機関への周知の方法だったり、書き方の支援

も含めて自立支援協議会の中で進めていく。 

 

（委員）赤ちゃん訪問や相談支援員が計画だけを作る人というような感じになっており、十

分に相談を受けられていないのではないか。人物像を把握しないまま計画を立てている相談

員がいて、デイサービスの職員から詳細を一から話さないといけないという話を聞くと、相

談支援員のあり方に疑問がある。相談支援員も加わりながら情報を蓄積し、大人になるため、

大人になってからの生活も支えてるための内容を充実させていく、先の目標を捉えたものに

していただきたい。 

 

（委員）アンケートの内容について、外出支援のニーズが高いことと、外出先での支援につ

いて不安を持っている方が多いことが読み取れた。ハード面についてはバリアフリーの助成

などの支援策によって進んできているが、ソフト面については、大規模商業施設等に配置さ

れている総合案内などを広めていくなど、改善の余地があるように思う。 

 また、制度設計が縦割りになっていて、支援が行き届いていない部分があると思われるの

で、そこを念頭に置いて計画・制度等を考えていければと思う。 

 

（委員）今回のアンケートとヒアリングの内容について、外出支援については、バリアフリ

ーマスタープランにも反映できるものもあるかなと思うので、このアンケートと団体ヒアリ
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ングとか使わせていただければと思う。あと、今日、開始 30 分前に会場を開けてもらい、

座長の方とか何名かで簡単な意見交換をした。良い話ができたので次回以降も 30 分ぐらい

ちょっと早めに開けて屈託のない意見とか交換させていただきたい。 

 

４．その他 

・次回の懇談会の開催については６月ごろを予定。 

 

５．閉会 

 

 

 



アンケート調査及びヒアリングへの意見 

 

つくば市障害者計画策定懇談会委員 

 

アンケート調査及びヒアリングから下記のことが共通の課題であると考えます。 

 

①情報へのアクセスで困っている。 

 相談先を見つけることやホームページで情報を得ることができていない。 

 →情報を得やすいような取り組みをした方が良いのではないかと考えます。 

  （情報がない訳ではない。そこまでたどりつけない。） 

サービスとして足りていないこともあるが、既存の仕組みで存在しているサービ

スもある。しかし、そのサービスまで辿り着けなくて困っている。 

相談支援員でも知らない情報がある。 

つくば市として情報の整理などが必要であると思います。 

 

②通学、通勤、外出での移動に困っている。 

→やれることがもっとないのかつくば市として検討する必要があるのではない

かと考えます。 

 障害福祉課だけではなく、総合交通政策課（つくバス・つくタク）や高齢福祉

課（福祉有償運送）など関係課との協議も必要だと考えます。 

 

③障害理解と啓発 

どの分野でも、相手がもっと障害について理解して欲しいというニーズが多い。 

→つくば市として障害の理解と啓発の事業の充実が必要ではないかと考えます。 

 

 

 



資料１－１　つくば市障害者プラン　進捗評価表

進捗評価
(５段階)

評価の根拠（取り組んだ内容や成果・課題など） 事業 事業概要

障害の有無にかかわらず、安心して自立した生活を送ることができる共生社会

1

障害者地域支援室 B

新型コロナウイルス感染症の影響により、啓発事業は縮
小していたが、昨年は障害者週間の期間中に、障害者施
設等の物品販売の機会を設け、障害福祉に関する理解促
進を図った。

社会福祉協議会 B

誰でも気軽に参加できるスポ－ツやレクリエーションを
通して、知的障害者の方の心身のリフレッシュを図ると
ともに、ボランティアの交流を深めることを目的に実施
されている「みんなでDoスポーツ！」（毎月第2日曜
日）事業開催についてチラシ、ホームページにより啓発
に努めた。

2 広報紙の活用
広報紙への掲載を通して、障害者に対する情報提供に努
めていきます。

障害福祉課 B
制度の改正などについて、広報紙への掲載により情報提
供に努めた。

広報戦略課 B
年間を通じて市ホームページ承認申請及びSNS掲載依頼
があった際は、発出希望日に合わせて正確・丁寧・迅速
に情報を発信した。

障害福祉課 B
制度の改正などについて、必要な情報を正確に提供する
ため、迅速に情報を更新するよう努めた。

4
障害者週間を通した啓発・広
報活動

障害者週間(12月３日～９日)を通して、市民全ての人々
が障害に対する理解と認識を深めるための啓発・広報活
動に努めていきます。

障害者地域支援室 B

令和４年12月５日～７日に、障害者施設等で作製した
小物や食品等を市役所内で販売し、市報やHPで広報活
動を行った。今後も、当該期間中にイベントを開催する
などして、啓発・広報活動に努めていく。

5
在住外国人への情報提供や多
文化共生に対する意識啓発

外国語広報紙の発行やホームページ等での情報発信、外
国人相談窓口の設置のほか、国際理解講座等の実施を通
して、多文化共生に対する意識を啓発します。

国際都市推進課 B

8言語で外国語広報紙を年４回、令和３年度は延べ
12,492部発行したほか、市内13の小中学校で国際理
解講座を開催し、1,164人が受講した。また、外国人相
談窓口には令和３年度に延べ711件の相談があった。ご
自身やご家族の障害に関する外国人からの相談も寄せら
れており、担当課と連携しながら丁寧に対応を行ってい
る。

在住外国人への情
報提供や相談窓口
の周知強化

・外国語広報紙の発行やホームページ等で
の情報発信のほか、障害のある外国人も言
語に関わらず適切に相談することができる
よう、外国人相談窓口の周知強化を図ると
ともに、担当課と連携を図りながら対応し
ます。

6 男女共同参画意識の啓発

性別によって分け隔てられることなく、相互に人格と個
性を尊重し合える社会の実現に向けた理解と意識を深め
るため、各種啓発活動を推進していきます。
また、市民一人ひとりの能力や行動力を高めるため、交
流の場や学習機会を提供します。

男女共同参画室 B

令和3年度：男女共同参画セミナーを年９回開催し、女
性のエンパワーメントやワークライフバランス等に関す
る学習機会を提供し、226人の参加があった。
　また、ジェンダーやDV、性的マイノリティなどを
テーマに「男女共同参画室だより」を年４回発行し、意
識啓発を行った。
・令和４年度（９月まで）
男女共同参画セミナー　５回開催
男女共同参画室だより　２回発行

7
つくば市障害者計画、つくば市
障害福祉計画、つくば市障害児
福祉計画

つくば市障害者計画、障害福祉計画、障害児福祉計画を策定
する際、関係者ヒアリングやアンケート調査などによるニー
ズ把握を行い、利用者にとって望ましい形での施策への反映
に努めます。

障害福祉課 A

計画の策定にあたり、関係者ヒアリング調査や障害者に対す
るアンケート調査を行ったほか、令和4年度から当事者の方
を障害者計画策定懇談会委員に任命し、必要なニーズを把握
し、当事者の意見が反映できるよう努めた。

8 障害者自立支援協議会
地域における障害者への支援体制に関する課題について、関
係機関等が情報を共有し、連携の緊密化を図り、地域の実情
に応じた体制の整備について協議を行っていきます。

障害者地域支援室 B
協議会の委員全体での会議を1回、ほか、防災や就労を通じ
た自立支援を主なテーマに、分科会や作業部会を計12回開催
した。

進捗評価 見直し※現計画における表記変更・概要等の変更があれば記載

共生のまちづくりの推進

1-1 啓発・広報活動の充実

1 市民への啓発活動

障害の特性に対する理解と認識を深めるため、障害の特
性や、各種障害福祉に関連した講演会等のイベント情報
を発信することにより、啓発・広報活動に努めていきま
す。

基
本

理
念

基
本

目
標

大
目
標

事業 事業概要 所管・担当課

3 ホームページの活用
市ホームページ及び市公式SNS等を活用し、市民に対す
る正確・丁寧・迅速な情報提供を図ります。

1-2 地域づくり

1 / 20 ページ



資料１－１　つくば市障害者プラン　進捗評価表

進捗評価
(５段階)

評価の根拠（取り組んだ内容や成果・課題など） 事業 事業概要

進捗評価 見直し※現計画における表記変更・概要等の変更があれば記載
基
本

理
念

基
本

目
標

大
目
標

事業 事業概要 所管・担当課

こども政策課 B

つくば市社会福祉協議会に委託し、令和３年度は協力会員を
増やす取り組みとして、チラシの配布や退職予定にある保育
士等に対し、協力会員登録の依頼などを行った。また令和４
年度より、サポーターになるための基礎研修が年１回から年
２回に増やして実施される事になり、令和４年7月に1回目の
研修が開催された。２回目は１月に予定しており、これまで
日程が合わずに受講出来なかった協力会員が次年度を待たず
にサポーター活動ができるようになる見込みである。
今後も、子育て家庭の支援に繋がるような取り組みを検討し
ていく。

会員数1,365人（利用会員1,156人、協力会員168人、利
用・協力会員41人）
年間利用者数512人　活動回数　2229回　（令和４年3月
31日現在）

社会福祉協議会 A

新たなパンフレットを作成し、内容がわかりやすく子育て世
代が手に取りやすいものに変更した。サービスをより利用し
やすくするため窓口の他、ZOOMを活用した対応など登録の
対応の幅を広げた。

10 生活支援体制整備事業

地域の多様な主体がメンバーとなり、その地域ならではの支
え合いの仕組みづくりを話し合う場である「第２層協議体」
を圏域ごとに設置し、協議体と協力しながら地域の様々な活
動をつなげ組み合わせる調整役として、地域の実情に詳しい
「生活支援コーディネーター」の配置を行っていきます。

地域包括支援課 B

第１層協議体では、各圏域から挙がった地域課題（移動支
援、活動場所など）について、今後の方向性について協議を
始めることができた。
第２層協議体は、地域のニーズを把握し、住民と協働して集
いの場や生活支援の仕組みなどを構築することができた。

11 地域見守りネットワーク事業

地域によっては、ふれあい相談員を早急に設置する必要があ
るため、その地域に適した相談役を見つけ、設置に向けて積
極的に働きかけ、見守りが必要な方に対し、地域で見守るこ
とのできる仕組みづくりを進めていきます。
社会福祉協議会を中心とした小地域福祉活動の基礎づくりを
推進します。

社会福祉協議会 B

ふれあい相談員数は、目標（170名）に達しなかったもの
の、地域の様々な方の理解と協力により132名となってい
る。見守り登録者が死亡、施設入所等により326名となった
が、新規登録者が35名増えている状況である。ふれあい相談
員と民生委員との顔合わせを兼ねた懇談会を持つことで、地
域の状況について共有しながら、連携しながら取り組んでい
る地域も増えつつある。

社会福祉課 B

令和３年度は利用会員登録者数34名、延べ利用件数が362
件であった。新型コロナウイルスの影響がある中でも一定数
の需要があり、順調に推移している。今後も、継続して相談
窓口等において事業の周知を図り、普及促進に努めていく。

社会福祉協議会 B
ホームページにて事業案内チラシを掲載し、事業の利活用と
周知及び普及に努めた。

学び推進課 B

コロナの影響があり対面での交流や共同学習はあまりできて
いないが、ZOOMを使った交流は行うことができた。交流以
外の方法で児童生徒への理解啓発を行うことはできており、
多くの児童生徒、教職員の障害者に対する理解は全体的に向
上しつつある。

特別支援教育推進室 B

これまでの対面による交流だけでなく、オンラインでの交流
や手紙や作品を通しての交流など、様々な方法により交流を
深めることができた。交流により相互理解の促進を図ること
ができた。

14 福祉移動教室
手話や点字、車いす体験など、児童・生徒が体験的に福祉を
学ぶ機会を得られるよう努めます。

社会福祉協議会 B
新たに「福祉体験・ボランティア活動メニューリスト」を作
成し各学校の教員に配布し、福祉体験等の機会に繋がるよう
努めている。

12 さわやかサービス事業
さわやかサービス事業などの住民参加型サービス等につい
て、窓口及び相談等の際に事業の利活用と周知を図り、事業
普及の促進を支援していきます。

1-3 福祉教育の推進

13
市内小中学校・義務教育学校と
特別支援学校との交流促進

市内小中学校・義務教育学校と特別支援学校との交流を通し
て、障害児に対する理解を深めます。

9
つくば子育てサポートサービス
事業

子育てについて援助を受けたい人と援助をしたい人により会
員組織を作り、地域の人が子育て家庭を支援することを目的
とし、子育て家庭を支えるネットワークのひとつとします。
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15 ボランティア活動基盤整備事業
ボランティア活動を支援するため、ボランティア保険の受付
や福祉機材の整備・貸出しを行います。また、ボランティ
ア・市民活動を支援する団体助成事業を実施していきます。

社会福祉協議会 B
ボランティア活動保険等の受付や福祉機材の整備・貸出し及
びボランティア・市民活動を支援するため団体助成事業を実
施し、活動支援に努めている。

社会福祉課 B

様々な体験の機会を提供する「福祉体験教室」を令和３年度
は11回開催し、延べ353名の児童が受講した。今後も小中
学校への事業周知を図るとともに、児童・生徒が夏休み等の
期間中に学校以外の場で継続的に福祉に触れる機会を継続し
て設けていく。
また、市民ボランティア育成講座として令和３年度は傾聴講
座、オンライン講座を開催し、延べ43名が受講した。今後も
ボランティア活動に必要な知識の習得を目的とした講座を開
催し、ボランティアの育成に努めていく。

社会福祉協議会 B

新たに「福祉体験・ボランティア活動メニューリスト」を作
成し各学校や地域に配布し、福祉体験等の機会に繋がるよう
努めている。ボランティアや地域活動に必要な情報や技術を
学べるよう講座を実施している。

17
ボランティアネットワーク支援
事業

ボランティア連絡協議会と連携し、ボランティアの情報交換
や交流、活動発表の機会等を持ちボランティア間の横のつな
がりの強化に努めます。

社会福祉協議会 B
ボランティア連絡協議会と連携し、ボランティア活動の情報
発信や情報交換の機会を持つ取り組みを実施している。

18 ボランティアセンター広報事業
ホームページや「つくばボランティアセンターNEWS」等で
ボランティア活動にかかわる情報を発信していきます。

社会福祉協議会 B
ＨＰやボランティアセンターＮＥＷＳの発行の他、ボラン
ティア活動団体情報マップ等を作成し情報発信を行ってい
る。

19 ボランティアセンター運営事業
ボランティアコーディネーターを配置し、ボランティア活動
の希望や受入、悩み等の相談対応を行ったり、情報提供や需
給調整を行います。

社会福祉協議会 B
ボランティアコーディネーターを配置し、ボランティアに関
わる相談対応を行っている。

20 各種奉仕員養成講座の開催
視覚障害者や聴覚障害者のコミュニケーション支援やボラン
ティアの育成を図るため、各種奉仕員養成講座（手話・要約
筆記・点訳・音訳）を開催します。

障害者地域支援室 B
視覚障害者や聴覚障害者の生活支援や社会参加を促すために
必要な支援技術を学ぶ機会として、各種奉仕員養成講座を開
催している。

地域包括支援課 D

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、ほとんどの施設
で外部からのボランティア受入れを中止しているため活動者
は減少しているものの、ボランティア交流会を開催し、ボラ
ンティア自身の介護予防やコロナ禍での活動について意見交
換を行うことができた。また、筑波技術大学における移動販
売での購買補助のボランティアが開始されるなど、活動の場
の拡大を図った。

社会福祉協議会 C
介護支援ボランティアの活動を継続的に推進しているが、新
型コロナウイルス感染拡大により、活動先となる福祉施設の
ボランティア受入が難しい状況となっている。

2

22 つくば市市営住宅長寿命化計画

市営住宅の長寿命化のための大規模改修工事では、バリアフ
リー等に配慮した仕様での改修を促進します。また、建て替
えについては、構造や間取り等に関しても障害者や高齢者世
帯に配慮した居住水準・仕様での整備を推進します。

住宅政策課 B

1団地の２棟で市営住宅の浴室改修工事を実施し、新たに浴
室内へ手すりを設置し、浴室出入り口の段差を小さくしまし
た。また、１団地で、敷地内共有部に手すりやスロープを設
置しました。

生活環境の整備推進

2-1 住宅政策の推進

1-4 ボランティア活動の促進

16
ボランティア育成・支援・研修
事業

小中学生や青少年に対し、体験等を通して福祉やボランティ
アへの興味や関心につながる機会を提供します。
ボランティア活動を希望する市民に対し、活動の基本となる
知識や必要な技術等を習得するための講座を開催しボラン
ティアの育成に努めます。

21 介護支援ボランティア事業
介護支援ボランティア活動を通じて地域貢献することを奨励
し、高齢者自身も社会参加活動を通した介護予防を推進しま
す。
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23
重度障害者住宅リフォーム補助
事業

重度障害者に対し、在宅で過ごしやすい環境を整備するため
の住宅改修補助制度の周知を行い、専門職（理学療法士、作
業療法士）と協力して相談に応じられる体制の整備を図りま
す。

障害福祉課 B

制度の対象となる可能性がある方には、身体障害者手帳及び
療育手帳の交付時等に「障害者福祉ガイドブック」を用いて
制度の周知を行っている。また、住宅改修に関する具体的な
相談があった場合は、生活状況や現状、リフォームの内容を
聞き取り、必要に応じて専門職が自宅を訪問するなどの対応
を行った。

24
つくば市民間賃貸住宅情報提供
事業

障害者や高齢者世帯等の住宅確保要配慮者に対し、低額な民
間賃貸住宅の情報を窓口で提供し、市内における安定した居
住の確保を図ります。

住宅政策課 B

住宅確保要配慮者の入居を拒まない登録セーフティネット住
宅について窓口や電話で情報提供を行いました。また、宅地
建物取引業協会より提供を受けた低額家賃の民間賃貸住宅情
報の閲覧は、令和３年度に17件で、うち障害のある方は３件
でした。

25 住居確保給付

離職・廃業から2年以内、または休業等により収入が減少し
離職等と同程度の状況にある方で、住居を失った方（または
失う恐れの高い方）に対し、一定期間家賃相当額を支給する
とともに、再就職に向けた支援を行います。

社会福祉課 B

新規申請件数については、令和3年度74件、令和4年度は9
月末現在で13件であり、新型コロナウイルス感染症の状況に
より申請件数は減少傾向にあるが、支援が必要な方を制度に
つなぎ、適切な支援を実施することができた。
住居確保給付金を支給した方に対しては、ハローワークでの
職業相談の他、定期的な面接を行い、求職活動の助言等の支
援を行っている。

26 グループホームの利用促進
新規参入事業所の迅速な情報収集に努め、事業者情報を的確
に把握し、特色ある事業などを実施している事業者の情報提
供を積極的に行います。

障害福祉課 B

開設に向けた事前相談等があった際に、地域の実情や利用者
のニーズを説明し、事業開始に向けた助言を行っている。ま
た、新規開設を含めた事業所の情報を相談支援事業所等に提
供することで利用を促進している。

障害者地域支援室 B

市内6か所の音声誘導装置の保守点検、4か所の公共施設内の
いす式階段昇降機の保守点検をし、バリアフリー環境の維持
を行っている。また、特定公共的施設については、必要に応
じて、「茨城県ひとにやさしいまちづくり条例」に基づいた
助言を行い、施設環境の整備に努めた。

建築指導課 B
「茨城県ひとにやさしいまちづくり条例」に基づき、対象建
築物について適合状況を確認した。
・届出件数（R3：13件、R4（4月～9月）：17件）

28 道路の修繕・改修
路面凹凸の解消については、地区要望、通報及びパトロール
などを基に、修繕・改修工事を実施していきます。

道路管理課 B
地区要望、通報及びパトロールを基に、修繕・改修工事を実
施。（令和３年度及び令和４年９月末までの修繕・改修工事
件数：632件）

高齢福祉課 B

福祉有償運送を行う特定非営利活動法人等に対して補助金を
交付することにより、身体障害者、要介護認定者等の交通手
段の利用を十分に確保することができない方の社会参加の促
進が図れた。
各年度末時点利用件数（H30：2,846、R1：2,693、
R2：1,947、R3：1,917）
事業者が継続して運営できるよう、引き続き支援を行うとと
もに、今後の運営支援について検討していく。

障害者地域支援室 B

令和４年4～９月分の利用件数が、前年度の同時期と比較し
て10件増となっていることから、当該事業の需要が高まって
おり、公共交通を利用することが困難な方の外出の利便性の
向上に寄与している。

2-2 都市施設・道路の整備

27 施設環境の整備

公共施設等においてバリアフリー化を含めた公共施設の環境
整備に努めます。
茨城県ひとにやさしいまちづくり条例に基づき、特定公共的
施設の建築、大規模の修繕又は大規模の模様替えの工事をし
ようとする者から届出を受け、審査することで、整備基準に
適合していることを確認します。また、必要に応じて、届出
者に指導及び助言を行うことで、整備基準に適合させ、全て
の人が安全かつ容易に社会参加できるための環境整備を目指
します。

2-3 交通手段の確保

29 福祉有償運送事業

福祉有償運送事業実施団体の参入に努めることによって、公
共交通機関を利用することが困難な人に対して、外出の利便
を図っていきます。また、実施団体へ補助金を交付し支援し
ていきます。
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30
コミュニティバス・デマンド型
交通運行業務

公共交通に関する調査・分析を行い、コミュニティバスやデ
マンド型交通を運行することにより、移動利便性の高い公共
交通網の形成に努めます。

総合交通政策課 A

■コミュニティバス「つくバス」
・令和３年10月にバス停留所間の所要時間及び全体所要時間
の最適化を行い、１日当たり８便の増便を実施。
・路線バス運行実証実験の結果を踏まえ、令和４年４月に茎
崎シャトル（１日当たり22便）を新規運行。上郷シャトルに
運転士１名を追加し１日当たり４便の増便を実施。このほか
小学校の登下校時刻に合わせたダイヤ見直しやバス停留所の
１か所追加、１か所移設などを実施。
■デマンド型交通「つくタク」
・つくタクの乗降実績や要望等を踏まえ、令和３年４月から
令和４年９月までに、つくタク乗降場所96箇所の追加、移
設、廃止を実施。
・令和３年４月から、市に住民登録がある妊婦又は３歳未満
の子を持つ母親を対象に、出産支援運賃割引制度を開始。

31 ノンステップバス導入促進事業
移動等円滑化の促進に関する基本方針に基づき、つくバスの
ノンステップバスでの運行に加え、路線バスへのノンステッ
プバスの導入を推進していきます。

総合交通政策課 A

■つくバス
・ノンステップバス100％導入済み
■路線バス(関東鉄道)
つくば市ノンステップバス導入補助金交付要綱を策定・施行
し、国、県及び関係市町村との協調補助により、路線バスへ
のノンステップバス導入を促した。
・令和3年度～4年度は新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、関東鉄道（株）で車両購入見送り
・令和５年度は車両購入予定有のため、補助金の活用意向を
確認している
※平成29年度末時点で、全車両のバリアフリー化(ノンス
テップバス又はワンステップバスの導入)は達成済み。

32 障害者運賃割引制度
身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳を所
持している人及びその介護者（１名）を対象に、つくバスと
つくタクの運賃の割引（半額）を行います。

総合交通政策課 A

障害者割引実施数
つくバス：業務委託先が集計困難であることから、未集計で
ある。
つくタク：令和３年度5,633人
　　　　　令和４年４月～７月1,796人

33 福祉タクシー制度の充実
障害者の社会参加の促進を図るため、障害者福祉タクシー券
の助成制度に関する広報・周知を図り、利用促進に努めま
す。

障害者地域支援室 B
令和4年４～９月分の交付者数が、前年度の同時期と比較し
て約15%増となり、障害者の社会参加の促進につながってい
る。引き続き、啓発に努める。

34
障害者の運転免許取得・自動車
改造の助成

障害者の社会参加の促進と日常生活の利便を図るため、運転
免許取得・自動車改造の助成を実施して、交通手段の確保を
支援します。

障害者地域支援室 B

就労等に伴い、自動車運転免許取得及び自動車改造を行う場
合に必要な費用の一部を助成している。
免許取得費申請者数：R３　３人、R4(9月末)　0人
改造費申請者数：R３　３人、R4(9月末)　２人
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3

防犯交通安全課 B

令和３年度
・区会回覧　：７回回覧
・広報つくば：９回掲載

令和４年度（９月末時点）
・区会回覧　：４回回覧
・広報つくば：６回掲載

区会回覧、広報紙等を活用して、自動車盗難、ニセ電話、住
宅侵入窃盗等の防犯に関する啓発・広報活動を行った。今後
も引き続き、これらの媒体を活用し、啓発・広報活動に努め
ていく。

危機管理課 A

・広報つくばへ防災に関する記事を令和３年度に４回（６
月、９月、12月、２月）、令和４年度上半期に２回（５月、
７月）掲載しました。幅広い年代に周知する工夫として４コ
マ漫画も掲載しました。
・防災に関する動画を市公式YouTubeにて、令和３年～令
和４年度上半期に３回配信しました。

36 地域見守りネットワーク事業

住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続けられるように、
地域住民による助けあい活動や支えあい活動を推進し、地域
住民が福祉関係者と協力、連携しながら見守りが必要な方に
対し地域で見守ることのできる仕組みづくりを進めます。

社会福祉協議会 B

ふれあい相談員数は、目標（170名）に達しなかったもの
の、地域の様々な方の理解と協力により132名となってい
る。見守り登録者が死亡、施設入所等により326名となった
が、新規登録者が35名増えている状況である。ふれあい相談
員と民生委員との顔合わせを兼ねた懇談会を持つことで、地
域の状況について共有しながら、連携しながら取り組んでい
る地域も増えつつある。

37 避難行動要支援者への支援

避難において支援が必要な障害者の状況を把握するため、避
難行動要支援者名簿を作成し、避難支援関係者に提供すると
ともに、避難支援個別計画の作成を依頼し、災害時における
地域の支援を推進します。

社会福祉課 B

令和４年９月15日時点において避難行動要支援者3,150
名のうち警察、消防、民生委員、自主防災組織等の支援
者への名簿情報提供に同意したのは1,374名。そのうち個別
避難計画書作成済は1,078名で作成率は78%であった。
作成率は、令和２年度末で３%、令和３年度末で67%と上昇
しており、今後も市職員による対象者宅への訪問等により作
成率のさらなる向上に取り組んでいく。

38 福祉避難所の受入れ体制の構築

指定避難所で過ごすことが困難な人のために、災害時に福祉
避難所として開設が可能な福祉施設等と避難行動要支援者の
受入れに関する協定を締結するなど、緊急時の受入体制を構
築します。

社会福祉課 B
令和４年９月末時点における福祉避難所の指定状況は、市内
の社会福祉施設等の2５か所です。

39 障害特性に応じた災害時支援
避難が必要な災害時に、指定避難所、福祉避難所で過ごすた
めに、特性や困りごとを周囲に理解してもらうよう、周知、
啓発に努めます。

障害福祉課 B
「障害がある人と支援を行う人のための防災ガイドブック」
をつくば市障害者自立支援協議会で意見を伺いながら作成
し、ホームページ、広報紙、関係機関等に周知した。

40
医療的ケアが必要な人への災害
対応の支援

日常生活で電源を必要とする医療的ケアが必要な人に対し、
避難支援個別計画作成の支援を行い、災害時に備えるための
ガイドブックを作成し、周知に努めます。

障害福祉課 A

「医療的ケアを必要とする方と家族のための災害時対応ノー
ト」と「災害時ガイドブック（在宅で医療的ケアを必要とす
る方用）」を作成し、ホームページや広報紙等で周知すると
ともに、必要な方には障害福祉課で記載内容についての相談
にも応じている。

3-1 防犯・防災体制の充実

35 防犯・防災に関する啓発・広報
市民等に対し、防犯・防災に関するパンフレット等の回覧・
配布により、防犯・防災に関する知識の普及を図ります。

安全・安心な暮らしの確保
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41 防災訓練プログラムの導入
地域住民と連携した防災訓練や防災訓練プログラムの体験の
機会を設けていきます。

社会福祉協議会 C
新型コロナウイルス感染拡大により、住民と連携した防災訓
練等を実施することは難しい状況となっている。職員のみで
行う災害ボランティアセンター設置訓練は継続している。

42 福祉移動教室メニューの追加
従来の福祉教育プログラムに加えて、防災訓練プログラムを
導入し、体験を通して学びの機会を提供します。

社会福祉協議会 B
福祉体験教室のメニューに災害時の対応を学ぶメニューを加
え、依頼に応じて実施している。

43 消費者被害等の未然防止
市民全体が正しい認識を持ち、地域でも支えられるようにす
るため、消費者教育を推進し、注意喚起情報の提供に努めま
す。

消費生活センター B

消費者被害の未然防止やトラブルに対応できる消費者力をつ
けるための出前講座を実施した。また、啓発チラシの回覧や
広報誌、ホームページなどによる情報発信を行い、幅広い年
代層に向けた啓発活動を実施した。

44 消費者トラブルの相談
消費者トラブルに遭ってしまった場合の相談業務の充実とと
もに、普及啓発に努めます。

消費生活センター B
消費生活相談員の積極的な研修受講により相談対応、問題解
決へのレベルアップを図り、苦情相談等に対し、助言・あっ
せん等を行い、消費者トラブルの解決に努めた。

4

障害者地域支援室 B
令和3年度は3件の実績あり。必要に応じて事業者に、適切な
利用ができるよう情報提供を行っている。

地域包括支援課 B

成年後見制度の利用が必要な市民に対して市長申立て及び報
酬助成等の支給を行い、被後見人の権利擁護を図ることがで
きた。
市長申立て件数；2件、報酬助成2件

社会福祉協議会 B

(1)つくば成年後見センター
　　成年後見制度の利用促進と日常生活自立支援事業を実施
する包括的な権利擁護
　支援機関として平成30年10月から設置
　ア実施体制…専門員４名（社会福祉士、臨床心理士）
　イ中核機関業務…利用支援業務、啓発業務、法人後見人受
任業務、法人後見人等監督人業務、利用促進基本計画に係る
業務
(2)主な実績
　ア利用支援業務…659件（昨年度827件／年）
　イ法人後見受任業務…７件（後見６件、保佐１件）
　ウあんしん生活支援サービス…２件
(3)効果
　　「あんしん生活支援サービス（（見守り+財産管理+死後
事務委任）+任意後見契約）」は、利用希望者からの問い合わ
せの他に他県、他市町村社協からも問合せがあり、視察研修
受入れや情報交換、市町村研修に応じている。

障害者地域支援室 B

社会福祉協議会に設置されているつくば成年後見センターに
より、制度に関する相談や専門職や市民向けの講座を開催す
るなど周知啓発が実施された。
社会福祉協議会では、平成30年10月から法人後見受任を開
始し、R4年9月末時点では８件受任、うち1件は後見終了。

46 成年後見制度推進事業

法人後見を実施することで、判断能力に支援を要する方の権
利を擁護するとともに、住み慣れた地域において安心して暮
らし続けられるよう支援します。併せて、制度の普及啓発、
市民後見人の養成、後見監督人の受任等を行います。

3-2 消費者被害等の未然防止

権利擁護の充実

4-1 成年後見制度と日常生活自立支援事業の充実

45 成年後見制度利用支援事業

成年後見制度の利用支援を目的に、審判請求費用や成年後見
人等に対する報酬を助成します。また、身寄りがないなど後
見等開始の審判請求を行う人がいない障害者等を対象に、市
長が審判開始の申立てを行います。
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地域包括支援課 B

令和3年4月に地域連携ネットワークを担う中核機関をつくば
成年後見センター（つくば市社会福祉協議会に委託）に設置
し、関係機関が協働する体制を整備した。つくば成年後見セ
ンターでは、法人後見の受任、市民、関係団体等への普及啓
発、市民後見人養成講座終了者のフォローアップ研修、後見
人支援等を実施している。

47 日常生活自立支援事業
認知症や知的・精神障害等で判断能力の不十分な方々に、福
祉サービスの利用手続きや日常的金銭管理、書類等の預かり
等を実施します。

社会福祉協議会 B

(1)実施体制
　ア専門員…7名（支援計画作成や契約関係業務等を行う職
員）
　イ生活支援員…18名（具体的援助活動を提供する職員）
(2)福祉サービス利用手続き及び日常的な金銭管理の援助
　ア利用料…1,100円/時間（生活保護受給者は免除）
　イ契約者数…32名（認知症高齢者16名、知的障害者5
名、精神障害者11名）
(3)書類預かりサービスの実施
　ア利用料…500円/月（生活保護受給者は免除）
　イ契約者数…7名（認知症高齢者3名、知的障害者1名、精
神障害者3名）
(4)効果
　　日常的な金銭管理能力の低下に伴い、介護保険サービス
をはじめとする福祉サービスの導入・継続が困難になりがち
だが、本事業利用者の多くは順調に利用できている。また、
健康、福祉、医療の支援チームからも本事業について、好評
をいただいている。

48 障害者虐待防止事業

「つくば市障害者虐待防止センター」を設置し、24 時間
365 日体制で、障害者への虐待に関する通報の受理、障害
者の保護のための相談・指導及び助言を行うほか、障害者へ
の虐待の防止及び養護者に対する支援に関する広報・啓発を
行います。

障害者地域支援室 B

つくば市虐待防止ネットワーク運営委員会及び実務者会議を
各１回ずつ開催したほか、ガイドブックの配布やHPで障害
者虐待防止の周知を行った。
令和3年度の相談件数は11件。うち1件は虐待案件対応。
令和4年9月末時点での相談件数は５件。虐待案件対応なし。

障害者地域支援室 B

障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要領を平成
28年10月に策定し、職員が適切に対応するよう定めた。市
民に対しては、市のホームページへの掲載やパンフレットの
設置等により普及啓発を行った。

人事課 B

令和３年５月20日に課長補佐級研修において「障害者差別解
消推進研修」を実施した。今後も障害を理由とする差別の解
消の推進に関する法律について正しく理解するための研修機
会の確保に努めていく。

50 合理的配慮支援事業

障害者の社会参加の促進を図り、誰もが安心して暮らせる共
生のまちづくりを推進することを目的として、事業者や住民
自治組織が、コミュニケーションボードの作成・物品の購
入・工事の施工を行った場合に補助金を交付します。

障害者地域支援室 B

市広報、市ホームページで周知しているほか、つくば商工会
の会報や商業者等にチラシを配布するなどして周知広報を実
施している。
H30～R2：5件、R3：0件、R4.9月末：2件

46 成年後見制度推進事業

法人後見を実施することで、判断能力に支援を要する方の権
利を擁護するとともに、住み慣れた地域において安心して暮
らし続けられるよう支援します。併せて、制度の普及啓発、
市民後見人の養成、後見監督人の受任等を行います。

4-2 障害者虐待防止のための体制の整備

4-3 差別の禁止

49
障害者差別解消法の主旨の普及
啓発

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律に基づき、
職員に対しては、適切に対応するために必要な研修を行い、
市民に対しては、市のホームページ等にて普及啓発に取り組
みます。
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5

51
障害福祉サービス提供体制の充
実

相談支援事業所と連携し、利用者が適切なサービスを受ける
ことができるように、障害者の個々のニーズ、社会的資源を
的確に把握するとともに、社会的資源の整備・促進と質の向
上を図ります。
さらに、つくば市が設ける介護職員就労スタートアップフォ
ロー給付金や介護職員キャリアアップ費用給付金の制度を活
用し、介護職員の増加や質の向上を図ります。

障害福祉課 B

市と相談支援事業所で連携し、利用者が適切なサービスを受
けることができるよう努めるほか、より効率的で質の高い
サービス提供体制の確立を目指して「つくば市相談支援事業
所連絡会」を定期的に開催し、事業所間の連携を図った。
また、つくば市が設ける介護職員就労スタートアップフォ
ロー給付金や介護職員キャリアアップ費用給付金の制度を事
業所に周知し、介護人材の確保と介護サービスの質の向上を
図った。

52 地域生活支援事業の充実

相談支援事業、意思疎通支援事業、日常生活用具給付事業、
移動支援事業、地域活動支援センター事業の円滑な実施に努
めるとともに、利用者のニーズに即したサービスの充実を検
討していきます。

障害福祉課 A
既存の事業を円滑に実施してきたほか、令和４年度からは新
たな事業として「つくば市重度障害者等就労支援特別事業」
を新たに開始して、サービスの充実を図った。

53 福祉支援センターの充実
福祉支援センターにおいて、障害者の日常生活動作等の機能
訓練や社会適応訓練等の充実を図ります。

障害者地域支援室 B
社会福祉法人等への事業委託により、支援のノウハウを活用
すると共に、定期的に専門職を派遣して支援を継続してい
る。

54 短期入所事業等への参入の促進

既存の障害福祉サービス事業者に対し、障害児等に対する短
期入所事業や生活介護事業、日中一時支援事業への参入を働
きかけます。また、新たに居住系の福祉サービスを開始する
事業所に対しても短期入所等への参入を働きかけていきま
す。さらに、県と連携を図り、円滑に事業所指定の手続きが
進むよう支援し、新規参入しやすい環境づくりに努めていき
ます。

障害福祉課 B

共同生活援助を開設する事業者に対して、空床型の短期入所
への参入を働きかけることで、令和３年度以降に２つの施設
が併設で短期入所の指定を受けている。
また、関係各機関と連携し、開設手続きがスムーズに進むよ
うな支援を引き続き行っている。

55
グループホーム事業の充実と利
用促進

共同生活援助（グループホーム）の新規開設や施設整備につ
いて、関係機関と連携して支援していきます。また、開設後
は、相談支援事業所を通じて、利用希望者に積極的に情報を
提供することで、利用を促進していきます。

障害福祉課 B

茨城県障害福祉課をはじめ、関係する各機関と連携し、開設
の手続きがスムーズに進むような支援を引き続き行ってい
る。
施設から空床情報等が提供された場合は、相談支援事業所を
通して利用希望者に情報提供を行い、利用促進に努めてい
る。

56 施設情報の提供

利用者一人ひとりに合った福祉サービスの利用を目指し、事
業所ガイドブックを作成・更新して、新規参入事業所や既存
事業所の特色ある事業などの情報を利用者に迅速に提供して
いきます。

障害福祉課 B
毎年度、情報を更新したガイドブックを作成して、窓口で配
布するほかホームページに掲載して情報提供を行っている。

57
日中活動系サービスや居住系
サービス事業への参入促進

各種の障害福祉サービス事業への新規参入を促進するため、
県と連携を図り、円滑に事業者指定の手続きが進むよう支援
していきます。

障害福祉課 B

茨城県障害福祉課をはじめ、関係する各機関と連携し、開設
の相談があった際は、地域の実情や利用者からのニーズを説
明し、開設の手続きがスムーズに進むような支援をしてい
る。

地域生活の充実

5-1 日常生活支援の充実
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障害福祉課 B
複数台の車いすを常備するとともに、市民に安全・安心に利
用していただけるよう、定期的な安全点検及び必要な修理等
を行っている。

社会福祉協議会 B

市内在住で介護保険非該当の高齢者や障害者、けがや病気の
方等、事情により一時的に車いすを必要とする方に対して、
３カ月を原則として無料で貸し出しを行った。
(1) 主な実績
  ア　貸出件数　令和３年度　82件
　　　　　　　  令和4年度上半期　39件

59 宅配食事サービス事業
配食サービスを活用しながら、心身の障害等の理由で調理や
買物が困難な高齢者の安否確認や健康保持を図っていきま
す。

高齢福祉課 B

食事を調理することが困難なひとり暮らし高齢者や高齢者世
帯に対し、栄養計算された高齢者向けの弁当を委託業者が調
理・宅配することにより、利用者の健康維持・安否確認を実
現している。
各年度末時点利用者数（H30：119、R1：145、R2：
140、R3：162）
安否確認事業であることを理解していただき、引き続き事業
を実施していく。

60 難病患者への支援

難病患者の支援については、保健所との連携を含め、関係機
関と協力し進めていきます。また、手帳取得対象外の難病患
者で制度に該当する方には、障害福祉サービスによる支援を
行っていきます。経済的支援としては、難病患者福祉金を支
給します。

障害福祉課 B

障害者総合支援法に定められた難病に罹患されている方に対
しては、利用可能な福祉用具や障害福祉サービスに関する各
種補助・助成制度を周知し、随時これらの利用に関する相談
に対応している。
また、難病患者の方の生活を支援するため、つくば保健所か
ら指定難病特定医療費受給者証の交付を受けた方に対し、難
病患者福祉金を支給している。受給者数は令和3年度は
1,578人、令和4年度は９月末時点で1,540人。（つくば保
健所において本制度の周知をしていただいている。）

医療年金課 B
障害基礎年金について、受付したものを毎週日本年金機構へ
進達している。令和3年度は143 件、令和4年度65件（9月
末現在） 。

障害福祉課 B

心身障害者扶養共済事業により、親亡き後の障害者の将来に
対し、保護者の方が抱く不安の軽減を図っている。
また、法令に基づく特別障害者手当、障害児福祉手当及び経
過的福祉手当のほか、当市独自の制度である在宅障害児福祉
手当の支給を通じて、障害者（児）やその介護者に対し、経
済的な支援を行っている。
心身障害者扶養共済(加入) R3：57人、R4.9月末：64人
心身障害者扶養共済(受給) R3：27人、R4.9月末：27人
特別障害者手当　R3：93人、R4.9月末：90人
障害児福祉手当　R3：117人、R4.9月末：111人
経過的福祉手当　R3：4人、R4.9月末：4人
在宅障害児福祉手当　R3：429人、R4.9月末：440人

62 水道料金の減免
障害者の日常生活支援のため、使用者からの申請により規程
に基づく水道料金の一部減免を行います。

上下水道業務課 B
令和3年度使用者からの申請に基づき約350件の水道使用箇
所に対し、水道料金の減免を実施した。

63 全庁的な連携体制の強化
障害福祉に携わる関係各課の連携を推進し連携体制の強化を
図ります。

障害福祉課 B
必要に応じて関係各課との協議を行い、全庁的な連携に努め
ている。

58 車いす貸し出し事業
車いすが一時的に必要になった人などで既制度の利用ができ
ない人に対して、車いすが利用できるよう貸し出しを行いま
す。

61 障害基礎年金・各種手当等
障害基礎年金・心身障害者扶養共済事業・その他各種手当支
給事業等により、障害者(児)やその介護者に対し、経済的な
支援を行います。

5-2 保健・医療・福祉・教育の連携
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64
福祉に関する職員研修の計画的
実施

福祉に関する職員研修を計画的に実施し、市民の福祉の増進
を基本として、市民の立場に立って考え、行動する職員を目
指します。

人事課 B

令和３年11月10日～11日に新規採用職員等を対象に、市民
の視点に立った円滑なサービスの提供を目的として日常の身
の回りに存在する障害を自ら体験する「ユニバーサルデザイ
ン研修」を実施した。今後も筑波技術大学と連携しながら、
継続的な実施に努めていく。

65 発達相談

障害福祉課の臨床心理士を中心に、発達の気になる児童の保
護者等から相談を受け、早期に適切な支援をしていくことに
より、児童の発達を促し、保護者の育児を支援します。ま
た、関係機関との連携を図ります。

障害福祉課 B

子育て総合支援センター、保健センターを中心に、９月末ま
でに延べ191件の発達相談を行った。その中で、必要に応じ
て保健センター、こども未来課、特別支援教育推進室等との
連携を行っている。

66 のびのび子育て教室

母子健診の事後フォローの親子教室として、集団遊びを通し
て幼児の発達を促し、また母親が幼児との関わり方について
学ぶことができるよう育児支援に努め、療育が必要だと判断
された場合は、必要な社会資源（療育等）につなげていきま
す。

健康増進課 B

・障害福祉課臨床心理士が、必要なケースに対して療育や病
院リハビリへの利用支援を行っている。
・集団遊び・個別相談支援の実施
　　児の延参加人数
　　　　　令和  3年                     226人
　　　      令和  4年（９月まで）   131人
　　実施回数：年24回（2会場、各HC月２回）

1歳６か月健診事後フォロー教室として実施。新型コロナウ
イルス感染対策のため人数等調整し教室開催した。
　
相談内容により、他機関への情報提供を行い、適切な支援に
つなぐことができた。

67 高次脳機能障害への支援の充実
高次脳機能障害普及事業の拠点機関である茨城県高次脳機能
障害支援センターや高次脳機能障害支援協力病院と連携を強
化して、支援を図ります。

障害者地域支援室 B
年間を通じ、個別事例について拠点機関の紹介や、市に対し
て情報提供や助言をいただくなど、継続した連携を図ってい
る。

68
精神障害にも対応した地域包括
ケアシステム推進事業

関係機関と連携し、その人の心や身体の状態に合った最も相
応しい在宅サービスの提供を行うため、関係者の連携による
精神科領域も含めた地域包括ケアシステムの充実に努めま
す。

障害者地域支援室 C

精神障害のある人への支援については、つくば保健所管内の
つくば市を含めた自治体や関係機関で、相談支援体制整備に
関する協議を行ってきた。今後は、支援がより充実したもの
になるよう、庁内でも連携を進めていく。

69 医療的ケア児等の相談支援
医療的ケア児等が在宅生活を送る上で必要なサービスの紹介
や相談を受け、関係機関につなぐことで、安心して生活でき
るよう支援していきます。

障害福祉課 A
令和３年３月１日から、障害福祉課に医療的ケア児等相談窓
口を開設し、保護者や関係機関からの相談を受け、必要な
サービス等についての紹介も行っている。

70
障害福祉制度についての相談対
応の充実

障害者相談支援事業者や関係機関等と連携しながら、利用者
の身体状況や生活環境に応じた適切なサービスが受けられる
よう体制を整備し、他部署とケース情報の共有を図ります。
また、利用者の障害特性等を鑑みて、ITやICT技術を活用し
た相談対応について検討を進めていきます。

障害者地域支援室 B
障害者地域支援室を中心に、障害者相談支援事業者や関係機
関と連携して相談対応を図っている。

71 女性のための相談室運営事業

女性に対する暴力やセクシュアル・ハラスメントなどについ
て、必要な情報を提供するとともに、女性が主体的に思考・
行動できるよう相談・支援を行っていきます。
相談体制については、業務の効率化を図るとともに、相談事
例が複雑化・困難化してきているため、他機関との連携強化
をしていきます。

男女共同参画室 B

　女性が抱える様々な悩みに、女性のための相談員やフェミ
ニストカウンセラー、女性弁護士による「女性のための相談
室」を実施した。
　相談にあたっては、庁内関係課と連携を図りながら、必要
な情報提供等が行えるよう支援を行った。
・令和３年度相談件数　 計579件
・令和４年度（９月まで）　計270件

5-3 相談体制の整備
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72 家庭児童相談業務の充実

要保護児童対策地域協議会において、児童相談所、教育局、
保健所等の関係機関と個々のケースに応じて適切な役割分担
をし、綿密な連携を図ることにより、家庭児童相談業務を充
実させます。

こども未来課 B

　令和３年度は、代表者会議（つくば市虐待防止ネットワー
ク運営委員会）１回、実務者会議３回、個別ケース会議33回
実施しました。
　令和４年度９月末までの開催状況としては、代表者会議
（つくば市虐待防止ネットワーク運営委員会）１回、実務者
会議１回、個別ケース会議1５回実施しました。関係機関と
個々のケースに応じて役割分担をし、綿密な連携のうえ相談
支援活動を行い、家庭児童相談業務の充実にむけて取り組み
ました。

障害福祉課 B

子育て総合支援センター、保健センターを中心に、令和３年
度は延べ４40件、令和４年度は９月末までに延べ191件の
発達相談を行った。また、必要に応じて医療機関や児童発達
支援につなぐなど、その先の見通しについても相談を行っ
た。

健康増進課 B

・臨床心理士による発達相談を実施。
【実績】令和3年度　　  114人
　　　　令和4年4～9月　83人
　　　（内のびのび子育て教室参加者7人）
　　保護者の育児の困り感や児の発達について相談を行
　　った。

74 こころの健康相談事業

「こころの問題」で悩んでいる人に対し、適切な指導を行
い、精神的健康状態が維持・増進できるよう体制づくりに努
めます。また、相談事業の周知を強化し、必要時、他機関と
の連携を充実していきます。

健康増進課 B

・こころの健康相談を実施。
      令和３年度　　　：12回（18人）
　　令和４年９月現在： ６回（ ９人）
・精神保健相談を実施。
　　令和３年度　　　：延べ264人
　　令和４年９月現在：延べ168人
・相談内容により、他機関への情報提供、関係機関や庁舎関
係課との連携を行い、適切な支援につなぐことができた。

75 地域生活支援拠点等の整備
障害者等の地域での暮らしや自立を希望する人への支援を推
進するため、相談、緊急時の対応、体験の場としての機能等
を備えた地域生活拠点等の整備を進めていきます。

障害福祉課 B
地域生活支援拠点の整備に向け、他市事例などを参考に検討
を進めている。

地域包括支援課 B

当課と障害福祉課や庁内部署との連絡・連携は密に行ってい
る。庁内関係部署と委託地域包括支援センターとの連携は、
当課を介して連携することが多い。委託地域包括支援セン
ターの定例会等を通し、庁内関係部署と委託地域包括支援セ
ンターとの連携体制の強化を図っている。

障害者地域支援室 B

地域包括支援課、こども未来課、社会福祉課や保健センター
など庁内の相談対応部署との連絡調整のほか、外部の相談支
援機関と適切なケース情報の共有を行い、複雑化・複合化し
た事例にも対応している。

77 児童発達支援センターの整備

発達に課題のある又は障害のある子どもや家族への支援を行
う療育拠点として、児童発達支援センターの整備を進め、障
害児を支援する機関との連携づくりや援助、助言などの地域
支援を行います。

障害福祉課 B

春日消防本部跡地に筑波大学がPFI事業で建設する建物の一
部を賃借し、そこに児童発達支援センターを設置するため、
筑波大学との協議を進めた。必要な機能については、建物の
設置に先立ち、順次整備を進めた。（R２障害児相談支援、
R3保育所等訪問支援事業を開始）

5-4 総合拠点・地域拠点の整備

76 相談対応部署間の連携強化

障害福祉課と地域包括支援課等の庁内部署、及び関係機関の
相談を受ける担当者同士の連絡・連携を密にします。庁内部
署間ではケース情報の共有に取り組み、適切な部署で相談に
対応できる体制を整備します。

73 発達相談

発達相談を実施することで、発達に課題のある児童を早期に
発見して、適切な指導及び支援サービスにつなぎ、児童の発
達を促すとともに、保護者の育児支援を実施し、相談業務が
円滑に実施できるよう努めます。
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78
コミュニケーション支援サービ
スの充実

聴覚・言語機能・音声機能障害のため意思疎通を図ることに
支障がある人に対し、手話通訳者等の派遣、支援のための各
種奉仕員養成講座の実施等を行いコミュニケーション支援
サービスの充実を図ります。

障害者地域支援室 B

手話通訳者及び要約筆記者を派遣し、コミュニケーション支
援サービスの充実を図っている。また、点訳奉仕員や手話奉
仕員などの各種奉仕員養成講座を実施している。受講修了後
は、多くの方が各サークルに所属してボランティア活動を
行っている。

79
障害福祉サービス事業所情報の
収集と迅速な情報提供

障害福祉サービス事業所とネットワークを密にすることで、
事業所利用に関する情報の収集に努め、迅速・適切な情報提
供を行います。

障害福祉課 B

茨城県と連携し、最新の事業所情報を収集している。
また、事業所ガイドブックを作成する際に、各事業所から詳
しい情報を収集し、ホームページや障害福祉課の窓口で利用
者に提供している。

80 視覚障害者等の読書環境整備
小説などの録音資料（CD）、大きな活字の本、点訳ボラン
ティアの活動により作成した点字絵本を備えていきます。

中央図書館 B

小説などの録音資料の提供
新たに電子図書館サービスを導入し、アクセシブルな書籍・
電子書籍の量的拡充や質の向上を図った。（令和4年10月
サービス開始）
大活字本の所蔵冊数：目標2,700冊、実績2,784冊
計画的に購入を行って所蔵数を増やし、目標を達成すること
ができた。読書バリアフリー法が制定され、また高齢者も増
えているため、今後も計画的な蔵書構築に努めたい。
点字資料の所蔵点数：目標230点、実績238点
点訳ボランティアによる点字資料の作成を行い､目標を達成す
ることができた。引き続き、点訳ボランティアによる点字資
料の作成を継続的に支援するとともに計画的に点字資料を購
入することで、サービスの充実を図りたい。

81 聴覚障害者等の緊急通報

119番FAXと緊急通報システムNET119 は、聴覚や発話に
障害があり、音声での緊急通報が困難な人を対象とした通報
システムです。119 番FAX 登録者に対しては、毎年通報訓
練を実施、適正なシステム運用を図っています。申請受付・
相談窓口を開設しており、聴覚や発話に障害がある人がス
ムーズに緊急通報できるよう、今後も市民への広報に努めて
いきます。

消防指令課 B

　登録受付業務の開設をつくば市ホームページ上に掲載して
広報を実施し、119番ＦＡＸ登録受付は令和４年度に１件、
緊急通報システムＮＥＴ119登録受付は令和３年度に10
件、令和４年度に１件行っています。また、119番ＦＡＸ登
録者に対する通報訓練は、令和３年度に17件、令和4年度に
18件実施しました。

82
市役所窓口におけるコミュニ
ケーション支援の充実

開庁日の9時から17 時まで手話通訳者を設置し、各窓口で
手話対応を行います。
磁気コイル付補聴器をお持ちの方が利用可能な磁気ループシ
ステムを、障害福祉課窓口に設置しています。
筆談ボードを障害福祉課窓口に設置し、筆談対応を行いま
す。

障害者地域支援室 B

庁内に手話通訳者を設置し、聴覚に障害のある方に対して、
窓口職員との意思疎通の支援を図っている。また、令和４年
度からは、庁舎にいる手話通訳者が、遠隔で手話通訳サービ
スも提供できるよう、通信端末等を整備している。
●窓口設置事業延べ利用者数
R3：1,388人　R4.9月末：742人

6

83 健康管理システムの活用

新健康情報管理システムを導入し、各窓口（健康増進課・保
健センター・いきいきプラザ）間で健診や予防接種等、市民
の健康情報を共有化し、統一された保健サービスの提供を
図っていきます。

健康増進課 B

・前年度より現行システムからWebシステムへの移行及び
バージョンアップに向け計画を立て準備を進めてきた。令和
4年10月11日に予定通りシステムが本稼働した。
・成人健診・母子保健・予防接種等、市民の健康情報をWeb
システムで共有、情報の一元化・指導方法の統一化・窓口で
の即時対応を可能にした。

5-5 コミュニケーション手段の確保と情報利用の円滑化

保健・医療体制の充実

6-1 健康づくりの支援
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84 健康体操教室
若い世代からの生活習慣病予防・介護予防に取り組み、全市
民を対象に、高齢になっても障害を持っていても、住み慣れ
た地域で、健康でいきいきした生活を送れるようにします。

健康増進課 C

・コロナの影響があったものの、令和３年度は約９か月半事
業を実施できた。休止時に団体への電話かけやフレイル予防
のチラシを配布したほか、民生委員協議会で周知活動を実施
した。新規申込もあった。参加人数は、目標値に至っていな
いが、積極的に活動し、成果も出ていることから、C評価と
する。

健康増進課 B

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、集団健
診会場の感染症対策を講じながら、予約制にし健診を実施し
た。
・未受診者へ個別に勧奨通知の送付。特定保健指導について
は、健診当日に分割実施を行い、利用率の向上を図った。

国民健康保険課 B

　特定健康診査の受診勧奨については、集団健診未受診者に
対し、集団健診予約時期（2月・8月）、また医療機関健診未
受診者に対しては10月に実施した。
　生活習慣改善のための保健指導は、特定健診データを基に
した対象者に「動機付け」または「積極」支援を実施し、糖
尿病重症化予防についても、レセプトから対象者を抽出し保
健指導を継続実施している。

医療年金課 B

毎年8月に勧奨通知を送付している。令和3年度は18,915
人、令和４年度は19,626人を対象に送付。
また、令和3年度には令和2年度に後期高齢者健康診査を受診
した方で、BMI21.5以下の340名に対し、低栄養防止対策
として専門職による食生活改善教室の案内通知を送付した。
そのうち25名の参加申し込みがあり、教室を開催した。

86
あかちゃん訪問（乳児全戸訪問
事業）

概ね４か月未満のあかちゃん訪問を実施することにより、異
常を早期に発見し、適切な治療に結びつけます。また、子育
て支援に関する情報提供を行うとともに、親子の心身の状況
や療育環境の把握及び助言を行い、支援の必要な家庭に対し
ては適切なサービスが提供できるよう、関係課と連携を図っ
ていきます。

健康増進課 B

・あかちゃん訪問は、令和3年度実施数2,170人で実施率
98.5％、そのうち85％は月齢２ヶ月までに実施している。
・訪問後、必要に応じて電話や再訪問等の事後フォローを実
施した（実347人、約16％）。
・支援の必要な家庭に対して適切なサービスを提供するた
め、医療機関や他市町村、関係課（こども政策課やこども未
来課、幼児保育課等）と連携を図った。令和4年実施数は
1,237人（９月末日時点）。

87 １歳６か月健康診査

専門職の問診指導、相談等により１歳６か月児の心身の発育
や発達の遅れ、疾病等を早期に発見するとともに、育児方法
や食生活など適切な指導を行い、保護者が安心して楽しく育
児ができるよう、母子健診の充実に努めます。

健康増進課 B

・健診実績は令和3年度 受診者2,360人で受診率96.8%、
令和4年9月受診分までで受診者973人で受診率98.7%。
・発達や疾病などの早期発見のため、同一の基準で問診確認
や保健指導が実施できるようスタッフ間の共通理解を図って
いる。
・継続的に支援が必要な児に対しては事後フォローを行い、
また必要時フォロー教室等へつなげれらるよう支援を行って
いる。

6-2 早期発見体制の充実

85 特定健康診査等

集団健診（特定健診・後期高齢者健診・各種がん検診）及び
医療機関健診など、健康保持の場を提供するとともに、未受
診者に対しては受診勧奨を行います。さらに、健診結果をも
とに生活習慣の改善ができるよう特定保健指導や重症化予防
を行います。
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88 ３歳健康診査

専門職の問診指導、相談等により３歳児の心身の発育や発達
の遅れ、疾病等を早期に発見し必要に応じて発達相談や療育
等のサービスにつなげます。また、育児方法や食生活など適
切な指導を行い、保護者が安心して楽しく育児ができるよ
う、母子健診の充実に努めます。

健康増進課 B

・健診実績は、令和3年受診者2,401人で受診率95.0％、令
和4年9月受診分までで受診者1,158人で受診率96.5%。
・健診を通して、異常の早期発見に努め、子育ての適切なア
ドバイスを行い、健診の充実に努めている。
・平成30年度より障害福祉課の臨床心理士が配置され、言葉
の遅れ等の発達に関する相談体制を整備した。心理相談は令
和3年度95名、令和4年9月受診分まで59名実施。

89 すこやか健康相談

乳幼児を持つ保護者等を対象に、成長発達全般・生活習慣・
栄養等の相談・助言及び情報提供を行います。不安を軽減
し、安心して育児ができるよう努めることで乳幼児の健やか
な成長を支援します。また、支援の必要な家庭に対しては、
適切なサービスを提供できるよう関係者・他課及び関係機関
との連携を図っていきます。

健康増進課 B

・各保健センターで月に一回ずつ、市役所で2か月に一回、
保健師、栄養士の個別相談を実施。実施数は、令和３年度
965人、令和４年（９月末まで）596人。
・あかちゃん訪問や母子健診の事後フォローとして、継続的
な支援の場としても活用されている。必要時他機関と連携し
て支援を行っている。

90 出前健康講座

乳幼児を持つ保護者や育児支援者に対し、子どもの健康や栄
養指導、歯科指導等について出前講座を実施し、地域に根ざ
した育児支援を展開するとともに、子育ての不安軽減に努め
ます。

健康増進課 B

・令和３年度492人、令和４年 ９月末時点246人へ出前講
座を行った。
・乳幼児教育学級、母親クラブ、子育て支援拠点等に出向
き、個別相談会や離乳食、親子遊びなどについて講座を行
い、子育ての情報を提供した。

91
市長同意による医療保護入院事
務

医療機関から医療保護入院に関する依頼があったものについ
て、医療保護入院手続きを速やかに実施します。

健康増進課 B

・市長同意による医療保護入院の手続きについては、医療機
関へ速やかに依頼書を送付し、手続きを実施した。
　市長同意入院件数
　　令和３年度　　　：入院　7件、解除　6件
　　令和４年９月現在：入院　４件、解除　3件
　前年度以前からの継続件数：25件

92 連携による在宅支援体制の充実

地域移行支援事業・地域定着支援事業の促進を図り精神障害
者等の社会参加を促します。さらに地域において社会福祉施
設等との連携を図り、在宅における支援体制の充実に努めま
す。

障害福祉課 B
地域移行支援や地域定着支援が必要な方に対して、利用を促
進することで、地域生活が継続できるような支援体制の確立
に努めている。

93 健康増進計画推進事業

健康づくり推進協議会を年に2 回開催し、協議会からの意見
を計画内容に反映させていくとともに、第4 期健康増進計画
「健康つくば21」の策定に向けて、準備を進めます。毎年度
末、各分野から提出される進捗管理表を参考に、PDCA サイ
クルマネジメントに基づいて計画全体の評価をしていきま
す。

健康増進課 B

・令和2年度にパブリックコメントと協議会の承認を得て、
第４期健康増進計画の策定を行った。
・健康づくり推進協議会を開催し、つくば市の健康づくり推
進事業について協議した。（令和3年度はコロナにより、７
月は書面開催とし、２月は中止とした。令和4年度は７月に
通常開催した。）
・令和３年度末には進捗管理を行い、計画を評価し、上記協
議会での委員方からの意見について、令和４年度活動計画に
反映することができた。
・令和4年度は市民委員（５名）を公募し、新たな委員16名
に委嘱を行った。

94 医療福祉費支給制度
医療福祉費支給制度（小児・重度心身障害者等）について、
県及び市制度に基づき実施していきます。また、制度の見直
しについて県の動向を勘案しながら検討していきます。

医療年金課 B

小児医療福祉費支給制度について、令和４年４月から市独自
助成対象を高校３年生相当まで拡大した。精神障害者の医療
費助成について、県制度による対象拡大の働きかけを行っ
た。

6-3 精神医療体制の充実

6-4 保健・医療体制の整備
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95
障害児受入れ医療機関等への支
援

市内医療機関等に対し、医療ケアが必要な障害児に対する短
期入所事業所や日中一時支援事業所の設置を働きかけ、必要
に応じ県と連携を図り、円滑に事業所指定の手続きが進むよ
う医療機関等を支援していきます。

障害福祉課 C
看護師が配置された医療行為を行うことが出来る児童通所支
援の事業所は増加しているが、短期入所事業所はないため、
引き続き働きかけを継続していく。

96 感染症対策事業

新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、感染症の発生
予防と感染拡大防止のための体制を整え、感染症発生の各段
階に応じた対策を実施します。また、感染症に関する情報・
知識を啓発し、感染症の予防に努めます。

感染症対策室 B

新型インフルエンザ行動計画に基づく健康危機管理部、保健
部を対象とした新型インフルエンザ等対策講習会実施によ
り、感染拡大防止に備えた各課の役割分担や、感染対策の基
本的知識等の習得を図った。
市民に対し、感染症に対する情報や知識をHP、SNS、市報
等で周知した。

7

97
障害児の総合的な支援体制の整
備

障害児が、地域の中で適切な治療・保育・教育が受けられる
よう、市の機関に配置されている専門職と連携して、総合的
な支援体制の整備を図ります。

障害福祉課 B
福祉支援センターの児童発達支援事業に関わる保育士等や市
の専門職が保育所・幼稚園等に出向き、子どもの状況を確認
し、支援方法についての助言等を行った。

98 おもちゃライブラリー事業
「おもちゃライブラリー」の活動ＰＲを推進し、障害児のよ
り活発な利用を呼びかけていきます。

社会福祉協議会 B
通常のおもちゃライブラリーの他、おもちゃドクターによる
ミニイベント（工作/スカイ・シャトル作り）を開催し、活動
ＰＲを行った。

99 障害のある保護者への配慮
障害者が同居する低所得世帯等に対する認可保育所(園)の保
育料適正化を図ります。

幼児保育課 B
保育料は両親の市民税額の合計により決定しております。障
害者手帳をお持ちの方がいる低所得世帯への負担軽減を現在
実施しております。

100
ペアレントトレーニング・ペア
レントメンター

発達の気になる児童の保護者が児童への接し方を学ぶととも
に、他の保護者と一緒に学ぶことでストレスの軽減を図るペ
アレントトレーニングを行います。
発達障害のある子どもを持つ保護者に対し、同じような子育
て経験のある立場から共感的なサポートや地域資源の情報提
供を行う、ペアレントメンターの活動を支援します。

障害福祉課 B

ペアレントトレーニングについては、令和３年度はコロナウ
イルス感染拡大の影響で実施できなかったが、令和４年度は
９月までに１クール実施した。ペアレントメンターの活動に
ついては令和４年度から開始し、グループ相談会を１回行っ
た。アンケートの満足度は高いが、より少人数でのグループ
を望む声もあり、より良い相談のために検討を行っていく。

101
障害児の保育所の受入れ態勢の
整備

公立保育所における加配保育士の配置や、民間保育園におけ
る加配保育士の人件費補助を行うことで、障害児の状況に応
じた受入体制の整備に努めます。
安全・安心な保育のため、各保育所の保育体制や環境等に十
分配慮しながら、保護者、保育所の双方との調整に努めま
す。

幼児保育課 B

公立保育所では、加配職員を配置することで、23か所179
人（R4.4.1時点）の障害児受入れをしております。
民間保育所等では、加配職員の人件費に対する補助金を給付
しており、30か所110人（R３実績）の障害児受入れへと繋
がっております。

102
療育の質向上のための関係福祉
施設の連携の強化

児童発達支援事業や障害児保育等、地域における療育の質を
高めるため、通園施設が有する専門的な療育機能を地域療育
の場として利用できるよう、訪問指導や研修会の開催等を行
い、関係福祉施設との連携強化に努めます。

障害福祉課 B
福祉支援センターや子育て支援センター等への巡回訪問指導
を行い、利用者の相談を受けるとともに保育者や支援者への
情報提供や療育方法の支援等を行っている。

103 障害児に配慮した施設の整備
障害児の入園・入学を関係部署と連携しながら事前に把握
し、速やかに段差解消、手摺り設置などの施設整備に努めて
いきます。

教育施設課 B
関係部署と連携し、手洗い場の交換、トイレの手摺設置など
の施設整備を行いました。

教育・療育の充実

7-1 障害児への支援
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104 障害幼児教育の充実

障害のある幼児が幼稚園入園後に適切な支援が受けられるよ
う、教職員向けの研修会を実施するとともに必要に応じて巡
回相談を実施します。
障害児が安全に安心して幼稚園生活を送れるよう、教員の指
導補助を行う特別支援教育支援員を配置します。
本人、保護者が安心して就学を迎え一貫した支援が受けられ
るよう、一人ひとりの障害に応じ適切な就学相談を実施し、
学校への移行支援を行います。

特別支援教育推進室 B

就学にあたり、一人一人の教育的ニーズを踏まえた適切な教
育が受けられるよう、特別支援教育指導員による就学相談を
実施し、学校とも連携を図りながら、就学後の円滑な支援に
つなげることができた。
　令和４年度において、４３名の特別支援教育支援員を幼稚
園に配置し、臨床心理士による幼稚園の職員・支援員向けの
研修を実施した。

105 障害児支援体制の整備
児童発達支援センターの必要な機能である障害児相談支援、
保育所等訪問支援、児童発達支援事業を実施し、障害児支援
体制の充実を図ります。

障害福祉課 A
令和２年度から障害児相談支援事業、令和３年度から保育所
等訪問支援事業を開始した。福祉支援センターの児童発達支
援事業も継続して実施している。

106 障害児相談支援事業
障害児が障害児通所支援（児童発達支援や放課後等デイサー
ビス等）を利用する前に障害児支援利用計画を作成し、一定
期間ごとにモニタリングを行う等の支援を行います。

障害福祉課 B
特定相談支援事業所の開設の相談があった際に、障害児相談
支援の同時開設を促し、事業所数の増加を図っている。

107 医療的ケア児の支援体制の整備

医療的ケアの必要な障害児が、必要とする支援を円滑に受け
ることができるように、医療的ケア児等コーディネーターを
配置し、支援を行う関係機関等との連絡・調整等を行い、連
携を図ります。

障害福祉課 A

障害福祉課に医療的ケア児等相談窓口を開設して、医療的ケ
ア児等コーディネーターを２名配置し、保護者や関係機関か
らの相談を受けている。また必要に応じて関係機関との連携
も進めている。

108
福祉教育や特別支援学校との交
流学習の実施

つくばスタイル科の時間や特別活動を通して福祉教育の充実
を図るとともに、交流及び共同学習を実施していきます。

学び推進課 B

つくばスタイル科の学習や特別活動において福祉に関する内
容を扱うことで、福祉教育の充実を図ることができている。
通常学級と特別支援学級との交流及び共同学習は推進できて
おり、福祉教育の充実が図られている。

109 放課後児童健全育成事業の整備
放課後児童健全育成事業について、集団生活で配慮が必要な
児童については、状況を把握し、加配指導員を配置するなど
受入れ体制の整備に努めていきます。

こども育成課 B

公設公営児童クラブでは、集団生活で配慮が必要な児童に対
して加配指導員を配置し、安全・安心な受入れ体制を整えて
いる。
■加配指導員
令和３年度：34名
令和４年度：39名

110
全教職員で取り組む特別支援教
育の充実

管理職及び特別支援教育コーディネーターを中心とした校内
支援体制の強化や校内委員会等の計画的・継続的実施につい
て、学校に助言を行います。
通常の学級におけるユニバーサルデザイン授業の推進ととも
に、特別支援学級担任や特別支援教育支援員との連携により
チームでの一貫した支援ができるよう学校に助言を行いま
す。

特別支援教育推進室 B

市内４５校の特別支援教育コーディネーターが集まっての連
絡協議会を行い、学校間の情報交換や研修等を実施した。校
内支援体制については、校長のリーダーシップのもと、特別
支援教育コーディネーターが中心となって関係機関等と連携
を図りながら進めている。

111 特別支援学級の指導の充実
特別支援学級の障害種別に応じ、担当教員が専門性を持って
適切な指導ができるよう、大学や特別支援学校等の関係機関
との連携を図ります。

特別支援教育推進室 B
県立特別支援学校と連携し、地域支援センター担当教員によ
る巡回相談の他、教員向けの研修会での講師等を依頼し、実
施した。

112
障害のある児童生徒の教育の充
実

学校等の要請に応じ巡回相談を実施し、指導及び支援の方法
や支援体制について助言を行います。
県立特別支援学校と市内小中学校等との連携を図り、多様な
交流を実施します。併せて、通常の学級と特別支援学級の交
流及び共同学習を推進します。
障害のある児童生徒が安全に安心して学校生活を送れるよ
う、教員の指導補助を行う特別支援教育支援員を、必要に応
じ小中学校等に配置します。

特別支援教育推進室 B

市内の公立幼稚園、小中学校、義務教育学校からの要請を受
け、巡回相談を行い、指導及び支援に関する助言、校内支援
体制づくりへの助言を行った。特別支援学校と小中学校での
居住地校交流や、特別支援学級と通常の学級での交流及び共
同学習の充実を図ることができた。令和４年度において、１
４４名の特別支援教育支援員を市内学校に配置した。

7-2 学校教育の充実
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113 教職員の資質の向上

小中学校・義務教育学校の教職員が「特別支援教育」や各障
害特性を正しく理解し、適切な指導・支援ができるよう、研
修の機会や対象者、内容を工夫して毎年度見直しを行い、研
修会を実施します。

特別支援教育推進室 B

特別支援教育は全ての学校の全ての教員で行うものであるこ
とから、令和４年度は、管理職及び特別支援教育コーディ
ネーター、特別支援学級および通常の学級の担任、特別支援
教育支援員向けの研修会を年間延べ14回実施した。

114
生涯学習の情報提供、生涯学習
講座事業

生涯学習情報を一元的に収集し、生涯学習の相談・情報の提
供を行います。
障害者が自ら生涯学習を楽しめる講座や、主体的に活動に参
加できる取組を実施します。

生涯学習推進課 D

【令和３年度】
情報の一元的収集について、出前講座について市ホームペー
ジで講座メニューの閲覧ができるようガイドブックの作成を
行った。しかし、他の事業に関する一元的な情報発信の展開
ができなかった。
生涯学習の相談・情報の提供について、市ホームページに掲
載した生涯学習指導者情報に対して10件の情報提供を行っ
た。しかし、相談の受付に関しては0件で、実施することが
できなかった。
障害者の生涯学習講座について、新型コロナウイルスの影響
下の中でもZoomを活用して2回開催し、合計40名の参加が
あった。
【令和４年度４月～９月】
障害者の生涯学習講座ついて、参加者の主体性のある事業展
開を試験的に市内福祉施設と協力し、みんなでやりたいこと
を考えるワークショップを２回開催した。
生涯学習指導者情報に対して29件の情報提供を行った。

115
高齢者・障害者のためのパソコ
ン相談

障害者等を対象にパソコン教室を開催し、インターネット等
を活用した仲間づくりや市ホームページへのアクセス等を支
援します。

社会福祉協議会 B
毎月2回（第1・第3土曜日10:00～15:00）ボランティア
の協力によるパソコン操作全般に関する相談会を開催し、支
援した。

8

116 就労系福祉サービスの充実

就労系福祉サービスへの事業者の参入を促し、障害者に対し
て就労移行支援、就労定着支援などの福祉サービスの利用を
促進することで、障害者の就職と継続した就労を支援しま
す。

障害福祉課 A

就労系福祉サービスへの事業者の参入を促し、障害者に対し
て就労系福祉サービスの利用を促進することで、市内に新た
に10か所の就労系福祉サービス事業所が開設され、利用件数
は令和２年度末の494件から令和4年９月末時点で701件へ
と増加している。

117
公共職業安定所、障害者就業・
生活支援センター等の関係機関
との連携強化

障害者の就労環境の向上を図るため、公共職業安定所、障害
者就業・生活支援センター等の関係機関との連携強化を図り
ます。
「障害者福祉ガイドブック」等を活用した就労にかかわる相
談窓口の案内等を行います。
特別支援学校や障害者職業センターと連携し、職場実習等の
訓練指導を支援するとともに、障害者職業センターで実施し
ている職業準備支援等を活用し、就労希望のある方の職業的
自立の促進を図ります。

障害者地域支援室 B

公共職業安定所、障害者就業・生活支援センターと連携し、
令和4年度は障害者就労支援機関と障害者雇用を希望する企
業との面談会の開催を進めている。また、就労系障害福祉
サービスガイドブックを活用し、就労の準備としての福祉
サービス利用の案内もしている。

118 就労面接会の実施
障害者の自立支援のため、就職の機会を増やすことを目的と
した面接会を実施します。

障害者地域支援室 B
新型コロナウイルスの影響により、令和2年度と3年度は開催
中止。令和4年度は、企業15社、就労支援事業所17か所参
加により開催予定である。

就労に向けた支援

8-1 就労機会の拡充

7-3 生涯学習の推進
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資料１－１　つくば市障害者プラン　進捗評価表

進捗評価
(５段階)

評価の根拠（取り組んだ内容や成果・課題など） 事業 事業概要

進捗評価 見直し※現計画における表記変更・概要等の変更があれば記載
基
本

理
念

基
本

目
標

大
目
標

事業 事業概要 所管・担当課

119
障害者就労施設等からの物品及
び役務の調達の推進

障害者優先調達推進法に基づき、障害者就労施設等からの物
品及び役務の調達を推進し、障害者就労施設等で働く障害者
の自立の促進を図ります。

障害者地域支援室 B

新型コロナウイルス感染症の影響で、各種イベントが中止と
なり、関連する調達は伸び悩んでいるが、庁内各部の優先調
達での発注案件の掘り起こしに取組み、そのいくつかは新規
調達につながっている。

120 福祉施設等の物品販売の充実
障害福祉課主催イベントや他の市主催イベントにて各福祉施
設等と連携を図り、物品販売の充実に努めます。

障害者地域支援室 B
新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント等の物品
販売の機会は少なくなっているが、常設型での販売機会等を
検討した。

9

121 社会参加への支援
障害者の社会参加を促進するため、障害福祉サービス及び地
域生活支援事業、その他のボランティア事業等の充実を図り
ます。

障害者地域支援室 C
新型コロナウイルス感染症の影響により、社会参加の機会は
縮小しているが、チャレンジアートフェスティバルは感染対
策をし、参加や表現方法を変更して実施した。

障害者地域支援室 B

県庁巡回展（令和4年5月）、市役所展（令和4年10月）を
開催することで、本イベントの周知を図るとともに、市民の
障害に対する理解と認識を深めることにつながった。
また、令和5年3月の開催に向けて、実行委員会を2回開催
し、協議を重ねている。

社会福祉協議会 B

障害者（児）等が制作した作品の展示等を通して生きがいを
高め、自立と社会参加を促進するとともに、市民の障害に対
する理解を深めることができた。
【舞台発表】
新型コロナウイルス感染症の影響により中止とし、パフォー
マンス映像の作品を作品展示期間中につくば文化会館アルス
ホールにて上映
【作品展示】
＜場所＞茨城県つくば美術館・アルスホール
＜来場者＞1,314名
＜内容＞[出展者]33団体（719名）、個人14名
合計723名
　　　　[作品数]315点　*パフォーマンス映像5作品含む

8-2 就労の場の確保

文化芸術・スポーツ・レクリエーション活動の充実

9-1 社会活動への参加と交流の促進

122
チャレンジアートフェスティバ
ルの実施

障害者が制作した作品の展示と演劇等の舞台発表を通して、
障害者の社会参加を促進し、市民の障害者に対する理解を深
めます。
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資料１－１　つくば市障害者プラン　進捗評価表

進捗評価
(５段階)

評価の根拠（取り組んだ内容や成果・課題など） 事業 事業概要

進捗評価 見直し※現計画における表記変更・概要等の変更があれば記載
基
本

理
念

基
本

目
標

大
目
標

事業 事業概要 所管・担当課

障害者地域支援室 C

新型コロナウイルスの影響により、令和2年度以降開催中止
となっている。令和5年度以降の開催の在り方について、お
ひさまサンサン生き生きまつり実施検討委員会と協議し、現
在の社会情勢下でも実施できる内容で開催する方針である。

高齢福祉課 D

令和3年度及び令和4年度は、新型コロナウイルス感染症拡大
防止のためイベントを開催中止。
令和4年度は実施検討委員会にて、今後の事業の在り方を検
討した。

障害者地域支援室 B

新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年は中止となる
イベントもあったが、スポーツ振興課と障害者スポーツに関
する情報を適宜共有し、県や市、各種団体が主催するイベン
トや講座の周知を行った。

スポーツ振興課 A

●令和３年度
・つくば障スポサポーター養成講座を実施
・車いすバスケ教室を予定していたが新型コロナウイルス感
染症の影響により中止
●令和４年度（９月末まで）
・筑波大学との共同で「障害者スポーツ推進に関する研究」
を実施
・障害者スポーツの体験ができるイベント「つくばスポーツ
フェスティバル＆つくパラ2022」を開催。
・ブラインドサッカー体験会の開催（市は協力）

125 みんなでＤＯスポーツ
障害児を対象に簡単なスポーツ等を実施し、心身のリフレッ
シュを図るとともに学生ボランティアとの交流を図ります。

社会福祉協議会 B
対面での活動を基本としつつ、新型コロナウイルス感染拡大
状況に応じてオンラインでDoスポーツ！を実施。「コロナ禍
でも体を動かしたい」という参加者ニーズに対応できた。

126 障害児運動教室
情緒の安定等、精神的・身体的な健康増進のため、気軽にで
きる運動教室を実施します。

障害者地域支援室 B
軽度の運動を通じて、障害児の体力増強・交流・余暇活動を
図ることを目的として、運動教室を月に一度開催している。

124 障害者スポーツの推進

障害者スポーツ人材の育成拠点を目指し、必要な事業の実施
に努めます。
県や各種団体が主催するイベントや講座の周知を行うととも
に、障害者運動教室等を開催することで、障害者スポーツの
普及に努めます。

123
おひさまサンサン生き生きまつ
りの実施

障害者の社会参加への意欲向上や高齢者の健康増進を図るた
め、参加者相互の理解を深め、福祉のまちづくりへの意識を
高めることに努めます。

20 / 20 ページ



資料１－２　評価基準について

評価 進捗の度合 判断基準

A

施策の取組みを予定通りに実
施しつつ、更なる効果創出に
つながる取組みも実施してい
る場合

・取組や手段などに問題なく想定以上に進んでいる
・進捗状況は組織の期待や要求以上に進んでいる
・計画に明記したスケジュールより早めに進んでいる
・計画に明記した内容より高い水準で進んでいる
・計画に明記した数値を上回った状態で進んでいる

※100％以上

B
施策の取組みを予定通りに実
施している場脚

・取組や手段などに問題なく想定どおりに進んでいる
・進捗状況は組織の期待や要求どおりに進んでいる
・計画に明記したスケジュールどおりに進んでいる
・計画に明記した内容どおりの水準で進んでいる
・計画に明記した数値とほぼ同じ状態で進んでいる

※80～100％

C
施策の取組みを概ね予定通り
に実施している場合

・取組や手段などに問題なく進んでいるが、多少の見直しが必
要である
・進捗状況は概ね組織の期待や要求どおりに進んでいる
・計画に明記したスケジュールより多少遅れている
・計画に明記した内容は概ね水準どおりに進んでいる
・計画に明記した数値には至っていないが成果はでている

※50～80％

D
施策の取組みを予定通りに実
施てきていない場合

・取組や手段などに問題があるため、見直しが必要である
・進捗状況は組織の期待や要求以下である
・計画に明記したスケジュールより遅れている
・計画に明記した内容が水準より下回っている
・計画に明記した数値を下回っている

※50％未満

E
各種要因より施策の取組みの
実施が困難になった/できな
くなった場合

・外的な要因により当初設定した施策の取組みが実施できなく
なった。

※0％



資料２　障害福祉サービス等見込量について

自立支援給付

1 介護給付 ※令和４年度の実績値は、令和４年４月から９月までの月平均値

(1) 居宅介護
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 110 120 125 130 133 136
利用時間（時間） 2,000 1,800 1,850 1,900 1,950 2,000

実績値 実利用者数（人） 112 117 120 123 144 159
利用時間（時間） 1,740 1,915 1,866 1,935 2,301 2,304

利用率 実利用者数（％） 101.8 97.5 96.0 94.6 108.3 116.9
利用時間（％） 87.0 106.4 100.9 101.8 118.0 115.2

(2) 重度訪問介護
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 12 12 12 12 18 19
利用時間（時間） 2,900 3,450 3,500 3,550 6,200 6,450

実績値 実利用者数（人） 12 15 16 18 20 22
利用時間（時間） 3,702 4,622 4,986 6,176 6,550 7,354

利用率 実利用者数（％） 100.0 125.0 133.3 150.0 111.1 115.8
利用時間（％） 127.7 134.0 142.5 174.0 105.6 114.0

(3) 同行援護
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 21 10 12 14 9 11
利用時間（時間） 360 70 95 120 50 65

実績値 実利用者数（人） 8 5 7 7 8 8
利用時間（時間） 66 33 39 40 56 73

利用率 実利用者数（％） 38.1 50.0 58.3 50.0 88.9 72.7
利用時間（％） 18.3 47.1 41.1 33.3 112.0 112.3

年２人の利用者数の増加と月15時
間の利用時間の増加を見込んで
計画値を設定した。

利用者数は計画値を下回っている
一方で、利用時間は上回っており、
一人当たりの利用時間が想定より
増加している。

計画策定時の見込 進捗状況

年１人の利用者増を想定。長時間
の見守りを含むサービスであるた
め、利用時間は月250時間の増加
を見込んで計画値を設定した。

利用者数・利用時間ともに計画値
を上回っている。直近の実績では、
一人当たりの利用時間が334時間
と、計画策定時の見込みより増加
している。

計画策定時の見込 進捗状況

計画策定時の見込 進捗状況

年３人程度の利用者増と月あたり
50時間程度の利用時間増を見込
んで計画値を設定した。

利用者数・利用時間ともに計画値
を上回っている。利用者数は年々
増加している一方で、直近の実績
において、利用時間の伸びは控え
めである。
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(4) 行動援護
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 3 1 1 1 2 2
利用時間（時間） 20 10 10 10 20 25

実績値 実利用者数（人） 0.2 1 1 1 2 1
利用時間（時間） 0.5 11 15 15 19 23

利用率 実利用者数（％） 6.7 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0
利用時間（％） 2.5 110.0 150.0 150.0 95.0 92.0

(5) 重度障害者等包括支援
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 0 0 0 0 0 0
利用時間（時間） 0 0 0 0 0 0

実績値 実利用者数（人） 0 0 0 0 0 0
利用時間（時間） 0 0 0 0 0 0

利用率 実利用者数（％） - - - - - -
利用時間（％） - - - - - -

(6) 短期入所（ショートステイ）
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 65 80 90 100 73 78

利用日数（日） 500 640 720 800 500 525

実績値 実利用者数（人） 57 61 68 44 45 55

利用日数（日） 426 430 475 361 349 451

利用率 実利用者数（％） 87.7 76.3 75.6 44.0 61.6 70.5

利用日数（％） 85.2 67.2 66.0 45.1 69.8 85.9

令和元年度実績から年５人の利用
者数の増加と月25日の利用日数
の増加を見込んで計画値を設定し
た。

新型コロナウイルスの影響もあり、
利用者数、利用日数ともに計画値
を下回っているが、令和３年度と比
較して４年度は利用者数、利用日
数ともに大きく増加しており、今後
さらなる増加が想定される。

計画策定時の見込 進捗状況

早期の事業所の新規参入はない
ものと予想して、計画期間中の利
用はないものと見込んだ。

計画策定時の見込み通り、つくば
市内に当該サービスを提供する事
業所がない状況である。

計画策定時の見込 進捗状況

計画策定時の見込 進捗状況

令和元年度実績から１人の利用者
数の増加、月５時間の利用時間増
加を見込んで計画値を設定した。

利用者数・利用時間ともに計画値
を下回っている。
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(7) 療養介護
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 11 11 11 11 11 11
利用日数（日） 337 341 341 341

実績値 実利用者数（人） 10 10 9 11 12 12
利用日数（日） 309 291 275 332

利用率 実利用者数（％） 90.9 90.9 81.8 100.0 109.1 109.1
利用日数（％） 91.7 85.3 80.6 97.4

(8) 生活介護
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 230 255 260 265 290 305
利用日数（日） 4,600 4,800 4,900 5,000 5,300 5,500

実績値 実利用者数（人） 248 260 276 286 295 302
利用日数（日） 4,721 4,913 5,153 5,413 5,618 5,671

利用率 実利用者数（％） 107.8 102.0 106.2 107.9 101.7 99.0
利用日数（％） 102.6 102.4 105.2 108.3 106.0 103.1

(9) 施設入所支援
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 145 145 144 143 142 140

実績値 実利用者数（人） 141 136 142 144 144 140

利用率 実利用者数（％） 97.2 93.8 98.6 100.7 101.4 100.0

国の基本指針に従い、令和元年度
末の入所者数から令和５年度末ま
でに1.6%削減するよう、計画値を設
定した。

計画策定時の見込通り推移してい
る。

計画策定時の見込 進捗状況

年15人の利用者数の増加と月200
日の利用日数増加を見込んで計
画値を設定した。

計画策定時の見込通り推移してい
る。

計画策定時の見込 進捗状況

計画策定時の見込 進捗状況

入所型の福祉サービスであるた
め、計画値等から日数の項目をな
くした。利用者が限定されるサービ
スであるため、同程度の実績を想
定して計画値を設定した。

利用者数が１名増加したため、計
画値を上回っている。
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2 訓練等給付　 ※令和４年度の実績値は、令和４年４月から９月までの月平均値

(1) 自立訓練（機能訓練）
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 2 20 25 30 22 24
利用日数（日） 35 160 200 240 190 210

実績値 実利用者数（人） 14 20 18 14 12 13
利用日数（日） 116 153 172 140 87 72

利用率 実利用者数（％） 700.0 100.0 72.0 46.7 54.5 54.2
利用日数（％） 331.4 95.6 86.0 58.3 45.8 34.3

(2) 自立訓練（生活訓練）
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 25 30 32 34 37 39
利用日数（日） 441 480 510 540 690 730

実績値 実利用者数（人） 28 29 33 39 35 34
利用日数（日） 446 506 593 681 577 544

利用率 実利用者数（％） 112.0 96.7 103.1 114.7 94.6 87.2
利用日数（％） 101.1 105.4 116.3 126.1 83.6 74.5

(3) 就労移行支援
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 144 70 80 90 77 82
利用日数（日） 2,448 1,400 1,600 1,800 1,300 1,350

実績値 実利用者数（人） 62 64 72 63 64 83
利用日数（日） 1,078 1,029 1,246 1,062 1,076 1,442

利用率 実利用者数（％） 43.1 91.4 90.0 70.0 83.1 101.2
利用日数（％） 44.0 73.5 77.9 59.0 82.8 106.8

令和元年度実績値から年５人の利
用者数の増加と月50日の利用日
数の増加を見込んで計画値を設定
した。

令和２年度、３年度は落ち込んで
いたが、令和４年度になって利用
者数、利用日数ともに大きく増加
し、計画値に到達する見込である。

計画策定時の見込 進捗状況

令和元年度実績値から年２人の利
用者数の増加と月20日の利用日
数の増加を見込んで計画値を設定
した。

利用者数、利用日数ともに年々減
少しており、計画値を下回る見込で
ある。

計画策定時の見込 進捗状況

計画策定時の見込 進捗状況

令和元年度実績値から年２人の利
用者数の増加と月20日の利用日
数の増加を見込んで計画値を設定
した。

利用者数、利用日数ともに年々減
少しており、計画値を大きく下回っ
ている。
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(4) 就労継続支援（A型）
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 45 76 78 80 65 66
利用日数（日） 900 1,600 1,650 1,700 1,200 1,220

実績値 実利用者数（人） 73 75 64 67 86 106
利用日数（日） 1,421 1,430 1,180 1,221 1,579 1,981

利用率 実利用者数（％） 162.2 98.7 82.1 83.8 132.3 160.6
利用日数（％） 157.9 89.4 71.5 71.8 131.6 162.4

(5) 就労継続支援（B型）
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 200 265 275 285 360 370
利用日数（日） 3,400 4,600 5,000 5,500 6,000 6,150

実績値 実利用者数（人） 266 301 338 361 395 439
利用日数（日） 4,357 4,971 5,637 6,093 6,708 7,421

利用率 実利用者数（％） 133.0 113.6 122.9 126.7 109.7 118.6
利用日数（％） 128.1 108.1 112.7 110.8 111.8 120.7

(6) 就労定着支援
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 7 8 9 20 24
実績値 実利用者数（人） 1 10 15 20 19
利用率 実利用者数（％） 14.3 125.0 166.7 100.0 79.2

(7) 共同生活援助（グループホーム）
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 92 117 122 127 160 175
実績値 実利用者数（人） 116 126 140 156 173 207
利用率 実利用者数（％） 126.1 107.7 114.8 122.8 108.1 118.3

年４人程度の利用者数の増加を見
込んで計画値を設定した。

令和４年度は利用者数が増えず、
計画値を下回る見込である。

計画策定時の見込 進捗状況

年15人の利用者数の増加を見込
んで計画値を設定した。

計画値を上回るペースで増加し続
けている。

計画策定時の見込 進捗状況

令和元年度実績値から年10人の
利用者数の増加と月150日の利用
日数の増加を見込んで計画値を設
定した。

利用者数、利用日数ともに計画値
を上回るペースで増加している。

計画策定時の見込 進捗状況

計画策定時の見込 進捗状況

令和元年度実績値から年１人の利
用者数の増加と月20日の利用日
数の増加を見込んで計画値を設定
した。

令和３年度以降、利用者数、利用
日数ともに大きく増加しており、計
画値を大きく上回っている。
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(8) 自立生活援助
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 2 2 2 2 2
実績値 実利用者数（人） 0 0 0 0 0
利用率 実利用者数（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 相談支援 ※令和４年度の実績値は、令和４年４月から９月までの月平均値（計画相談支援を除く）

(1) 計画相談支援　※令和４年度の実績値は９月３０日現在の支給決定者数
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 850 910 850 990 1,100 1,150
実績値 実利用者数（人） 910 958 1,022 1,139 1,203 1,292
利用率 実利用者数（％） 107.1 105.3 120.2 115.1 109.4 112.3

(2) 地域移行支援
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 8 8 8 8 8 8
実績値 実利用者数（人） 0 0.5 0 0 0 1
利用率 実利用者数（％） 0.0 6.3 0.0 0.0 3.8 12.5

(3) 地域定着支援
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 2 2 2 2 2 2
実績値 実利用者数（人） 0.2 0.8 0.6 1 1 1
利用率 実利用者数（％） 10.0 40.0 30.0 50.0 50.0 50.0

計画策定時の見込 進捗状況

多くは見込めないものの、地域移
行を進めていくため、計画値は据
え置きとした。

令和２年度以降横ばいである。

年50人の利用者数の増加を見込
んで計画値を設定した。

計画値を上回るペースで増加して
いる。

計画策定時の見込 進捗状況

地域移行を進めていくため、実績
はほぼなかったものの、計画値は
据え置きとした。

計画値には及ばないが、増加傾向
がみられる。

計画策定時の見込 進捗状況

急激に増加することは考えづらく、
計画値は据え置きとした。

本格的に事業が動き始めたが、令
和４年9月末時点で利用はなかっ
た。

計画策定時の見込 進捗状況
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障害児への福祉サービス
1 障害児通所支援 ※令和４年度の実績値は、令和４年４月から９月までの月平均値

(1) 児童発達支援
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 160 210 220 230 300 330
利用日数（日） 620 1,200 1,250 1,300 2,300 2,600

実績値 実利用者数（人） 207 261 294 344 403 403
利用日数（日） 1,122 1,630 2,011 2,681 3,123 3,062

利用率 実利用者数（％） 129.4 124.3 133.6 149.6 134.3 122.1
利用日数（％） 181.0 135.8 160.9 206.2 135.8 117.8

(2) 医療型児童発達支援
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 6 2 2 2 2 2
利用日数（日） 78 26 26 26 26 26

実績値 実利用者数（人） 0 0 0 0 0 0
利用日数（日） 0 0 0 0 0 0

利用率 実利用者数（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
利用日数（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(3) 放課後等デイサービス
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 190 380 400 420 530 560
利用日数（日） 2,470 4,940 5,200 5,460 6,890 7,280

実績値 実利用者数（人） 355 413 476 502 583 687
利用日数（日） 4,204 4,849 5,576 5,827 6,475 7,468

利用率 実利用者数（％） 186.8 108.7 119.0 119.5 110.0 122.7
利用日数（％） 170.2 98.2 107.2 106.7 94.0 102.6

計画策定時の見込 進捗状況

年30人の利用者と月390日の利用
日数の増加を見込んで計画値を設
定した。

利用者数、利用日数ともに計画値
を上回っている。特に実利用者数
については、計画値を大きく上回る
見込である。

年30人の利用者と月200日の利用
日数の増加を見込んで計画値を設
定した。

利用者数、利用日数ともに計画値
を上回っている。一方で、令和３年
度と比較して、令和４年度はほとん
ど増加しないか、多少減少する可
能性がある。

計画策定時の見込 進捗状況

県内に事業所は存在しないが、計
画値については前回から据え置き
とした。

現時点で市内に事業所が存在しな
い状況である。

計画策定時の見込 進捗状況
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(4) 保育所等訪問支援
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 7 2 4 6 4 6
利用日数（日） 14 4 8 12 8 12

実績値 実利用者数（人） 0.2 0 0 9 18 45
利用日数（日） 0.2 0 0 12 21 48

利用率 実利用者数（％） 2.9 0.0 0.0 150.0 450.0 750.0
利用日数（％） 1.4 0.0 0.0 100.0 262.5 400.0

(5) 居宅訪問型児童発達支援
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 2 3 4 2 3
利用日数（日） 4 6 8 4 6

実績値 実利用者数（人） 0 0 0 0 0
利用日数（日） 0 0 0 0 0

利用率 実利用者数（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
利用日数（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 障害児相談支援 ※令和４年度実績値は、令和４年９月30日時点の支給決定者数

平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 90 110 130 170 190
実績値 実利用者数（人） 77 104 132 170 224 301
利用率 実利用者数（％） - 115.6 120.0 130.8 131.8 158.4

計画策定時の見込 進捗状況

年20人の利用者数の増加を見込
んで経過値を設定した。

計画値を大きく上回るペースで利
用者が増加している。

年30人の利用者と月390日の利用
日数の増加を見込んで計画値を設
定した。

利用者数、利用日数ともに計画値
を上回っている。特に実利用者数
については、計画値を大きく上回る
見込である。

計画策定時の見込 進捗状況

実績はないが、全計画の値を引き
継ぎ、年１人の利用者と月２日の
利用日数の増加を見込んで計画
値を設定した。

当該サービスの利用者が市内にい
ない状況である。

計画策定時の見込 進捗状況
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地域生活支援事業
1 必須事業

(1) 理解促進・啓発事業（年間）
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 有無 有 有 有 有 有 有
実績値 有無 有 有 有 無 無 無

(2) 自発的活動支援事業（年間）
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 有無 有 有 有 有 有 有
実績値 有無 有 有 有 有 有 有

(3) 相談支援事業
（ⅰ）基幹相談支援センター

平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 （か所） 1 1 1 1 1 1
実績値 （か所） 1 1 1 1 1 1
利用率 （％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
（ⅱ）指定一般相談支援事業者

平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 （か所） 3 4 4 4 4 4
実績値 （か所） 4 4 4 4 4 4
利用率 （％） 133.3 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

進捗評価

障害者地域支援室での直営部分と、指定一般相談支援事業所への一
部委託により構成されており、引き続き互いに連携を取りながら運営し
ていく。

進捗評価

地域相談の質を確保し、地域移行支援や地域定着支援を推進するた
め、引き続き４箇所の事業所で行うことを見込んでいる。

進捗評価

新型コロナウイルス感染症の影響で、「おひさまサンサン生き生きまつ
り」は３年連続で中止となっている。実施検討委員会にて、今後の事業
の在り方について検討しており、今後は、新型コロナウイルス感染症の
影響下で実施できることを探していく。

進捗評価

障害者やその家族、地域住民などが地域において自発的に行う各種
活動を支援する事業で、市内２団体に補助金を交付している。
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（ⅲ）指定特定相談支援事業者
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 （か所） 10 13 14 15 21 22
実績値 （か所） 12 14 17 20 21 23
利用率 （％） 120.0 107.7 121.4 133.3 100.0 104.5

(4) 成年後見制度利用支援事業
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 有無 有 有 有 有 有 有
実績値 有無 有 有 有 有 有 有

(5) 成年後見制度法人後見支援事業
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 有無 有 有 有 有 有 有
実績値 有無 有 有 有 有 有 有

(6) 意思疎通支援事業　※令和４年度の実績値は、令和４年９月30日現在の集計
（ⅰ）手話通釈者派遣事業

平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 46 45 45 45 50 50
延べ利用者数（人） 277 315 335 355 415 430

実績値 実利用者数（人） 46 46 48 37 51 52
延べ利用者数（人） 341 357 385 351 425 221

利用率 実利用者数（％） 100.0 102.2 106.7 82.2 102.0 104.0
延べ利用者数（％） 123.1 113.3 114.9 98.9 102.4 51.4

延べ利用者数が増加しているた
め、令和元年度の実績値をもと
に、年間15人の伸びを見込んで計
画値を設定した。

実利用者数・延べ利用者数とも
に、計画策定時の見込をやや上回
る勢いで推移している。

進捗評価

社会福祉協議会に設置されているつくば成年後見センターにより、制
度に関する相談や専門職や市民向けの講座を開催するなど周知啓発
が実施された。

計画策定時の見込 進捗状況

計画策定時の見込 進捗状況

年１か所ずつの増加を見込んで計
画値を設定した。

ほぼ計画通りに推移している。

進捗評価

令和3年度は3件の実績あり。必要に応じて事業者に、適切な利用がで
きるよう情報提供を行っている。
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（ⅱ）要約筆記者派遣事業
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 16 9 9 9 7 7
延べ利用者数（人） 69 36 40 44 43 43

実績値 実利用者数（人） 11 7 7 6 7 4
延べ利用者数（人） 20 18 43 23 45 19

利用率 実利用者数（％） 68.8 77.8 77.8 66.7 100.0 57.1
延べ利用者数（％） 29.0 50.0 107.5 52.3 104.7 44.2

（ⅲ）手話通訳者設置事業
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 420 466 476 486 362 372
延べ利用者数（人） 1,200 1,600 1,650 1,700 1,200 1,300

実績値 実利用者数（人） 406 475 352 326 427 243
延べ利用者数（人） 1,298 1,362 1,127 1,127 1,343 742

利用率 実利用者数（％） 96.7 101.9 73.9 67.1 118.0 65.3
延べ利用者数（％） 108.2 85.1 68.3 66.3 111.9 57.1

（ⅳ）重度障害者等入院時コミュニケーション支援事業
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 2 2 2 2 2
延べ利用者数（人） 28 28 28 28 28

実績値 実利用者数（人） 0 0 0 0 0
延べ利用者数（人） 0 0 0 0 0

利用率 実利用者数（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
延べ利用者数（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

実績はないが、前回計画策定時の
計画値を据え置きした。

令和４年９月末時点で利用者はい
ない。

計画策定時の見込 進捗状況

聴覚障害者にとってニーズが大き
い事業のため、令和元年度の実利
用者数実績値をもとに、年間10人
の伸びを見込んで計画値を設定し
た。

ニーズが大きく、計画策定時の見
込みを上回っている。

計画策定時の見込 進捗状況

計画策定時の見込 進捗状況

実利用者数は横ばいのため、令和
元年度の実績を計画値とした。延
べ利用者数については、平成29年
度から令和元年度の最大の実績
値とした。

計画策定時の見込み通り、実利用
者は横ばいだった。延べ利用者数
もほぼ見込み通りである。
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(7) 日常生活用具給付等事業　　※令和４年度の実績値は、令和４年９月分までの決定分
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 利用件数（件） 14 14 14 14 13 13
実績値 利用件数（件） 12 11 7 9 8 6
利用率 利用件数（％） 85.7 78.6 50.0 64.3 61.5 46.2
計画値 利用件数（件） 26 26 26 26 24 24
実績値 利用件数（件） 19 26 17 15 18 9
利用率 利用件数（％） 73.1 100.0 65.4 57.7 75.0 37.5
計画値 利用件数（件） 20 16 16 16 14 14
実績値 利用件数（件） 9 8 5 12 14 6
利用率 利用件数（％） 45.0 50.0 31.3 75.0 100.0 42.9
計画値 利用件数（件） 29 25 25 25 25 25
実績値 利用件数（件） 26 18 10 10 18 12
利用率 利用件数（％） 89.7 72.0 40.0 40.0 72.0 48.0
計画値 利用件数（件） 3,580 3,325 3,425 3,525 4,027 4,127
実績値 利用件数（件） 3,396 3,539 3,827 3,795 3,773 2,071
利用率 利用件数（％） 94.9 106.4 111.7 107.7 93.7 50.2
計画値 利用件数（件） 2 4 4 4 4 4
実績値 利用件数（件） 1 3 2 2 2 1
利用率 利用件数（％） 50.0 75.0 50.0 50.0 50.0 25.0
計画値 利用件数（件） 3671 3410 3510 3610 4107 4207
実績値 利用件数（件） 3463 3605 3868 3843 3833 2105
利用率 利用件数（％） 94.3 105.7 110.2 106.5 93.3 50.0

情報・
意思疎通
支援用具

排せつ管理
支援用具

居宅生活
動作

支援用具

合計

計画策定時の見込 進捗状況

介護・訓練
支援用具

排せつ管理支援用具の利用者数
の増加が著しく、引き続き増加が
見込まれることから、令和元年度
（2019年度）の実績値をもとに、年
間100件の伸びを見込んで計画値
を設定した。

介護・訓練支援用具、在宅療養等
支援用具、情報・意思疎通支援用
具、排せつ管理支援用具の利用率
は、概ね50%となっており、計画通り
実施されている。

自立生活
支援用具

在宅療養等
支援用具
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(8) 手話奉仕員養成研修事業
入門コース　※計画への記載は令和３年度からのため、令和２年度までの計画値・達成率は空欄となっている。

平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 修了人数（人） 15 15
実績値 修了人数（人） 14 20 12 3 14 14
達成率 修了人数（％） 93.3 93.3

基礎コース
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 修了人数（人） 20 20 20 20 15 15
実績値 修了人数（人） 15 7 15 12 13 14
達成率 修了人数（％） 75.0 35.0 75.0 60.0 86.7 93.3

(9) 移動支援事業　　※令和４年度の実績値は、令和４年４月から９月までの月平均値
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 33 34 34 34 31 31
利用時間（時間） 191 156 156 156 140 140

実績値 実利用者数（人） 28 25 31 24 20 20
利用時間（時間） 139 155 126 103 123 177

利用率 実利用者数（％） 84.8 73.5 91.2 70.6 64.5 64.5
利用時間（％） 72.8 99.4 80.8 66.0 87.9 126.4

令和３年度から定員数が変更され
るため、その定員数を計画値とし
た。

計画通り事業を実施することがで
きている。

計画策定時の見込 進捗状況

利用者数の計画値は平成29年度
から令和元年度の最大値、利用時
間については、年度により増減が
あるため、中間値とした。

利用者数は計画値を下回っている
一方で、利用時間は増加傾向にあ
り、計画値を上回る見込である。

進捗状況

定員数を計画値に設定した。
計画通り事業を実施することがで
きている。

計画策定時の見込 進捗状況

計画策定時の見込
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(10) 地域活動支援センター機能強化事業
（ⅰ）地域活動支援センターⅠ型

平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 150 138 140 142 142 142
箇所数（か所） 1 1 1 1 1 1

実績値 実利用者数（人） 133 139 118 115 109 109
箇所数（か所） 1 1 1 1 1 1

利用率 実利用者数（％） 88.7 100.7 84.3 81.0 76.8 76.8
箇所数（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（ⅱ）地域活動支援センターⅡ型
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 120 120 120 120 85 85
箇所数（か所） 4 4 4 4 4 4

実績値 実利用者数（人） 96 83 83 72 64 64
箇所数（か所） 4 4 4 4 4 4

利用率 実利用者数（％） 80.0 69.2 69.2 60.0 75.3 75.3
箇所数（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（ⅲ）地域活動支援センターⅢ型
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 47 44 44 44 44 44
箇所数（か所） 1 1 1 1 1 1

実績値 実利用者数（人） 39 38 38 35 30 30
箇所数（か所） 1 1 1 1 1 1

利用率 実利用者数（％） 83.0 86.4 86.4 79.5 68.2 68.2
箇所数（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

令和元年度に、利用率の減少等を
踏まえて、定員数を減らしたため、
新しい定員数をそのまま計画値と
した

利用者数は減少傾向にあり、計画
値を下回っている。

計画策定時の見込 進捗状況

利用者数が横ばいになっているこ
とを踏まえて計画値を設定した。

利用者数は減少傾向にあり、計画
値を下回っている。

計画策定時の見込 進捗状況

利用者数の増加を見込んで計画
値を設定した。

利用者数は減少傾向にあり、計画
値を下回っている。

計画策定時の見込 進捗状況
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2 任意事業　 　※令和４年度の実績値は、令和４年４月から９月までの月平均値

(1) 日中一時支援事業
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 200 295 309 324 355 373
利用時間（時間） 2,898 3,656 3,838 4,030 4,436 4,658

実績値 実利用者数（人） 273 310 338 328 364 336
利用時間（時間） 3,581 3,854 4,225 4,039 4,389 4,379

利用率 実利用者数（％） 136.5 105.1 109.4 101.2 102.5 90.1
利用時間（％） 123.6 105.4 110.1 100.2 98.9 94.0

(2) 訪問入浴サービス
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 実利用者数（人） 21 24 24 24 22 22
利用日数（日） 87 119 119 119 125 125

実績値 実利用者数（人） 22 22 22 23 24 23
利用日数（日） 111 109 111 125 135 134

利用率 実利用者数（％） 104.8 91.7 91.7 95.8 109.1 104.5
利用日数（％） 127.6 91.6 93.3 105.0 108.0 107.2

3 地域生活支援促進事業　 　※令和４年度の実績値は、令和４年９月30日現在の集計

(1) 障害者虐待防止対策支援事業（年間）
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
(2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)
年度 年度 年度 年度 年度 年度

計画値 有無 有 有 有 有 有 有
実績値 有無 有 有 有 有 有 有

利用者数は横ばいだが、令和２年
８月から一部利用者の利用上限回
数が増加したため、利用日数の増
加を見込んだ。

ほぼ計画通りに推移している。利
用者数が多少増加したため、それ
に伴って利用日数も計画値を上
回っている。

進捗評価

つくば市虐待防止ネットワーク運営委員会及び実務者会議を各１回ず
つ開催したほか、ガイドブックの配布やHPで障害者虐待防止の周知を
行った。

計画策定時の見込 進捗状況

令和元年度実績に対し、毎年5%の
伸びを見込んで計画値を設定し
た。

ほぼ計画通りに推移していたが、
令和４年度は利用者数・利用時間
ともに減少に転じ、計画値を下回る
見込である。

計画策定時の見込 進捗状況
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資料３　令和５年度末における目標値に対する進捗状況

1 施設入所者の地域生活への移行
目標値 進捗状況（R4.9.30現在）

令和元年度（2019年度）末時点の入所施設利用者数（①） （人） 142

令和５年度（2023年度）末時点の入所施設利用者数（②） （人） 140
142人　施設入所待機者が58名おり、退所者と入れ替
わりで新しい人が入所するため、減少していない。

（人） 3 0人　同上

（％） 1.6 0人　同上

（人） 9 2人　いずれも、自宅での生活に移行。

（％） 6.0 1.4%

2 精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築
進捗状況（R4.9.30現在）

精神障害のある人への支援については、つくば保健所
管内のつくば市を含めた自治体や関係機関で、相談支
援体制整備に関する協議を行ってきた。今後は、支援
がより充実したものになるよう、庁内でも連携を進めて
いく。

3 地域生活支援拠点等の整備
進捗状況（R4.9.30現在）

整備に向けて準備を進めている段階である。

【目標】入所施設利用者の減少見込み数（①－②）

【目標】地域移行者数

【目標】地域での保健、医療、福祉等の関係者による協議の場を継続

【目標】令和５年度（2023年度）末までに、障害者の地域での生活を支援する
　　　　　拠点を確保



4 福祉施設から一般就労への移行等
目標値 進捗状況（R4.9.30現在）

【目標】令和5年度（2023年度）末における一般就労移行者数 （人） 48 令和３年度25人　令和４年度３人

【目標】令和5年度（2023年度）末における就労移行支援
　　　　　利用者の一般就労移行者数

（人） 22 令和３年度20人　令和４年度１人

【目標】令和5年度（2023年度）末における就労継続支援Ａ型
　　　　　利用者の一般就労移行者数

（人） 23 令和３年度３人　令和４年度２人

【目標】令和5年度（2023年度）末における就労継続支援Ｂ型
　　　　　利用者の一般就労移行者数

（人） 4 令和３年度２人　令和４年度実績なし

【目標】令和5年度（2023年度）末における一般就労移行者のうち、
就労定着支援利用者の割合

（％） 70％以上 24％（６人）　令和３年度の一般就労移行者で集計。

【目標】令和5年度（2023年度）末における就労定着率が８割以上と
なる就労定着支援事業所の割合

（％） 70％以上
33％　なお、市内３事業所のうち２事業所は、就労定着
率７割以上８割未満となっている。



5 障害児支援の提供体制の整備等
進捗状況（R4.9.30現在）

児童発達支援センターの設置については、新型コロナ
感染拡大の影響により、スケジュールが遅れている
が、できる限り早期の開設を目指して、引き続き筑波
大学と協議を進めている。

令和４年度９月末現在、市内に保育所等訪問支援事
業を実施している事業所は５か所あり、年々増加して
いる。市でも令和３年度から保育所等訪問支援事業を
福祉支援センターとよさとで開設し、支援を開始した。

主に重症心身障害児を支援する児童通所支援事業所
が市内に３か所あるほか、専門職を配置し、受入体制
を整備している事業所が２か所あり、緩やかに増加し
ている。

庁内関係各課が実施していた協議の場を拡大し、令和
４年度からつくば市医療的ケア児支援体制協議会を設
置し、医療的ケア児の市の支援体制構築について協
議を継続している。

令和３年３月から障害福祉課に医療的ケア児等相談
窓口を開設し、医療的ケア児等コーディネーターを２名
配置した。医療的ケア児と家族からの各種相談対応や
関係機関との連携を図っている。

6 相談支援体制の充実・強化等
進捗状況（R4.9.30現在）

２か月に一度相談支援事業所連絡会を開催し、情報
共有やケース検討を行うことで、相談支援体制の充
実・強化を図っている。

【目標】保育所等訪問支援を利用できる体制の維持

【目標】令和５年度（2023年度）末までに、児童発達支援センターを少なくとも
　　　　　１か所以上設置

【目標】主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所及び
　　　　　放課後等デイサービス事業所の維持

【目標】医療的ケア児支援の協議の場の開催

【目標】令和５年度（2023年度）末までに、医療的ケア児等に関する
　　　　　コーディネーターの配置

【目標】相談支援体制の充実・強化等に向けた取組の実施体制の継続



7 障害福祉サービス等の質を向上させる取組に係る体制の構築
進捗状況（R4.9.30現在）

県が実施する研修への市職員の参加、関係事業所へ
の情報共有は問題なく行われている。指導監査結果を
共有する体制も構築されており、引き続きこの状態を
継続していく。

【目標】障害福祉サービス等の質を向上させる研修等の取組に関する体制の継続
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1 ˗ σǲǫǋǭȿɧȵƲəɶɞɘɶȶǲȏȑᵃ
ǲҟȈǦƳ

2 ⅎḸ ǵ
ⅎḸ ǿǵ ș ǞǭƲ ὡ ǲᾍǠȒ Ḹ
͑ǲҟȈǭǋǔȅǠƳ

ὡ B Ѱ↓ǵ ǱǰǲǫǋǭƲⅎḸ ǿǵ ǲȏȑ Ḹ ͑ǲҟȈǦƳ
Svhssdqǵ șǞǭȂǞǋƳ̲ᶥⅎḸ ǲ
ǜȓǦǵǒƳ

ȢɗɱɆ ḸȋѰ↓ǵ ǱǰǲǫǋǭǶƲⅎḸ
ǲȂȃ ǜȓǭǋȅǠƳȿɡɪɱȶȠɶ
ɆɓȥȷɄȡɎɩȋ ὡ ǲ σǜȓȒ
ǵↄǲǫǋǭǶƲSvhssdqǮȉ Ḹș ͬǞƲק
ǞǭǋȅǠƳ

3 əɶɞɘɶȶǵ
⁸əɶɞɘɶȶ֗Ǻ⁸Џ╛RMR ș ǞƲ
⁸ ǲᾍǠȒ ɵʞᾁɵ Ǳ Ḹ ͑șᶫ
ȑȅǠƳ

ⅎḸ B ₴ ș ǟǭ⁸əɶɞɘɶȶ ֗ǺRMR ͒ ǓǉǪǦ
ǶƲ ї₁ ǲֻȖǢǭ ɵʞᾁɵ ǲ Ḹș ͬǞǦƳ

əɶɞɘɶȶǮȂǞǋ ḸǓ ǞǲǖǋƳ
ȆʣǙǓ ὡ ǲǶ̓ǋǲǖǋȏǍ
ǲ ǟȒƳ

ǲəɶɞɘɶȶșЋ ǲɨɉɣɶȠɩ
ǞƲȷɜɶɆɓȧɱǮǵ ǵṔқǲᾍꜘǞǦɅ
ȴȢɱǵ Ǟ ș ǋȅǞǦƳ
ȅǦƲɨɉɣɶȠɩǲ̢ǋ ȆʣǙ șЊȓ
ǏǦȂǒƲ Ǧǲɩɑ ȑ ȉᾚЊǞȅǞǦƳ
˹♥ǶƲ Ǟǖ Ṷ ȆʣǙǓǜȓȒȏǍƲȠȭ
ȹȵɑɨɄȡǲ ǞǦɘɶȶ̸ șⱲ ǘǭǋ
ǔȅǠƳ

6 ặВֿ֓
ǵᵃ

ѩǲȏǪǭѝǘר ǭȐȓȒǚǯǱǖƲ ˛ǲ
˲ ǯΉרșᾗ ǞֻǏȒ ̝ǵὕ ǲׄǘǦ
ǯ ș ȈȒǦȈƲֺ ᵃ Ҳș

ǞǭǋǔȅǠƳ
ȅǦƲ⁸ ʝ˲ǹǯȑǵ Ҙȋ ҲҘș ȈȒ
ǦȈƲ˧ ǵḹȋἶ ̝ș ͑ǞȅǠƳ

ặВֿ֓
Ὑ

B

̉ᴇ2₴↓ ặВֿ֓ ȹɝɈɶș₴ ᶥ σǞƲặרǵȦɱɏ
ɭɶɟɱɆȋɭɶȭɧȢɓɎɧɱȷ ǲ ǠȒἶ ̝ș ͑ǞƲ
115˲ǵ֓қǓǉǪǦƳ
ƱȅǦƲȶȥɱȾɶȋCUƲר ɜȢɌɨɄȡǱǰșɄɶɜǲƼ ặ
Вֿ֓ Ὑǧȏȑƽș₴ ᶥ ǞƲ ᵃ ș ǪǦƳ
ɵ̉ᴇ ₴↓ ȅǮ
ặВֿ֓ ȹɝɈɶƱ ᶥ σ
ặВֿ֓ ὙǧȏȑƱ ᶥ

ὡ Ǔ֓қǠȒǯǔǵֻ ǶǉȒ
ǒƳ
ὡặרǲ ӓǞǦȉǵǓǉǪǭȉǋǋǵ
ǮǶǱǋǒƳ

ὡǵǉȒ Ǔ֓қǠȒḹֻǶƲ ˲ǵǑ Ǟї
ǲȏȑƲǮǔȒ ȑǵ șǞǭǋǔȅǠƳ
ȅǦƲ ὡǶ ƵǮǉȒǦȈƲƼ ὡặרƽǯǹ
ǯǖǖȑǲǠȒǵǮǶǱǖƲǉȐȍȒ ṑǵʴǲ
ǋȒặרǵȦɱɏɭɶɟɱɆș ǏǦȹɝɈɶș
ὕ ǞǭǋǔǦǋǯ ǏǭǋȅǠƳ

7

ǫǖǷ⁸ ὡ
ƲǫǖǷ⁸
ὡ Ʋ
ǫǖǷ⁸ ὡЃ

ǫǖǷ⁸ ὡ Ʋ ὡ Ʋ ὡЃ
ș ὑǠȒ Ʋ ͜ ɐȠɨɱȮȋȠɱ

ȯɶɆ ǱǰǲȏȒɉɶȸ ș ǋƲѫ
ǲǯǪǭ ȅǞǋ◐Ǯǵ ǿǵ֚ ǲҟȈ
ȅǠƳ

ὡ A

ǵ ὑǲǉǦȑƲ ͜ ɐȠɨɱȮ ȋ ὡ ǲᾍǠȒȠɱ
ȯɶɆ ș ǪǦȂǒƲ̉ᴇ3₴↓ǒȐ►˗ ǵ ș ὡ
ὑ ̝Ỗᴣǲ̑ᴁǞƲⱳ Ǳɉɶȸș ǞƲ►˗ ǵ Ǔ֚
ǮǔȒȏǍҟȈǦƳ

ὡ ǓȠɱȯɶɆǲ ǏȐȓȒȏǍ
Ǳ ǓʥӦѝƳ

̀⁸ ǵ˗͈ș֓ ǲǞǫǫƲVdaʣǮᶥ Ǯ
ǔȒȏǍǲǠȒ Ʋᾍꜘș ǞǭǋǔȅǠƳ

Ʊ3
Ʊɵ
122

ὡ ș
ǞǦᵃ ɵⅎḸ
Ҳ
ȿɡɪɱȶȠɶ
ɆɓȥȷɄȡɎ
ɩǵὕ

1 ⁸ ǿǵᵃ
Ҳ

ὡǵ ǲᾍǠȒר ǯ ș ȈȒǦȈƲ
ὡǵ ȋƲֺר ὡ ǲ ǞǦ ̝
ǵȢɗɱɆ Ḹș ͬǠȒǚǯǲȏȑƲᵃ
ɵⅎḸ ҲǲҟȈǭǋǔȅǠƳ

ᶥ
Ẏ

˗ ɵ ►
͔

' (
ỖᴣǒȐǵ ᵂɵ˗

͔ǵ
֝ȑ ȚǧКὦȋ ɵ Ǳǰ

Svhssdq ȉ ǞƲȢɗɱɆǵף șǞǪ
ǒȑǞǭȂǞǋƳ

ȿɡɪɱȶȠɶɆɓȥȷɄȡɎɩǶ ὡ
ǲ σǞǦ Ǔᵃ ҧ ǓǉȒǵǮǶ

ǱǋǒƳ

ְ ǲׄǘǭǵ Ҳ ȋƲ ǿǵ᾽
̸ᴜǵѰ̸ ș ǖ ǘȒ ǒȐƲ ᷀ǵ
σ ǯǱǪǭǋȅǠƳ

ὡ '01 (ș ǞǭƲ⁸ Ћ
ǭǵ˲ƵǓ ὡǲᾍǠȒ ǯ ș ȈȒǦ
Ȉǵᵃ ɵⅎḸ ҲǲҟȈǭǋǔȅǠƳ

ὡ ǓѰ̸ǞǦ̸ᴜǵ᾽ ǯ ґ ǵ ְ
ș ǞǭƲ ὡ ǵ ̝֓қș͝ ǞƲ⁸
ǵ ὡ ǲᾍǠȒ ș ȈȅǠƳ

ὡ ᷂Ḣ
Ὑ

B

̉ᴇ ₴01 ǲƲ ὡ Ǯ̸ ǞǦᾛ ȋ ᴜ
ș⁸☻ КǮ ṸǞƲ⁸ḸȋGOǮⅎḸ Ҳș ǪǦƳ˹♥ȉƲ►
ʴǲȢɗɱɆș σǠȒǱǰǞǭƲᵃ ɵⅎḸ ҲǲҟȈǭǋ

ǖƳ
ὡ Ѓ ǓѰ̸ǞǦ̸ᴜǵ᾽ ș Ǟǭ ǔǓǋș ȈƲ
ǯ ̝֓қș͝ ǠȒǯǯȉǲƲ⁸ ǵ ὡǲᾍǠȒ ș ȈȒ
ǚǯǓǮǔǦƳ
ǀ ְ ǁ
ḌȱɫɈȤȢɩȷ ǵ◙ ǲȏȑʴ ǯǞƲɏɓȧɶɜɱȷ
ϑǵ̸ᴜș̸ᴜ᾽ ʴǲǫǖǷ ӓ̝ Ƞɩȷəɶɩǲǭʣ
ǀ̸ᴜ᾽ ǁ
ḹ Ḝ ǫǖǷ ɵȠɩȷəɶɩ
ḹ ׀0+203
Кὦ Zї᾽ \22ᶧ̱ ׀608 ƲΉ˲03׀
ֻ ׀612
ƱƱƱƱZ̸ᴜ \204 Ʊ)ɏɓȧɶɜɱȷ ϑ4̸ᴜדȇ

⁸ǵʺσ˗ ǲǫǋǭǶƲ⁸ḸȋəɶɞɘɶȶƲ
ǫǖȷɜș Ǟǭק ǞǭǋǔȅǠƳ
σ ǵף Ʋὕ ♥ǵḸף ˗ șe`bdannj
RMRș ǞƲⅎḸǲҟȈȅǠƳ
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